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本別冊の発行 にあたって

本別 冊 は 、 坂 本義 行 先 生 か らAAMTジ ャー ナ ルNo.53(2013年6

月)以 来No.64(2017年3月)ま で ご寄稿 い た だ き 、 「機 械 翻 訳 事

始 め」 と して 掲載 して きた もの を、別 冊 と して ま とめ再 収 録 した も

の で あ る。

        ア ジ ア太 平洋 機 械 翻 訳 協 会 ジ ャー ナル 編 集 委員 会



目次

は じめに

機械翻訳事始 め1(AAMTジ ャーナル53号 、2013年6月)

機械翻訳事始 めII(AAMTジ ャーナル55号 、2014年3月)

機械翻訳事始 めIII(AAMTジ ャー ナル56号 、2014年6月)

機械翻訳事始 めIV (AAMTジ ャーナル57号 、2014年10月)

機械翻訳事始 めV (AAMTジ ャーナル59号 、2015年6月)

機械翻訳事始 めVI(AAMTジ ャーナル61号 、2016年2月)

機械翻訳事始 めVII(AAMTジ ャーナル62号 、2016年6月)

機械翻訳事始 めVIII (AAMTジ ャー ナル63号 、2016年10月

機械翻訳事始 めIX (AAMTジ ャーナル64号 、2017年3月)

お わ りに

1

2

9

・17

・25

・33

・41

・47

・60

・65

・72





は じ め に

 十 数 年 前 、 協 会 の理 事 に推 薦 され 、そ の 中 で歴 史 担

当 を仰 せ 付 け られ ま した。 そ して 、2013年 の6月 号

か ら、4年 ほ どか け て 、9回 に わ た っ て 、 日本 を 中 心

に世 界 の機 械 翻 訳 の 開 発 を紹 介 して き ま した 。

 計 算機 とい う言 葉 が 最 初 に も ち い られ た の は 、1645

年 に 、 か の 有 名 な パ ス カル に よ って 発 明 され た機 械 式

計 算機 、Pascalineと 言 われ て い ます 。そ して1923年

に世 界 で 初 め て 、 翻 訳 機 械 の 特 許 が ロ シア 人 の トロヤ

ンス キ ー か ら出 され 、1950年 代 に 、 旧 ソ連 や 米 国 で 、

本 格 的 に 電 子 計 算 機 を用 い て機 械 翻 訳 の 開 発 が 始 ま り

ま した。

 日本 で も、1950年 代 後 半 か ら、 九州 大 学 のKT-1

や 電 気試 験所 の機 械 翻 訳機 「や ま と」 な どの 開 発 が ス

ター トして い ま す 。私 は 、1965年 に 電 気 試 験 所 の入 所

し、COBOLを 用 いた プ ロ グ ラ ム に よ る 日英 の機 械 翻

訳 シス テ ム の 開発 に 従 事 しま した。

 ま た 、 「や ま と」 に っ い て は 、1959年 に パ リの 第1

回 国 際 情 報 処 理 会 議 で 、 和 田氏 に よ って 報 告 され てお

り、 米 国 とな らん で 、機 械 翻 訳 の 開 発 拠 点 に な っ て き

ま した。

 1960年 代 か ら 、日本 で は 、計 算 機 の 高速 化 、小 型 化 、

記 憶 容 量 の 高 速 ・大容 量 に よ り、1961年 に は 、情 報処

理 学 会 に 「機 械 翻 訳研 究 委 員 会 」 が 設 立 され 、文 書 処

理 に も、 文 字 の認 識 、 要 約機 能 、 文 献 検 索 の 研 究 ・開

発 が す す め られ ま した 。 ま た 、 日米 間 で 、 日米 機 械 翻

訳 セ ミナ ー が 開 か れ る よ うに な りま した 。

 1966年 に 、米 国 政府 か ら出 され たALPACレ ポ ー ト

は、 世 界 に 衝 撃 を与 え ま した。 そ れ は 、 米 国 とい う背

景 と も関 係 が あ るが 、「機 械 翻 訳 の 開発 は必 要 な い。 こ

れ か らは 、 自然 言 語 の 研 究 が 重 要 で あ り、 マ シ ン エイ

デ ッ ドな 翻 訳 シス テ ムの 開 発 が 実 用 的 で あ る。」とい う

もの で した 。 この 報 告 を受 けて 、 日本 で は60年 代 か

ら70年 代 に か け て 、政 府 が 「機 械 翻 訳 」 に 関す るプ

ロジ ェ ク トに 予 算 をつ け る こ と は あ りませ ん で した。

 1982年 か ら4年 間 、科 技 庁 予 算 に よ る本 格 的 な機

械 翻 訳 シ ステ ムの 開 発 「Muシ ス テ ム の 開発 が 行 わ れ 、

官 民 が 協 力 して 、 行 わ れ ま した。 そ の 成 果 は 、 言 語 処

理 シス テ ム 、 辞 書 作 成 ・管 理 シス テ ム 、 総 合 シ ステ ム

と して 開 発 され 、 民 間 で 商 用 シス テ ム と して 、 製 品 化

され ま した。

 1987年 か ら8年 間 をか け 、通 産 省 の予 算 、60億 円

を か け 「近 隣諸 国 間 の機 械 翻 訳 シ ス テ ム に 関 す る研 究

協 力 」 が 、 日本 、 中 国 、 イ ン ドネ シア 、 マ レー シア 、

タイ の5力 国 を対 象 と して 、相 互 の 言 語 に 翻 訳 可 能 な

シ ス テ ム の 開発 が行 われ ま した。

 さ らに 、1985年 か ら5年 間 を か け 、特 許 庁 関 連 の

情 報 に 関す る 「日英 自動 翻 訳 シ ス テ ム に 関 す る 総 合 調

査 」 が行 われ 、特 許 自動 翻 訳 シ ス テ ム の将 来構 想 と し

て 、知 的所 有 権 を め ぐる 国際 動 向 と機 械 翻 訳 、 特 許 総

合 情 報 シ ス テ ム の将 来 像 につ い て 、調 査 と報 告 が な さ

れ ま した。
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1.1こ とばの発 生

 ことばについて、「翻訳機械」1)の訳者まえがきによ

ると 「旧約聖書によれば、創世のむか しは人類の言語

は一つであった。それが現在のようにいろいろの民族

が自分たちで通用する言語を話 し、異民族相互間の意

志の疎通をかくようになったのは、天までとどくこと

を意図 して建設をは じめたいわゆるバベルの塔が神の

怒 りにふれたためであるという。

 各民族が独自の言語を持って活動 している現実の事

態は、それぞれに固有の文化を築いていけるという大

きな利点がある反面、相互の思想、意志の交流疎通と

いう点で実用上多大の不便をともなう。この障害を軽

減する手段として、だれにでも思いつ く方法は即応性

のある組織的な大規模の"翻訳"機関を常備することで

あるが、人間の翻訳者に依存する限 り、このようなも

のの実現可能性はないと考えられる。 したがって、翻

訳者をわず らわすことなく、翻訳を高速でやってのけ

る機械 というものは、われわれの空想の中に生ずる一

つの大きな夢であった。

 この企てを具体的に示 した最初のものはべ ・べ ・ト

ロヤンスキーが1923年 に出した翻訳機械の特許であ

ろ う。」と述べられている。

 Pascahneは 十 進 数 を使 っ た機 械 で あ る。 しか し、

当 時 の フ ラ ン ス の 通 貨 は 十 進 数 で は な く 、イ ギ リス の

ポ ン ド、 シ リン グ 、 ペ ンス と似 て い た 。 従 っ て 、金 額

を 計算 す る の にPascalineを 使 お う とす る と、 計 算結

果 を 更 に 変換 す る 必 要 が あ った 。1979年 フ ラ ン ス は メ

ー トル 法 に 切 り替 えた
。 この と き、 パ ス カル の基 本設

計 に触 発 され た 職 人 が 登 場 した が 、彼 ら も商 業 的 に は

成 功 しな か っ た 。

 最 初 のPascalineは5個 の ダ イ ヤル が あ り、後 に は

6ダ イ ヤル や8ダ イ ヤ ル の もの が作 られ て い る。 最 大

の もの で9,999,999ま で の 数 値 を扱 う こ とが 出 来 た 。

各 ダ イ ヤ ル は 数 値 の うちの1桁 に 対応 し、計 算結 果 は

上 部 の 窓 に 表 示 され る。 歯 車 は一 方 向 に しか 回 らな い

た め 、 負 の 値 を直 接 計 算 す る こ とは で き な い。 減 算 を

す るに は9の 補 数 表 現 に して 加 算 す る必 要 が あ っ た。

ユ ー ザ ー を助 け るた め 、9の 補 数 を 入 力 す る と上 部 の

窓 に は 元 の 数 値 が 表 示 され る よ うに な っ て い る。

1.2機 械 式 計 算 機

 計 算機 とい えば機 械 式計 算 機 が あ り、そ の 代表 と して

パ ス カル の機 械 式 計算 機 が あ り、これ につ い て は 、ウイ

キペ デ ィア に よ る と2)、 ブ レー ズ ・パ ス カル が1645年

に発 明 した機 械 式 計 算 機。Pascahne(パ ス カ リー ヌ)

ま たはMachine Arithm6tiqueと 呼 ば れ て い る。

 パ スカル は1642年 、彼 が19歳 の と きか ら計算 機 につ

い て研 究 を始 めて い る。 徴 税 官 だ った 父 の手伝 い を して

い たパ スカル は、仕 事 を減 らす た めの道 具 を作 ろ うと考

え た。1642年 まで にパ ス カル は50台 もの試 作機 を作 っ

た が、売 れ たの は1ダ ー ス強 で あ る。 高価 で あ った こ と

と複 雑 であ っ た こ と(加 え て加 減算 しか で きず 、減 算 の

や り方が 難 しか った)が 原 因 で 、そ れ 以 上売れ る こ とは

な く、パ ス カル は1652年 に計 算機 の製 作 を止 め た。

         図1Pascaline

1.3ト ロ ヤ ン ス キ ー の 発 明 特 許 証 書

 べ ・ぺ ・トロヤ ン ス キー の 発 明 特許 証 書 に つ い て は、

玉 木 英 彦 ・気 安 善 市 編 「自動 翻 訳 」3)に よ る と、

 「以 下 の よ うな 特 許 が 出 願 され て い る が 、 当 時 そ れ

を実 現 す る こ とは うま くい か な か っ た。 これ は 、 この

目的 に適 した 自動 装 置 が ま っ た くつ くれ て い な か った 、

当然 の こ とで あ る。」 と書 か れ て い る。

 ま た 、 文 献i)に よ る と、

 「この 翻 訳 機 は 、同 時 に い くつ か の言 語 を 翻 訳 し、

遠 方 まで 送 る こ と を可 能 にす る よ うに 見 え た。 しか し

トロヤ ン ス キー は1939年 に依 頼 した ソ ビエ トの 言 語

学 者 た ちの 支 持 も得 られ な か っ た し、1944年 に は 科 学
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アカデ ミーの自動化 と遠隔制御機構学会の支持も得 ら

れなかった。」と書かれている。

発明特許証書

発明の名称 一つの言語から他の一つ、または同時

に多数の言語への翻訳に際 し、単語を選別 しかつ印

刷する機械

特許出願人 べ ・ぺ ・トロヤンスキー

出願年月 日1933年9月5日
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図2発 明特許証書

1.4暗 号解 読 か ら計算 機 の技術 へ

 第2次 大戦中に発展 した暗号解読の技術(文 献1で

は)を 基礎 として、電子計算機が急速に実用化され出

した1946年 頃から研究が始められた。もちろん当初

W.ウ ィーバーが考えていたような 《翻訳とは、外国語

という暗号で書かれた文章を母国語に解読することで

ある》 という単純な考え方だけでは通用 しないように

なっている。

 英国人A.D.ブ ースとロックフェラー財団の ワレ

ン ・ウィーバーとが同時に翻訳問題に手を付けたのは

1946年 のことであった。第二次大戦中に用いられた暗

号解読技術をこれに適用 しようとウィーバーが提案 し

たのに対 し、ブースはディジタル計算機が十分な数の

データを蓄えることができるので、《辞書 と首っ引き

で》行えるような、単語を単語に移す型の逐語訳を実

行する能力があることを強調 した。文章論や語順やあ

るテキス トのすべての単語の機械的な翻訳についてす

ら問題にならなかった。 というのは当時の考え方は外

国語のテキス トを理解するために、学者の目の前に翻

訳された主要な単語の系列を置けば、この題 目に関す

る読者の深い知識により彼が手探 りで自分の道を見つ

ける役 に立つであろ うとい うことであった。

 プリンス トンにおいてブースはブリテンとともに、計

算機がその記憶装置中に記録された辞書を引き、かつ一

本の穿孔テープで入力に導かれる一連の単語の逐語訳

を与えることを可能にする 《命令》について研究した。

 1948年 に英国人 リチェンズは、語尾に自動文法解析

の考えを主張した。このことは単に読者に単語の文法的

役割を説明することで自動翻訳を改良するのみならず、

電子辞書における探索の速度を高めるというのは、理論

的にみて見出し語の全数を減少させ うるからである。

 1949年 ウィーバーは言語ごとに見かけ上の相違は

あるが、暗号術で認められ、かつ情報理論により認め

られている統計的不変量や、中国語学者E.ラ イフらが

歴史的つながりのない言語のあいだに認めた意義的不

変量や、さらにライヘンバッハにより指摘 された論理

的不変量が存在することを強調 した。こういった不変

量は、人間の頭脳の基本性質の存在 と、言語に共通な

心理社会的な起源 とに相応する、ブースとリチェンズ

との仕事を参照 して、ウィーバーは、単語に単語を当

てる純粋の逐語訳はその性格上科学技術の研究にとっ

て大きな役割を果たすであろ うと主張 した。 しかも彼

はずっと先に進み、直接の文脈を調べることで、意義

のあいまいさを解決することを強 く主張した。

 言語の論理的要素は、計算機の論理回路で処理でき

ると断言 した。すなわちシャノンの情報理論は翻訳の

問題に関 し、統計的組織面で光を投げかけるのであっ

て、彼はこの理論に照らして統計的語義論の研究を企

てることを特にすすめた。おわりに彼は通信の道具で

ある言語自体の性質に関する研究の問題を生彩のある

や りかたで提出 した。

 研究はい くらか分散 しながら多方面に分散していっ

た。オスワル ドとフレッチャーは ドイツ語の文章論構

成の機械的解法を研究した。マサチューセッツ工科大

学(M.1.T.)で は、イスラエルの論理学者バー ・ヒレ

3



ルが機械翻訳の目的で言語の研究に没頭 した最初の人

である。1952年 の初めに、ロックフェラー財団はM.1.T.

主催の翻訳問題に専念 している言語学者 と電子工学者

との会議に財政的援助を行った。18人 の参加者は次の

二つの段階を熟考することに同意 した。まず第一に、

科学的題 目を取 り扱 うテキス トについて単語の頻度の

研究、異なる言語間の等価単語の研究、電子記憶装置

を用いる方法についての調査ならびに自動辞書のその

他の技術的様相の調査を同時に行 うことであった。そ

の後で機械翻訳をするプログラムを作る目的での文章

論解析に移ることができよう。文法的および文章論的

な諸問題を解決するために必要な回路の研究は、当分

の間さきのこととしてす ぐに手を付けなくてもよい。

多言語機械翻訳をつくることは、ある一つの言語Aか

らもうひとつの言語Bへ 行 う一方向の翻訳の経験か ら

得 られる結果をみてからすればよい。 しか しながら、

媒介言語、いわゆる 《機械語》すなわち最終的にはあ

らゆる言語のあいだの回転板 として役立ちうるものの

可能性は除外されなかったのである。

1.51954年

 前 述 の 見解 に刺 激 され て 米 国 の研 究が 発 展 した 。 記

憶 、容 量 、語 彙 を制 限す る こ との効 用 、意 味 な らび に

語 尾 の機 械 的 確 認 な どの研 究 が な され た。

 1954年 に ジ ョー ジ タ ウ ン大 学 の ドス ター トと ガル

ビン とは 、IB.M.の シ ェ リン ダ ン と協 力 して250個 の

単 語 か らな る 辞 書 と、6個 の 文 章 論 の 法 則 を用 い 、

IBM701電 子 計 算機 を使 っ て ロシ ア語 か ら英 語 へ の 自

動 翻 訳 の仕 事 を 首尾 よ く成 し遂 げ た。

1.6電 子計 算機BθCM3)

 1955年 の末に電子計算機で行った自動翻訳の最初

の実験では、この実験用に専門的な数学のテキス トの

翻訳を考えて、あらかじめ952の 英単語 と1073の ロ

シア単語を選んで辞書を作 り、数学のテキス トの翻訳

のために使用 され うるプログルラムを作った。

       INTRODUCTION

 When a practical problem is science or technology permits

mathemati(al fortnabon、the enhances are rather goodthat is

leadsto oneor more differential equations."lbisistruecertainly

ofthe vastcategory ofproblems associated with force and

motion. So that whether wewant to Imowthe future path of

Jupiter is theheavens orthe path ofan electron in an electron

microscope weresort to differential equations.'lhesame is true

for the studyofphenomena in continuous media, propagation of

waves, Bowofheat, diffusion,static ordynamicelectricity, etc.,

exceptthat we here deal with partial differential equations.

 図3ミ ル ヌ の 本 の 「序 文 」 の 最 初 の 一 節

        BBE1[EHNE

EC即  nPAKTHτ{ECKA月 3A脚A  B HAyKE

㎜  TEXHHKE Aonvcx aET

MATEMATYI4ECKYIO NOPMYJII7P OBKY,

AHC I-i JjOBOJIbHO  BEJMICI4 YCO 3TO

HPHBO八 囲「 K O八HOMy HJM sonEE

刀図ΦΦEPEHUHAnbHblM YPへBHEHH月M,

:)TO BEPHO BE3yC∫10BHO D  OB)KHPHO只

KATETOPMiF[ 3A,gAY CBA3AHHb-X  C Cレ1JIOH H

八BレDKEHHEM,

TAK ΨR〕 XOTNM nH Mb[つHATb By脚H月

IIYTb  EOC117TEPA  B  HE6ECAX  NIIN  l1YTb

a肥KTPOHA つ a肥KTPOHHOM MHKP㏄KOm三

Mbl IIPI-i6EI'AEM K 刀凹ΦΦEPEH1」[HAnb HI)[M

YPABH--i41AM. TO )KE BEPHO ,g11SI I13YgEHLiSI

㎜HHH B HEilPEPMBHO6[CPE八E,

PACnPOCTPAHEH朋  BOJI H,「10TOKA TEIIJIA,

八HΦΦy3HH. CTATKYECKOrO HJIH

即HAMHqECKOrO  3JIEKTTPYfYECTBA, K T A,

3A HC㎜)qEHHEM π)rO YTO Hbl瓠ECb

.u  PACCMATP NBATb AHΦ ΦEPEHU闘bHHE

yPABHEH朋 B 【{ACTH biXnPOH3BO八HblX.

 図4そ の ロ シ ア 語 訳 を タ イ プ で 印 刷 した 形

 プログラムは実際上辞書には関係なく適用できるも

のである。翻訳のためにミルヌの 《微分方程式の数値

解》から断章を選んだ。

 図3に 入力として 「序文」の最初の一節の英文テキス ト

を、図4に 出力として語訳をタイプで印刷した形で示した。

1.7最 初 の 機 械 翻 訳 に 関 す る 国 際 会 議1)

 1956年10月 にM.1.T.は 、機 械 翻 訳 に 関す る最 初 の

国 際 会 議 を招 集 した 。 約30人 の英 国 、 カナ ダ 、米 国

の 専 門 家 達 が 集 ま り、 ソ連 科 学 ア カ デ ミー のD.J.パ ノ

ブ 博 士 は 手 紙 で ソ ビエ トの研 究 につ いて の重 要 な報 告

を 行 っ た。 三 っ の 主 要 な活 動 の 中心 は、 米 国 、英 国 、

並 び に ソ連 で あ り、 これ らの もの よ り規 模 の 小 さい グ

ル ー プ は イ タ リア とス カ ン ジナ ビア で あ っ た。 問 題 は
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もはや翻訳機械が可能であるということを研究成果に

よって確かめるということでなく、努力を集中して研

究能率を有効にし、ばらばらに行われている仕事を総

合的見地で研究を組織化することにあった。

 1957年5月 にモスクワで科学技術会議が開かれ、

56論 文が提出され、それ らの中には、ドイツ語、英語、

ハンガリー語、中国語からの自動翻訳に関するものや、

フランス語からの実験的翻訳に関するものがあり、さ

らに主として数学的な諸方法を利用 して、この学問を

精密科学にするようなや り方で言語の研究を方向付け

る必要性を立証 した。

 1958年5月 に、自動翻訳についての会議が開かれ、

その結果71の 提出論文の要約が刊行 された1)。

 1958年 頃の機械翻訳の研究1)

 1958年 には米国で、1ダースばか りのグループが大

小規模の活動的な研究がなされていた。

1.7.1米 国 で は

*ハ ー バ ー ド大 学 で は、 エ テ ィ ンガ ー が 露 英 自動 辞 書

 に 関す る研 究 を行 って いた 。

*M.1.T.で は 、 ロ ッ ク、 ユ ン グブ 、 コ ム ス キ ー 等 が 文

 章構 造 、ドイ ツ語 の 文 章論 、方 法 論 を研 究 して いた 。

*ジ ョー ジ タ ウン大 学 で は、 ドス ター トと ガル ビ ン が

 ロ シ ア語 の 文 章論 と語 彙 論 の研 究 を行 って い た 。

*ミ シ ガ ン 大学 で は 、 クー トス ー ダ と コー フヘ ー ジ が

 ロシ ア語 な らび に 多意 義 語 の 問 題 を研 究 して いた 。

*ワ シ ン トン州 立大 学 で は 、 ラ イ フ ラー、 マ イ クル セ

 ン 、 ヒル が ロス ア ンゼ ル スの 国 際 テ レメー タ会 社 と

 共 同 で 、 ロシ ア語 と ドイ ツ語 の 研 究 を して い た。

*ラ ン ド会 社 で は 、ヘ イ とエ ドマ ン ソン とが方 法 論 に

 関 す る 興 味 あ る研 究 に従 事 して い る。

 ワ シン トン の 国 立 科学 財 団 は 、 これ らの研 究 に財 政

的 援助 を 与 え 、 これ らの研 究 の調 整 に努 力 を払 っ た。

1.7.2英 国 で は

*ブ ー ス 、 ブ ラ ン ドウ ッ ド、 ク リー プ が ス フ ィー ル ド

 財 団 の援 助 を 受 け て 、バ ー クベ ック 単科 大 学 で機 械

翻 訳 の 方 法 論 を研 究 し、 さ らに 点 字 や フ ラ ンス 語 や

 ドイ ツ語 につ い て の 仕 事 、 な らび に 翻 訳機 械 の 特性

 と原価 に 関 す る仕 事 を 追 及 した。 彼 らは1958年 に

`M
echanical Resolution of Linguistic Problems'4)

 とい う著 作 を 発 行 した が 、 これ は 言 語 デ ー タ とア イ

デ ア との 豊 か な 著 作 で あ っ た 。

*ケ ンブ リ ッジ言 語研 究 グル ー プ では 、 マ ス ター マ ンが

指 導 して、 辞書 編集 と普遍 文法論 との研 究 を進 め 、辞

書 と文章 論 とに 《機 械 辞 書的 熟語 辞 書》 す なわ ち理 念

で分類 した機 械 辞 書の 考 え を適用 す る こ とを探 究 した。

1.7.3ソ 連 では

 1956年9-10月 より刊行 された『言語学の諸問題』

は自動翻訳の問題に定期的な題 目を提供 している。

*ソ 連科学アカデミーの研究チームは、言語学者 と電

 子工学者との間の協力にっいての指導原理 と一般的

 な方法論との輪郭を明らかにした。

*メ ルチュウクとクラギナ女史とは、フランス語からロシ

 ア語への翻訳に関する非常に興味深い研究を公表した。

*コ ロレーフは辞書構成のための符号圧縮の問題につ

 いて研究 した。

*ラ ズモフスキーは翻訳機械の自動プログラミングに

 ついて研究した。

*モ ロシュナヤ女史はイエスペルセンとフ リーズとの

 構造言語学上の仕事を種々の言語間の文章論的差異

 の解決に使用する方法を示 した。

1.7.4日 本 では

 1950年 代に電気試験所機械翻訳 「やまと」や九州大

学のK㍗1が 開発 された。

1.8機 械 翻訳機 「や ま と」5)

 電気試験所(現 産業技術総合研究所)で は、1958年

1月 より和田弘(当 時電子部 ・部長)の 指示により、高

橋茂を中心に、 トランジスタ電子計算 ETL Mark N

の基本論理回路を使用 して、英 日翻訳専用機 「やまと」

を試作することが計画された。翻訳のための辞書を収容
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で き る 大容 量 記 憶 を 持 っ た 電 子 計 算機 が 手 許 にな か っ

た た め、 専 用機 と して600万 円 の予 算 で 製 作 され た。

 装 置 の 製 作 は1958年11月 に終 了 した。

基 本設 計

 辞 書:英 単 語3000語 150,000bit

       =3,000語 ×6字 ×8bit

 和 単 語3000語    500,000bit

 熟 語300語     20,000bit

 そ の 他        350,000bit

 文 字:英 文;ABC, abc,記 号 、 数 字

 和 文;カ タカ ナ 、ABC、 記 号 、数 字

 プ ロ グ ラム:機 械 語4,000語

     Add Numeric, Sub Numeric, Add Chr,

     Read in to AC,Store Word in VM,

     Write Mark. Atop

 プ ロ グ ラム メモ リ2ブ ロ ッ ク8,192語

    1語32ビ ッ ト、1ト ラ ックニ128語 、

    1ブ ロ ックニ32ト ラ ック=4,096語

計 算機 の 構 成

 本 体:基 本 回 路 の3種 の プ ラ グ イ ン約1,000枚 が 用

  い られ た

記 憶 装 置:磁 気 ドラ ム(電 気 洗 濯 機 位 の 大 き さ)

  回 転 数 約3,000r.p.m(平 均 待 ち合 わせ 時 間 は

  約10ms)の 低 速 型 磁 気 ドラ ム1台 、1周

  4,096bit

  記 憶容 量 約82万bit=820,000bit=約100kB

回路:ト ラン ジス タ500個 、ダイ オー ド700個 で構 成

入出力装置:

 1.機 械式テープ読取機(8単 位)10字 ノ秒

 2.プ リンタ        8字1秒

         ABC、 カタカナ、記号、数字

 3.パ ンチャ         8字 ノ秒

         ABC、 abc、 記号、数字

 4.万 能入出力装置       8字1秒

         カタカナ、記号、数字

 この うち 、3と4は 計 算機 と独 立 で働 かす こ と もで

き る。

r

墜

一致回路 ・ 一→一
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 (16字)ゼ

:一 一うPく … …一 ～ ・

・※ 一 一一 一 一 一

ユー  

i  I

書出装置騨

_二1
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¶口ρ
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乗

ー
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」

字引 VM≪

(86Fラ ック)ゼ

カウンタ・・

  ジヤンプ・
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穏
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(32ビ ッ ト)ヅ

 STμ
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 (32ト ラック)ヅ
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図3 「や ま と」 の 計 算 機 ブ ロ ック図
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蓼沼良一を中心に、英文和訳の研究に着手 し、研究

の課 題 と して 、

1.翻 訳に適 した機械装置を研究すること

2.こ の 装 置 を用 い て 翻 訳 させ る こ と

で あ る と記 され て い る。

一 プ を入 力 す る と
、「ワ レガ オ ン ガ ク ヲ コ ノム」 とプ

リン タ に 出 力す る こ とが で き る よ うに な っ た。

本 研 究 の成 果 につ い て は 、1959年6月 にパ リで 開

催 された第1回 国際情報処理会議で和田氏によって発

表 され た。

1959年2月 に は 「Ilike music」 とパ ン チ した 紙 テ

入力の英文

LThisisapen.

2. Is this apen?

3. Yes, it is apen.

4.No, it is not a pei.

5.  What is this?

6.This ismy watch.

7. It is abluepencil.

8. Is that a window, too?

9. What is it, than?

10.Ihave a pen.

11.Have l a pen?

12.What have I?

13.1have two arms.

14.Ihave a camera in my hand

15.What haveyou in yourhand?

16.Butlhave no bro山er.

17.Who is that gentleman?

18.He is Mr. Smith.

19.He is Bettゾs father,

20.He has some eggs.

21.Is that girlyoursister?

22.'lhe rooster is black.

23.There isadeskin血e room

24.Is there a desk in yourroom?

25.Where isthe vase?

26."There isapicture ofmy family.

27.Ido notspeak French.

28.Do I speak English?

29.'Thank you.

30.It is halfpast four.

31.It is twenty minutes pas[svc.

32.We havebreakfastat seven.

33.Then l go to school.

34.Schoolbegins at halfpmt eight.

35.What do theboysdo?

36.He sometimes helps me with my lessons.

37.Can youswim?

38.Yes,lcan swim.

39.Iam walking.

40.Am I walking?

41.Iam reading a story.

42.How do you do?

43.He is the fastestrunner in our class.

44.Come to the blackboard

45.Wutethe narres of the seven days of血e week.

46.Let's have a raced

47.τhecrow fb爬ot her cheese.

出力できた和文

1.コ レガ ペ ン ダ

2.コ レガ ペ ン ダ カ

3.ハ イ ソ レガ ペ ン ダ

4.イ イ エ ソ レガ ペ ン デ ナ イ

5.コ レガ ナ ニ ダ カ

6.コ レガ ワ シ ノ トケ イ ダ
7.ソ レガ ア オ イ エ ン ピツ ダ

8.ソ ノ ウエ ア レガ マ ド ダカ

9.ソ レカ ラ ソ レガ ナ ニ ダカ

10.ワ レガ ペ ン ヲ モ ツ

11.ワ レガ ペ ン ヲ モ ツ カ

12.ワ レガ ナ ニ ヲ モ ツ カ

13.ワ レガ 2 ウデ ヲ モ ツ
14.ワ レガ カ メ ラヲ ワ レ テ ノ ナ カ ニ モ ツ

且5.ナ レガ ナ ニ ヲ ナ レノ テ ナ カ ニ モ ツカ

16.シ カ シ ワ レガ ナ イ ア ニ ヲ モ ツ

17.ソ ノ シ ン シガ ダ レ ダカ
18.カ レガ ミス ター SM[TH ダ

19.カ レガ BErTY ノ チ チ ダ

20.カ レガ イ ク ラカ ノ タマ ゴ ヲ モ ツ

2Lア ノ オ ンナ ノコ ガ ナ レノ ア ネ ダ カ

22.オ ン ドリガ ク ロイ ダ

23.ソ コ ニ ヘ ヤ ア ノ ナ カ ニ ツ ク エ ガ アル

24.ソ コ ニ ナ レ ノ ヘ ヤ ノナ カ ニ ツ クエ ガ ア ル カ

25.ド コ ニ カ ビ ンガ アル カ
26.コ レガ ワ レノ カ ゾ ク ノ エ ダ

27.ワ レガ フ ラ ンス ゴヲ ハ ナ サ ナ イ

28.ワ レガ エ イ ゴヲ ハ ナ ス カ

29.ア リガ トウ

30.ソ レガ 4 ヲス ギ テ ハ ンブ ン ダ

31.ソ レガ 6 ヲス ギ テ 20 フン ダ

32.ワ レガ ア サ ゴハ ン ヲ 7 ニ オ イ テ モ ツ

33.ソ レカ ラ ワ レガ ガ ッコ ウ ニ イ ク

34.ガ ッコ ウ ガ 8 ヲス ギ テ ハ ン ブ ン ニ オ イ テ ハ ジマ ル

35.オ トコ ノ コ ガ ナ ニ ヲ スル カ
36.カ レガ ワ レヲ トキ ドキ ワ レ ノ カ ト トモ ニ タ ス ケル

37.ナ レガ オ ヨグ コ トガ デ キル カ

38.ハ イ ワ レガ オ ヨ グ コ トガ デ キル

39.ワ レガ アル キ ツ ツ アル

40.ワ レガ アル キ ツ ツ アル カ

4Lワ レガ ハ ナ シ ヲ ヨ ミ ツ ツア カ
42.イ カ ガ デ ス カ

43.カ レガ ワ レラ ノ ク ミ ノナ カ ニ モ ッ トモ ハ ヤ イ ハ シルモ ノ ダ

44.コ ク バ ン ニ クル ベ シ

45.シ ュ ウ ノ 7 ヒ ノ ナマ エ ヲ カ クベ シ

46.キ ョ ウ ソ ウヲ モ ツ コ トヲ シ ヨ ウ ベ シ

47.カ ラ ス ガ サ レ ノ CHEESEヲ ワ ス レタ

機械翻訳 「やまと」で翻訳できた例

1.9K1卜16)

KT 1は 、我 が 国初 の 日 ・英 ・独3力 国 語 相 互 実験

翻訳のために、九州大学が1950年 代後半に開発 した

言語処理用計算機である。言語理論は直接構成要素法

を採用 し、処理方式は各国語特有の性質を表にまとめ、

プログラムは各国語間のどの方向の翻訳にも共通にし

た 特 徴 あ る もの で あ っ た。KT 1で は お もに英 語 、 ドイ

ツ語、日本語間の操作について、原語の構文解析によ

り原語を一度中間言語的な構文情報に変換する方法で、

設計試作が行われた。KT 1で は2進 法6チ ャネル(直

列には64進 法)の 直並列方式をとり、単語は直列8

桁 を単位 とした。検索命令やパターンマッチに工夫を

7



凝 らし、文字列演算に優れていた。

 論理回路には トランジスタによるダイナ ミックフリ

ップフロップ方式を採用 した。記憶装置は記憶容量約

10万 ビット・回転数12,000回 転ノ分の磁気 ドラムを使

用した。入出力には6単 位符号を採用し、鎭孔紙テー

プによる方法を採った。

 KT 1の 設計は九州大学、製作は三菱電機が行った。

単能の翻訳機ではなく、一般技術計算用機能を持たせ、

その利用も考慮 されていた。

 現在、KT 1に 使用された論理パ ッケージ、磁気 ドラ

ム、および入カデータの鎭孔紙テープが、九州大学に

保存 されている。

 なお、元九州大学、田町研究室の岡田直之氏の記憶

では、次のことは事実です;

*自 動翻訳機KT 1の 設計は、大野克郎、栗原俊彦、

 田町常夫の3教 授が行った。

*翻 訳プログラムは、ほぼ田町常夫教授が担当した。

*10万 ビッ トの主記憶に単語辞書、文法規則、それに

 翻訳プログラムを機械語を用いて配列 した.

*栗 原の意志をつぎ吉田将は、単語と単語のつながり

 に意味が反映されるという立場で、大規模言語デー

 タの収集やかな漢字変換に努めた。

*田 町の翻訳プログラムを発展 させ岡田直之は、言語や

 図形の持つ意味に注目し、語彙の意味分析や言語 ・図

 形翻訳などマルチモーダルな人工知能に進んだ。

 織 頭e:《轡蟹 撃雇丁 砂 一M   '陀ドバ ∫い 皆 杓F'響 畑 恥 ・甥 轡禁鞭 」織 州
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2.0概 要

 情報処理学会ができ、その学会誌 「情報処理」が発

刊され、1960年7月 号、学会誌第1号 に 「計算 しな

い計算機」 という題で、工業技術院電気試験所の和田

弘氏が論文を書かれている。1)

2.11960年 代 前 半 の 活 動

2.1.1文 字 の 認 識

 そ の 内容 は 、 ま ず 最 初 に 文字 を読 む機 械 につ い て 、

電 子 計 算 機 が符 号(code)だ け しか 読 め な い の で 、 人

間 に読 め る 文字 が 読 め な い 現状 は不 便 です 。 そ こ で機

械 に人 間 の 文字 を 読 ま せ よ うとす る努 力 は 、 い くっ か

の方 法 が 発 表 され て い る。

 電 気 試 験 所 で は 、800個 の ゲ ル マ ニ ュ ー ム ダ イ オ ー

ドを用 い て 、普 通 の英 文 タ イ プ に あ る文 字 や 記 号 の合

計73文 字 が読 め る装 置 を 開発 した。 この よ うな研 究

は 、イ ギ リス のManchester大 学 、 ア メ リカ のM.1.T.

やBell研 究所 で も始 め られ て お り、音 声 認 識 につ い て

も京 都 大 学 、東 北 大 学 、名 古屋 大学 、電 気 試 験 所 な ど

で 研 究 さ れ て お り 、 こ れ ら を 対 象 と す る 研 究 を

pattern認 識(recognition)と 呼 ん で い る と述 べ られ

て い る。

2.1.2外 国 語 の 翻 訳

 外 国語 を機 械 で 翻 訳 させ る研 究 は 逐語 訳 か ら始 ま り

ま した。 欧 米 語 は ソ連 を含 め て 、 同 じ系統 か ら発 して

い る の で 、一 つ の 文 章 の 中 で 単 語 の相 互 の位 置 に は 、

あ ま り大 き な違 い が あ りま せ ん。

 われ わ れ は 、semanticな 研 究 よ り も、 ま ず 構 文 的

(syntactic)な 研 究 が 必 要 だ と判 断 した。

 英 日翻 訳 を 考 え 、 文 章 を 単 純 な もの だ け と した。 訳

文 は仮 名 文字 で 、 分 か ち書 き して 打 たせ た。 この翻 訳

結果 は 、 前 に 紹 介 して い る。 そ して 、 実用 化 の た め に

は 、vocabularyを 増 す こ とが必 要 で す が 、研 究 と して

は欧 米 でや っ て い る よ うなsemanticな もの へ移 行 す

べ き 段 階 に 到 達 した と思 っ て い ま す が 、 そ れ に も

machine learningの 考 え を 必 要 とす る。 さ ら に、九州

大 学 、教learningの 考 えを 必 要 とす る。 さ らに 、九 州

大 学 、 教 育 大 学 で も研 究 が始 め られ て い る と述 べ られ

て い る。

2.1.3要 約 機

 論 文 を要 約(abstract)す る必 要 が あ り ます。 で き

る こ と な ら、 よ い論 文 は機 械 を通 して も一 語 も減 らな

い が 、 まず い 論 文 は何 も残 らな い よ うに した い もの で

す 。

 採 用 した 方 法 は 、英 文 の単 語 を意 味 の あ る単 語 と意

味 の な い単 語 に 分 け て 、意 味 の あ る の は 名 詞 だ け と し、

そ の 頻 度 を計 算 し、 あ る数 以 上 の 頻 度 の 単 語 を 選 び 出

す 。 論 文 を読 み 込 み 、単 語 が あ る数 以 上含 まれ て い る

文 だ け を印 字 させ る。

 例 えば 、「猫 の 首 に鈴 をっ け る鼠 の 相 談 」とい う寓 話

を この 方 法 で 、 要 約 させ る と、

    The cat killed some of the mice,

    Put a bell on the cat.

    But who is going to put the bell on the cat?

 の3文 が 印 字 され る。 注 目 した 単 語 がcat, mouse,

bel1の3語 で あ って 、上 の 文 で は それ らの語 が2個 以

上 含 まれ て い た た め です 。1,000語 程 度 の 文 章 で あれ

ば 、 「や ま と」 を使 うと、約17分 で 要 約 され ま す。

 今 後 はsyntacticな 考 え 、単 語 の つ な が り、 三段 論

法 な ど を考 慮 に 入 れ て改 善 す るつ も りで す が 、 こ こに

もmachine learningの 問 題 が 潜 ん で い る。

2.1.4検 索 機

 論 文 を読 ん で 、今 後 の 参 考 に した い と感 ず る と、我 々

は 著 者 名 、 雑 誌 名 、 そ の番 号 ペ ー ジ、 発 行 年 月 、論 文

の 標 題 、お よび 内容 の要 約 とか備 考 な どを 記録 、保 存

して い ます 。 これ を機 械 化 して 、 能 率 を 高 め る こ と を

企 て ま した 。 これ らの事 項 をテ ー プ に 打 っ て機 械 に い

れ る と、磁 気 テ ー プ に記 録 、保 存 され ます。 必 要 な 時

に 、そ れ らの どれ か の項 を こ の機 械 に い れ る と、 該 当

す る論 文 全 部 に つ い て 、 上記 の事 項 を 自動 的 に 打 ち 出

して くれ る検 索 機(indexer)を 最 近 完 成 しま した 。
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 将 来 、何 とか して 、 同 じ もの は 一 か所 にま とめ 、 古

い もの は 忘れ て(整 理 して)、 ま た ひ とつ の こ とが い ろ

い ろ の 角 度 か ら 取 り 出 せ る よ う に 、 例 え ば 、

cross-referenceと い うよ うな概 念 を導 入 して 、要 す る

に合 理 的 な整 理 方 法 を案 出 した い と念 じて お りま す。

2.1.5む す び

 現在のところ計算機が利用されているのは、演繹的

(deductive)に 書かれた数値計算に限 られています。

定理を証明するような帰納的(inductive)な ことはま

だできません。

 また、先ほどから述べてきたところの諸例は、いず

れ も多量のデータを整理 して共通な本質ともい うべき

ものを求めたうえ、判断する性質のこと、すなわち帰

納的なことでして、人間の学習過程に似た内容のこと

です。machine learningと 呼ばれ る所以です。

 本 日誕生 した情報処理学会が壮年になるころのこと

を想 うと、意見なり思想を表す文章も、この計算機に

かかっているでしょう。司法から始まって、行政から

政治までも、やがてこれ らの機械によって処理される

ことも夢 とばかり片づけられません。

 それが実現 されるためにはまず述語論理について、

帰納的な理論が確立されることが望まれます。そして

その際にも、言葉(単語)は、elementと して残 りまし

ょう。単語の意味とい うものは数値 と違 って先に述べ

たように曖昧な点があ りますが、数学、ことに代数学

はわれわれの知っているような単純な数や文字を対象

とすることか ら離れて、複雑な集合のよ うな抽象的な

対象を操作する方向に進んでいますから、単語や文章

の解明に大いに参考になることと思われます。

 ことに、日本語を科学的に考察 し改善することは必

要で、これを怠ると機械文明の進歩にもかかわらず、

日本人の生活には向上 しない面が残されることにな り

は しないかと案ぜられます。

2.1.6ま と め

 半 世 紀 以 上 も前 、 トラ ン ジス タで や っ と計 算 機 が で

き、プログラミング言語 としては、機械語 しかなかっ

た時代に、言語処理の未来を予測した論文を投稿され

た先輩、和田氏の先見性に(私 、坂本は)驚 かされま

した。

2.21962年

 前 掲 の2年 後 、 「情 報 処 理 」2)のVbl.3、 No.3、1962

年5月 号 に和 田 氏 が機 械 翻 訳 の 現 状 を解 説 され てい ま

す 。

2.2.1現 状

 まず、前号で私が報告 したような1960年 以前の世

界での研究 ・開発の状況報告を行い。

 問題の所在 として、文中の単語の位置がヨーロッパ

言語間では、殆 ど同一なのに比べ、日本語では、大き

く異なると述べ、

 機械翻訳においては両者は総合的に研究されねばな

らない。研究は

1.外 国語を整理する

2.整 理された内容を機械に教える

3.訳 文を合成する

 の3段 階に分けられる。各国の研究状況を見ると、

逐語訳から一歩進んで、構文の分析に関心が持たれる

時代になっている。 自国語を合成することにはまだあ

ま りカが注がれていないようだ。

2.2.2言 語 を計 算機 へ

2.2.2.1処 理方 法

 文字の表示法として、アルファニュメリックの2進

法表示 と引き算によるその照合方法について述べ。つ

ぎに単語辞書について、派生語を含めて見出しをどう

するか。 さらに、その配列方法。使用頻度順に配列す

るのも一つの方法であろ うと述べ られている。

 語尾処理には、サブルーチンとい う手法を用いると

機械に便利だとも述べられている。

 文型の決定では、単文の処理で、単文は主語、述語

を含んでいて、その述語の性質で 目的語あるいは補語
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を必 要 とす る。 この こ とは 四則 演 算 がaxbの よ うに

必 ず2個 の数 値 を操 作 す るの と違 う点 で あ る。 文 型 を

機 械 的 に確 認 させ る方 法 と して 、tableを 用 い る こ と

に よっ て 、 容 易 に 照合 が とれ る。 た だ し、 多 品詞 語 に

は 苦 しめ られ る と も述 べ られ て い る。

 処 理 手 順 を具 体 的 に 表 示す る た め に 、 流れ 図 を つ く

る 必 要 が あ る。 これ を第1図 に 示 す。 さ らに 、語 尾 変

化 を 処 理 す るブ ロ ッ クをsubroutineを 使 って 行 う。最

後 に 、 この よ うな詳 細 図 を機 械 の 持 つ 「命 令」 の 系 列

を使 っ て 表 示 しな けれ ば な らな い。 命 令 を機 械 語 と も

い う。

2,2.2.2プ ロ グ ラ ム

一語 読 メ

単語辞典  字引ヲ引ケ
        yes

  yes

n° 言醒 変1ピアリヤ

  ア レバ 修正

論 理語 二変エヨ
yes

品詞ガ語尾変化
ト矛盾シナイカ

変化二応 ジタ
品詞二変エ ヨ

他ノ品詞
ガア リヤ

単語 ヲ ソノママ

◎
      文 ノ終 リカ

     熟語字引ヲ引ケ

      耳籍テツナイー・

動詞ガアルカ

一個 力 不定形ア リヤ
関係詞アリヤ
接続詞アリヤ

副詞ナ ドヲ除ケ

一動詞 ヲマヅ

動詞 ト見ナセ

◎ 文型ヲ調べ ヨ

語彙ノ変更

動詞/自 他
ヲ変更セ ヨ

副詞ナ ドノ挿

テニヲハノ挿入

句 ノ組立テ

句 、節ヘ ト分離

逐語訳二

訳文へ

活用語 ノ変形

印刷

 註
  ⊂⊃ は判断を要する

窪ぎ翻 瘍捲薦 懇窺ま
 の とす る。

第1図
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 われわれが翻訳(電 気試験所の 「やまと」)に当たっ

て使いたい命令形の単語は機械に備わっている命令に

は備わっていない し、これらでは表現できないように

感 じられる。 これが機械翻訳の一つの阻路になってい

るようだ。 しか し、これを機械でやらせようとするか

らには、命令で表せるような工夫が必要だ。

 その要領を述べよう。"axb"な る演算は、

 23

x 14

29

3

 

2

322

 が 示 す とお り、九 九 、 左 へ の 桁 送 り、 加 算 、 とい う

操 作 を積 み 重 ね た 結 果 で あ る。 この よ うに 単 純 な 操 作

を集 合 と して記 述 す る こ とを 算 法(algorithm)と い

う。 従 って 命 令"乗 算"が な くて も、 上 記algorithmが

で きれ ば 、機 械 に乗 算 を 行 わ せ られ る。 普 通 は"乗 算"

と書 けば 、 操 作 す る電 気 回 路 が機 内 に 組 み 込 ま れ て い

る。この よ うな 操 作 は プ ロ グ ラムsoftwareで も実 行 で

き るが 、 「や ま と」 で はhardwareで 組 み 込 ん で い る。

 翻 訳 で プ ロ グ ラム を作 りた い と きに 、 欲 しい機 械 語

が な く て も前 述 の 「字 引 を 引 け 」 の よ うな 疑 似 命 令

(pseudo code)を 提 供 す る こ とは 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ

に と って 大 切 な 課 題 で あ る。

2.2.2.3現 実 の 文 章

 一 文 中の 各 単 語 の 品 詞 の 決 定 で は 、1品 詞 の もの 、

多 品 詞 の もの 、 そ れ に 単 語 が 辞 書 に な い 場 合 と品 詞 の

決 定 に は 多 くの 困 難 が あ る。

 辞 書 つ く りで は 、 単 語 の 見 出 し語 を どの よ うに 登 録

す る か に も 問 題 が あ る と し、Washington大 学 の

Relflerは 、全 て を登 録 す る形 で 、170,000語 を 登 録 し

て い る と し、California大 学 のLambは 、 単 語 を 分解

し、lexeme(語 幹 、 接頭 辞 、接 尾 辞 、語 尾 変 化)に 分

類 し、15,000を 用 意 し、普 通 単語 は これ らの組 合 せ で

作 られ て約1,141万 語 ま で で き る は ず だ し、 同 大 学 が

化 学 を分 担 して い る関係 か ら、 化 学 用 語 は 、2,400万

語 ま で 見 出せ る筈 だ とい う。

 見 出 し語(entry)が ど うで あ っ た らよ い か は 、多 く

の 問題 が あ るか ら、形態 論(morphology)の 議 論 が続

くで あ ろ う。

 文 章 は 、文 か らな り、文 は句(phrase)、 節(clause)

とい う概 念 で 処 理 して い る。 句 に は 、 形 式 上 動 詞 を含

ま な い もの の ほか に 、 不 定 詞 、 動名 詞 、 分 詞 構 文 な ど

が あ る。 そ れ らは 一 面 、 文 中で の働 きに 応 じて、 名 詞

句 、形 容 詞 句 な ど と分 類 され る。 句 は 単 語 が 連 結 され

た もの もの で 、 この こ とは 句 が 一 つ の 結 合 語 とで もい

え る 因子(string, package, fused unitな ど とよ ばれ

る)と な っ て 、他 の 単 語 と同 格 な 立 場 で 単 文 を構城 して

い る と見倣 せ る。

 節 も同 じで 、coordinate clauseは 接 続 詞 でつ な がれ

て い る か ら、重 文 と同 じで あ り、単文 をfと 表 わせ ば 、

f1+f2の 形 に な る。

 これ に 対 してsubordinate clauseは 日本 人 を苦 しめ

や す い が 、そ のclauseは 形 式 的 に は 単 文 の 形 を備 えて

お り、句 読 点 、 接 続詞 、 関係 詞 が そ の 始 ま る位 置 を示

して い る。 そ こで この節 を 見 い だせ れ ば 、 節 に も働 き

に よ っ て名 詞 節 、 形容 詞 節 、 副 詞節 な どに な るか ら、

こ の新 因 子 は 他 の 単語 と と もに 、全 体 と して の 単 文 の

規 則 に従 う こ とに な る。

 構 文分 析 の 例 と して 、Georgetown大 学 で は 、 第2

図 の よ うな 手順 で お こな っ て お り、 ソ連 で は 、 第3図

の よ うな 手順 で 行 われ て お り、Indiana大 学 では 、 多

品詞 語 の 品詞 の 決 定す る こ とに 重 点 を お い て 、 動 詞 の

関係 して い る 品詞 の確 定 で きな い もの を 第4図 の よ う

な6種 に絞 っ て 、 そ のSubroutineを つ く って い る。

さ らに 、Pennsylvania大 学 で は 、 文 章 に含 まれ て い

る無 数 の 表 現 を整 理 して 、 それ らの翻 訳 形 式 を用 意 す

れ ば 、辞 典 とお な じよ うに それ をlook upさ せ る こ と

で翻 訳 の 一 解 法 に な る と述 べ られ て い る。
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1.字 引 を 引 く

2.形 態 の分 析

a

b

C

d

熟語 の調 査

Syntagmaticの 分 析

挿 入 句 の 除 外

分 離

3.構 文 分析

1

9
一

Q
U

4
凸

FO

ρ0

第2図

動詞の分析

句読点の分析

構文の分析

名詞の分析

形容詞の分析

語順の変更

第3図

 最 後 に和 田 の試 案 とい うもの が 紹 介 され て い る。

 文 章 を構 成 す るelementは 単 文 で あ る と見 倣 す 。

 関係 詞 、if, then, as, because._な どが これ に含 まれ

る。Commaの 如 き も これ に含 め る。

1.nlv(現 在)

2.a!v(現 在)

3.nb (過 去 分 詞)

4.a/v(過 去 分 詞)

5.a/nlv(現 在 分 詞)

6.特 長 の あ る も の

point, face

clean, complete

cut, th ou ght

given, interested

meamng, running

mine, like, well

第4図

 次に修飾句などを棚上げすること、単文の場合 とお

なじ、このようにして簡素化 された文に対 して、別に

用意 してある基本文型を、

1.文 中に連接語を見出して、これを文型とあわせ る

 か。

2.文 中に主格を見出して、これを文型 と合わせるか。

3.文 中に動詞を見出して、これを文型 と合わせるか、

 などで照合させてみて、文型の残余の部分と文章の

 これに対応するところが、文型の全領域で合致する

 かどうか調べる。この調査には品詞の決まっていな

 い語が文型の要求する品詞をふくむかどうかが含 ま

 れているであろう。

以上の操作を繰り返すことによって、文章全体の構文

を決定できれば、品詞も決まることになる。なお、句に

ついては、動詞を含む句の基本形を用意する要がある。

2.22.4関 連 あ る 研 究

2.2.2.4.1中 間 言 語

 機 械 翻 訳 は 当初 英 語 か ら 日本 語 へ とい う よ うに 、特

定 の 国 語 間 で進 め られ て きた。 しか し、 どん な 国語 か

らで も翻 訳 で き る よ うに 拡 張 した くな る 日 もあ ろ う。

そ の 場 合 に 、 共 通 点 も多 い の だ か ら、 それ らを ま とめ

て 記 述 で きれ ば 労 が 少 な くて 済 む は ず で あ る。 あ る い

は 各 国 が 自国語 を 分析 した 資 料 を 作 っ て相 手国 と交 換

す れ ば 、 直 ちにMTが で き る こ とが 望 ま しい。

 MTは さ きに 記 述 した とお り、 辞 典 の 問題 、形 態 の

問 題 、 お よ び 構 文 の 解 析 に よ っ て 基 本 文 型(pivot

languageと 呼 ぶ 人 もあ る)ま で す れ ば 、あ とは 自国 語

の 合成 で あ る。 これ らの 問題 を どん な 形 で記 述 す る か

に 当た っ て 、 参 照す べ き 一 つ の 基 準 が あ っ て 、そ れ が

algorithmに 便 利 な姿 で あ る と便 利 で あ る。Esperanto

が あ る よ うに 、 この よ うな基 準 とな る 言語 を 、 中 間言

語(intermediate language)と 呼 ぶ 。

 これ を どん な もの にす れ ば よい か は ま だ 多 くの研 究

に侯 た ね ば な る ま い が 、 次 に 述 べ る述 語論 理 が そ の 方

向 を示 唆 して くれれ ば 有難 い。

2.2.2.4.2述 語 論 理

 命題 論 理 は 、 文 と文 との 結 合 方 式 を明 らか に して く

れ た が 、 述 語 論 理 は 一 つ の 文 の 構 造 を研 究 して 、 量化

した 概 念 を取 り扱 え る よ うに な って きた。 ま た 文 が 主

語 と述 語 だ けの 他 に 、 い くつ か の 目的 語 を含 ん だ 単 文

につ い てそ れ らの 言 葉 の 間 の 関 係 を追 及 して くれ そ う

な傾 向 に あ る。

 まだ 、未 完成 で あ る が 、文 章 が数 式 化 で き る暁 に は 、

そ の基 準 とな る素 質 を備 えて い る と信 ぜ られ る。

 また 、Basic Englishに もふ れ 、 L.A. Richardsが

1943年 に提 案 した 方 法 で は 、18の 述 語 で 表 現 で き る

とい われ 、 これ らを記 号 で 表 す とす れ ば 、 述 語 論 理 の

手 法 を使 え ば 、文 章 は名 詞 、 修 飾 語 と記 号 とで 表 示 す

13



る こ と も で き るの で は あ る まい か 、 とも述 べ て い る。

2.2.2.4.3自 動 プ ロ グ ラ ミ ン グ

 電 子 計 算 機 の 科 学 計 算 、事 務 計 算 に 必 要 なprogram

は 、 初 期 はmachine languageを 使 っ て克 明 に作 られ

て い た が 、記 号programを 経 て 、い まやAlgol, Cobol

な ど に よ る 自動programmingの 時 代 に入 ろ う と して

い る。各 メー カ ー は この た め のcompilerを つ くる競 争

を して い る と い って も よか ろ う。 従 っ て機 械 翻 訳 の研

究 とcompilerの 研 究 は近 い。

 この よ うに プ ロ グ ラ ム を楽 に各 思 想 が 普及 して くる

と、機 械 翻 訳 の 分 野 で も これ に似 た もの が 開発 され るよ

うに な る こ とは 当然 であ ろ う。例 え ば 、MITのCOMIT

は 単 に翻 訳 だ けで な く、数 字 で な い文 字 を い ろ い ろの 目

的 で 計 算 機 で 取 扱 う際 に便 利 な よ うに完 成 され た もの

で、 要 求 が あれ ば配 布 で きる よ うにな って い る。

 私(坂 本)も 電 気 試 験 所 で 、 最 初 に学 ん だ プ ロ グ ラ

ミン グ言 語 は 、COMITで あ った 。

2.2.3あ とが き

 最後に、あとがきとして、我が国でも、MTが 話題

となるようになって、早くも5年 になる。この方面に

関心を持つ人が次第に増えてきていることは喜ば しい。

これらの人はいずれもMTに 寄与する専門知識を持っ

ている。言語学者、論理学者、技術者にしても、同じ

分野の人々だけで固まったのではグループとはなって

もMTを 推進させる力にな りにくい。

 MTを なるべく速く実用化に近づけるようにするに

は、それらの専門家の間の研究の方向に向く必要があ

る。そして事実その意志もあるように見受けられる。

 そこで具体的な方策となるが、それには専門を異に

する人々が自己の立場で話をすることから一歩前進 し

て、共通の立場としてプログラムを中心とした話へと

移ることは良いと思われる。 もちろん言語学、機械、

理論などに分類していることは差支えないが

 と述べられている。

2.3日 米機 械翻 訳 セ ミナ

2.3.1第1回 の 日米機械 翻訳セ ミナのニ ュース

 第1回 の日米機械翻訳セミナの内容が 「情報処理」

の1964年5月 号のニュース欄に以下のように紹介 さ

れている。

 機械翻訳セミナ(日 米科学協力委員会)東 京で開かる

 1964年4月20日 から日米科学協力委員会第2部 会

(科学技術情報資料交換会)の 主催による機械翻訳セ

ミナが都道府県会館(東 京)で 開かれた。 日本側議長

丹羽保次郎、米国側議長Franz L,ALTを はじめ日本側

26名 、米国側11人 の参加者があった。

 論文発表が3日 半、将来の協力計画の討論が1日 、

その他見学などがあった。発表者は日本側13人 、米

国側8人 で、両国における機械翻訳研究の現状調査の

報告と、個別的な研究の報告とがあった。米国側の報

告がメタ言語理論の観点からなされたものが多かった

のに比 し、日本側の報告は自然言語(と くに日本語)

を取り上げたものが多かった。その他問題向言語、文

字読取機、特殊計算機などにっいても触れ られた。

 おわ りに8項 目の勧告が採択 された。これにもとづ

き、当学会またはその機械翻訳研究会が第2部 会 との

あいだでなんらかの了解に達するものと期待されてい

る。勧告には高速度計算機の容易な利用、機械翻訳関

係の日本語論文に英文の要約をつけること、カー ドや

テープの形の両国語文章資料の交換、プログラムの交

換などがあげられている。

 日本側発表論文の予稿集は希望者に配布される(取

扱者 ・西村 ・電試)。米国側発表論文および資料はおも

な研究機関に配布保管されているはずである。

2.3.2論 文紹介

 「情報処理」の1964年 の9月 号と1965年 の1月

号にその内容の概要が日本語で紹介されている。

 最初に、丹羽保次郎氏の開会の挨拶が以下のように

述べ られている。
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 丹羽保次郎

 Welcome Address

 科学協力に関する日米委員会は1961年 の池田総理

とケネディー大統領との会談の結果生まれたもので、

その第一回会合において5項 目を選び、両国政府に勧

告 した。その中に科学情報 と資料との交換の促進があ

るが、このために両国にそれぞれのパネルが置かれ、

密接に連絡 して仕事をすすめている。米国側パネルの

主査は、最初はIBM社 のDr. E. R. Pioreで あったが、

今はNBSのDr. A. V Astinで ある。 日本側は丹羽が

つとめている。科学情報と資料のパネルでは、論文の

抄録、目録索引に関する専門家の会議や一次出版物編

集者の会合を企画 した。この度の機械翻訳に関するセ

ミナは日米両国における機械翻訳の研究の現状を検討

し、今後の協力につき協議する目的で、第2回 の日米

科学委員会で提案せられた。

 日本における機械翻訳の研究は、今まで物理学者、

数学者、電子学者、言語学者、心理学者などの数グル

ープにより、大学や、研究所などでお こなわれていた。

これ らの研究の連絡、討議のため、1962年 に機械翻訳

研究委員会が発足 し、日本における機械翻訳の研究者

を網羅する体制ができ、今までに10回 のシンポジュ

ームを催 した。今回の会合についても、この委員会に

追うところが少なくない。

 日本の国語、国学、国文は欧米のそれに比し、非常

に異なっている。この事実は論文の和欧または欧和の

機械翻訳の研究をいっそうむつかしいものにするが、

一方それだけ機械翻訳研究の国際協力の必要性を強く

するものといえよう。今回の会合が日米両国における

機械翻訳の研究と両国の協力の推進に寄与することを

望んでやまないものである。

 以 下 、 論 文 の タ イ トル は 、

1.Franz L. Alt:ASurvey of Automatic Translation in

 the United States

2.D,G. Hays Summary of U.S. contributions

3.H.H. Josselson:Linguistic Basis of mechanica1

 Translation. Contributions of Standard Linguistic

 Theory

4.W. S. Wang The Linguistic Basis of Translation a

 Transfbr皿ational ApProach

5.S. M. Lamb Stratif"icational Linguistics as a Basis

 fbr Mechanical Translation

6.E. D. Pendergraft:Hardware fc)r Mechanical

 Translation:Relation between Hardware and

 Linguistics

7.Amold C. Satterthwait:Hardware&)r Mechanical

 Translation : Problem・Oriented Programing

 I・anguage

8.E. N. Adams Input Reading for Language

 Processing system

9.Osamu Watanabe:Verb Patterns for the Basic of

 Sentence Generation

10.Akihiro Nozaki:Mechanical Translation of

  Pre-edited Japanese

11.Tuneo Tamati:ASurvey of MT Oriented

  Hardware in Japan

12.Toshiyuki Sakai Models and Strategies for MT

13.Bunpei Koro :English・Japanese Translation

  Formulas

14.趾roshi Wada :Status and Problems of

  Mechanical'IYanslation in Japan

15.Makoto Nagao:An Approach to the General

  Theory of Natural Language

16.Seiichiro Ohnishi:Psych・Linguistic Studies of

  Mechanical Translation in Japan

17.Tosh丑iiko Kurihara :Design of the Special

  Purpose Computer K}2

18.Hirohiko Nishimura:Automatic Segmentation of

  Japanese Text

19.Isao Imai:Japanese Grammar of the Zeroth

  Approximation

20.Shokichi Iyanaga :Procedure fbr pre・editing

  Japanese
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 である。

 さらに、第2回 日米機械翻訳セ ミナが米国で行われ、

その報告と座談会が 「情報処理」に掲載されている。

それは次号に。

参 考 文 献

 1)和 田 弘:「 計 算 し な い 計 算 機 」、p11～15,「 情 報 処

  理 」、Vol.1, No.1,1960.7.

2)和 田 弘:「 機 械 翻 訳 」、p144～154、 「情 報 処 理 」、

  Vo1.3,No.3.1962.5.

3) 「 ニ ュ ー ス 」 、p178,「 情 報 処 理 」 、

  Vo1.5.No.3,1964.5.

4) 「機 械 翻 訳 セ ミ ナ 紹 介 」、p299～302,「 情 報 処 理 」、

  Vo1.5,No.5,1964.9.

5) 「機 械 翻 訳 セ ミ ナ 紹 介 」、p47～55,「 情 報 処 理 」、

  Vo1.6,No.1,1965.1.
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3.1機 械 翻 訳研 究委 員会 の発 足

 日本で機械翻訳の研究が本格的に始まりました。そ

して、委員会の発足が1965年 の 「情報処理」1)の 「機

械翻訳の現状 と将来」和田弘、第5回 情報処理学会大

会における招待講演 と題 した記事の中に述べ られてい

ます。

 機械翻訳について話すよう交渉をうけました。近頃

直接研究に従事してお りませんが、学会の機械翻訳研

究委員会の委員長をいたしている関係からお引き受け

しました。

 1960年4月 当学会が創立されました際、"計算 しな

い計算機"(こ の記事については、前号で紹介 しま した)

と題 しまして、当時電気試験所でやっておりました機

械翻訳の研究内容をお話 したことがあります。

 翌年の秋、学会に研究委員会の規則が制定され、"機

械翻訳研究委員会"が設置されて以来、隔月に1回 ずつ

ひらかれて現在に至っております。 どんな人がどんな

項目の発表をなさっておられるかは、会誌の会告欄を

ご覧いただければわかるはずです。

 この委員会はopenで はあ りますが、関係の方には

特に通知 しているので、参集 される方も自から定まっ

てお ります。言語学を専攻され る方は折角の熱意は持

っていても機械の使い方がよくわからないので困って

いるような印象をうけましたので、希望者には電気試

験所で計算機の使い方の講習を したこともあ りますが、

1962年 には総説 としてご参考になることをまとめた

こともあります。(こ の文献も前号で紹介しました)

 日米科学協力委員会で情報交換を担当しておられる

丹羽保次郎先生は、科学技術の論文だけでも機械翻訳

(以下略 してMTと する)が できるようになれば と念

願 されて、文部省の助成金によって俗称"丹羽委員会"

を結成 されました。学会のMT委 員会には地方の方が

旅費の関係で出席 されないことと、理学部関係の方が

かけていたので、これを補われたものでした。数回の

会合で同委員会も軌道に乗った頃、MTの セミナーを

開催することをアメリカ側 と交渉され、1964年4月

東京でアメリカから9名 の来訪を得て計20名 が論文

を発表 し、意見を交換 し、日本のおもな研究の実地を

訪問 しました。これらの論文の要旨は学会誌に紹介さ

れてお ります。(こ の件も、前号で紹介しました)

 その後、丹羽委員会は学会のMT委 員会の強化改組

を条件 としてこれに合流の上、発展的解散をいた しま

した。

 日米科学協力を担当する 日本学術振興会には、MT

の研究を推進するために、MT部 会が設けられていま

す。

3.2世 界 の 情 勢

 わ が 国 で は機 械 に か け た 実 験 を して い る研 究機 関 と

して は 、 電 気 試 験 所 、 九 大 工 学 部 、 京 大 工 学 部 、 東 大

理 学 部 、 名 大 工 学 部 、 防 衛 庁 技研 、 お よび 電機 大 学 な

どで す 。 い ず れ も英 語 を和 訳 す る こ と を主 と して い ま

す が 、東 大 、電 試 では 和 文 英 訳 の実 験 もや って い ま す 。

言 語 学 者 も 文法 につ い て い ろい ろ建 設 的 な 提 案 を して

お られ ます が 、そ れ を骨 子 と した 実 験 は まだ 見 当た り

ませ ん 。研 究 グル ー プ と して は 、国 語 研 究 所 、新 潟 大 、

京 大 、 名 大 、教 育 大 、紅 露 研 な どで す 。

 一 方 ア メ リカ での 研 究 状 況 はか な り変 って 来 て お り

ます 。 われ われ よ り一 歩 先 ん じて 研 究 を始 めて み た が

す で に30億 円 の研 究費 を投 じた に か かわ らず 、 実 用

に な っ た とは い い難 い です 。 研 究 者 自身 が 反 省 して 、

翻 訳 よ り もまず 自国語 で もよ いか ら言 葉 を研 究 して み

る 必要 が あ る。 それ に は計 算 機 を使 う必要 が あ る と い

う こ とか ら、Computational linguisticsな る標 題 の も

とに研 究 す る よ うに転 じて い ます 。 そ して成 功 す れ ば

MTは も ち ろん 、 文 献 のabstract、 情 報検 索 な どに も

共 通 に 貢 献 で き る と考 え て い ます 。

 こん な 理 由か ら、現 在MTを 中 心 に研 究 を して い る

と ころ と して は 、 大 学 で はTexas, Cali£ 大 学 、 Wayne

State大 学 、 Ohio State大 学 、 Washington大 学 、

Indiana大 学 、 George・town大 学 。

 そ の 他 の 機 関 と し て は 、National Bureau of

Standards、 Rand Corp.、Bunker・Ramoな どで して 、

Harvard大 学 、 M.1.T.、 IB.M.な どは さ きに 述 べ た 転
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向 の 色 が 濃 い い よ うです 。

 (MTの 解 説:中 略)

 さてMT研 究 の現 状 で あ る が 、 どの研 究者 もそ の 点

に 困 っ て い る。 多 くの説 が提 案 され て い る こ と 自体 が

そ の 間 の状 況 を物 語 っ て い る わ け で あ る。 いず れ も こ

の 説 明 しに くい と申 した 内容 につ い て 、 あ る一 面 に 重

点 を置 い た もの とも い え る。

 これ らを念 頭 に研 究 グル ー プ の態 度 を整 理 してみ る

と、 ま ず 次 の3派 に 大別 で き る。

(1)経 験 派

 従 来 の 文法 の 中 で骨 格 と思 われ る い くっ か を まず プ

ロ グ ラム して実 験 し、そ の結 果 か ら、追 加 改 良 して行

こ うとい う もの で 、Georgetown大 学 な ど古 くか らや

っ て い る もの は これ に属 す る。

(2)伝 統 派

 既 存 の 文 法 な ど言 語 につ い ての 知 識 をそ の ま ま プ ロ

グ ラム 化 して ゆ く、集 大 成 され て い る知 識 を数 学 的 に

記 述す る と、膨 大 な もの に な っ て 、到 底 完 成 の 見込 み

が あ る ま い との 見 解 に立 った もの で あ る。

(3) 理 論 派

 文 章 の構 造 を き め る態 度 と して 認 め られ て い る説 に

Constituent structure論 とdependency structure論

とが あ る。 前 者 は 文 を主 部 と述 部 とに2分 し、 主部 を

さ らに名 詞 句 とそ の 他 と に2分 す る な ど、次 々 に2分

してtree状 の 解 析 をす る もの で あ る。一方 は 、動 詞 に

着 目 して、 主 部 、 目的 部 、 副 詞 修 飾 部 が これ に 依 存 的

構 成 で あ る と して 分 析 を進 め るの で あ る。 また 数 学 か

ら 出発 したN.ChomskyはZ.S. Harrisの 句 につ い て

の 研 究 を再 構 成 してphase structureに つ いて の 文 法

を確 立 した 、これ には 変 換 理 論(transformation rule)

が 併 せ て発 表 され 、信 者 が ふ え て い る。 またS.Lamb

は 言 語 を単 語 よ り小 さい 単位 の もの の集 合 で あ る と見

倣 す 層 化 理 論(stratification rule)を 主 唱 して 異 彩 を

放 って い る。 それ ぞれ の哲 学 に 従 っ て い る が 、 共 通 し

て い る こ とは 、数 式化 、形 式化 とい うこ とが 根底 に あ

る こ とで あ ろ う。

 電 気 試 験所 で のMTの 研 究 で 考 え た こ とを これ ら と

較 べ てみ る と 、 これ らの 諸 説 はみ ん な含 まれ て い る よ

うな気 が す る。 つ ま り諸 派 諸 説 と錐 も、 実 体 は 紙 一 重

の差 しか な い ので はな か ろ うか。 優 劣 を論 ず るに は 実

験 結 果 に待 つ 以 外 には あ る ま い。

 こ ん な わ け で、 さ き に も述 べ た とお り研 究 の 中 心 は

MTか ら英 語 その もの の研 究 へ と動 い て い る。 そ の 典

型 的 な例 はYngveが 始 め た 文 章 の 創 作 で あ ろ う。これ

は核 とな る文 章 を まずphrase structureの 規 則 で 作 り、

これ に変 換 の 法 則 を適 用 して変 形 して文 章 を 打 ち 出 さ

せ る もの で あ る。 この た め に は辞 典 で の 単語 に意 味 の

ほか にそ の語 の 持 つ機 能 を含 ませ て お く必 要 が あ る。

京 大 の長 尾 君 も この 実 験 を進 め て い る。

 こ の よ うな こ と を念 頭 に 、 日本 語 を見 る と き、 まず

和 文 英 訳 の 実 験 が 始 ま った こ とは喜 ば しい。 東 大 の 野

崎 君 に よれ ば 、

 Ithink that reader know well that sound is

vibration of air but sound by which we do talk and

that enjoy music is only a part of air vibration which

we utilize. Supersonic wave about which I talk here

from now on is vibration that is inaudible to our ear

and of which frequency is high. I think that there is

man that wonder then if such inaudible sound is

useful therefore I shall describe about utility value

of supersonic wave.

 とい う訳 文 が だ され て い ます 。 原 文 は 読 ま な くて も

よ ろ しい で しょ う。 原 文 にpre-editを して 、 inputし

た もの で す。 それ に して も、 日本 語 に つ い て は 、 次 の

よ うな 諸 問題 が ま だ 手 を付 け られ な い こ と を 申 し上 げ

ね ば な りませ ん。

(1)文 字:現 在 で は 、 ロー マ 字 あ るい は カ ナ 文 字 が

  使 わ れ て い る が 、 実 際 の 文 章 は 漢 字 が 含 ま れ て

  い る の み な らず 、 英 語 の よ うに 分 か ち 書 き に な

  っ て い な い。 単 語 辞 典 を作 る こ とはMTの 第 一

  歩 です が 、 この 辞 典 の 見 出 し語 を漢 字 にす る か 、

  カ ナ 文 字 で 行 くか 、 分 か ち 書 き に な っ て い な い

  単 語 の 両 端 を ど う して 求 め るか 大 変 な こ とで し

  ょ う。
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(2)構 文:日 本語と英語 との間には大きな違いがあ

  る。英語は客観的な思想で書かれているが、日

  本語は人主思想で貫かれているようです。そこ

  で主語 となる人が明らかな場合は省略 される。

  このようなものを追加 した り、逆に削除 した り、

  あるいは別途の形式をとると翻訳が容易になる

  ような事例が乏 しくない。

 それ に も増 して 、MTに 適 した 文 法 が 見 当 た りま せ

ん。 言 語 学 者 と計算 機 側 の学 者 との協 力 が ます ま す 必

要 で あ る と考 え ます 。 幸 い そ うい う気 運 は盛 り上 が り

か け て い る と見 て い ます 。

 な お 、1965年5月 に は 、1.F.1.Pの 大 会 がNew York

で 開 かれ ます が 、 そ の前 の週 に 、 こ の方 面 の 国 際 会議

が 開催 され る こ とに な っ て い ます 。

 新 しい進 歩 が 生 まれ る こ とを期 待 した い と思 い ま す。

3.3第2回 日米機 械翻 訳 セ ミナー

 「情報処理」2)に第2回 日米機械翻訳セ ミナーの報

告会が行われ、その時の様子が、前述の和田氏からな

されています。以下にこれを掲載します。

報 告 和 田 弘

1.セ ミナ ー 参 加 者

日本 側

 和 田 弘(成 践 大)、 坂 井 利 之(京 大)、

 田 町 常 夫(九 大)、 野 崎 昭 弘(東 大)、

 長 尾 真(京 大)、 平 松 啓 二(電 機 大)、

 山 田 小 枝(立 正 大)。

米 国 側

 E.D. Pebdergraft(U.Texas), V. Yngve(M.1.T.),

 D.Hays(Rand), H. Josselson(Wayne State),

 S.Kuno(Harvard), C. Fillmore(Ohio State)>

 P.Garvin(Bunker Ramo),1. Sakai(Ohio State),

2.見 学 旅 行

 5月5日

(i)Bunker Ramo.(Canoga Park)

(ii)RAND Corp.(Santa Monica)

5月6日

(iii)U. of Calif., Los Angeles分 校

(iv)System Development Corp.

5月10日

(v)LRC, Univ. of Texas(Austin)

5月12日

(vi)National Bureau of Standards(Washington

  D.C.)

5月13日

(vii)Harvard Univ.(Cambridge)

(viii)M.1.T.

3.セ ミナ ー

 5月17、18日 の 両 日 、New YorkのPark・Sheraton

Hotelで 開 催 さ れ た ア メ リ カ 側 の 出 席 者 は さ き に 示 し

た 方 々 の ほ か に 、N.S.F.のDr. See、 Mr.Pronko、

RAND Corp.のMr. ZieheとMr. Kay、 Bunker Ramo

のMr. Penn。 さ ら に 通 訳 と し て 日 本 人 が1名 加 わ り

ま し た 。

 わ れ わ れ は 論 文 を 用 意 して 行 っ て 発 表 し ま した 。

 す な わ ち

 Input and Data Format of Japanese Texts

 和 田 弘

 Procedure for the Analysis of Japanese Text

 坂 井 利 之

 Syntactic Description of Japanese Grammar

 田 町 常 夫

 On the Dictionary Preparation

 野 崎 昭 弘

 Japanese・English  Translation  regarded  as

 Sentence Generation

 長 尾 真

 Syntactic analysis of Japanese by Using the

 Property of Dependency

 田 町 常 夫 、 石 原 好 宏
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 の6論 文です。

 アメリカ側は見学旅行の際に資料を提供 してくれた

ため、セ ミナーではまとまった論文を中心に自由討論

が大部分であったと申せます。

 第2日 目にN.S.F,と 学振 とを経由して日米科学協力

委員会に提出する勧告書の草案を審議 しました。議論

が活発に出て、原案が相当修正されました。

 勧告書の訳を記 します。

勧 告

 昨年 のセ ミナ ー で の勧 告 を再 確 認 す る と 次 の5項 目

を 一層 に 明確 にす る好 機 で あ る との前 置 き につ づ い て 、

(1)研 究者 の 交 換 は 日米 協 力 の 中で 大 切 な もの で あ

る。 現 在 の 計 画 は1年 間 で成 果 を 上 げ る に は短 す ぎ る

か ら、 延長 す るつ も りで続 け て い こ う。 別 の計 画 も奨

励 し よ う。

(2)以 下 の勧 告 を 実 行 す る に は 日米 の 学 会(情 報 処

理 学 会 とAMTCL)と の支 持 が要 る。 各 学 会 は個 人 ま

た は 委 員 会 を任 命 して 、 それ ぞれ の ス ポ ンサ ー 機 関 と

の 密接 に連 絡 しよ う。

(3)文 献 な どの 交 流 を も っ と促 進 しよ う。 日本 の 文

献 の題 目を ア メ リカ のThe Finite Stringの リス トに

掲 載 しよ う。

(4)テ キ ス トの 交 換 を便 利 にす る た め に共 通 のcode

とformatを 採 用 で き る よ うに考 え よ う。 両 国 の学 者

は それ ぞれ の国 語 につ い ての 提 案 を出 して も らい た い。

(5)昨 年 と今 年 との2回 の セ ミナ ー の 結 果 、 専 門家

に よ る 小規 模 の 会 合 が有 効 な こ とが わ か った 。上 記(3)

お よ び(4)の 実 体 に つ い てseminar, planning

meetingあ る い はworking groupが 時 々 必 要 だ。少 な

く と も2年 以 内 に は 次 回 の集 合 を しよ う。 日米 の両 学

会 は テ ーマ と会 合 場 所 と を選 定 して 、 スポ ンサ ー に進

言 しよ う。

3.4国 際 会 議

 5月19～21日 の3日 間 、同 じPark-Sheraton Hotel

で lnternational Conference on Computational

Linguisticsが 開催 され ま した。日本 は さき に6個 の 論

文 を送 っ た と こ ろ 、 京 大 の 坂 井 、 長 尾 両 君 に よ る

sentence generationの 論 文 が 発 表 され る こ と に な っ

て い ま した。 論 文 は40ぐ らい 参 加 者 に配 布 され ま し

た 。2日 目の 夕 、晩 餐 会 が あ っ て 主催 者 た るATMCL

の 会 長Prof. Lehmanの 講 演 が あ りま した 。 そ の あ と

で 同 氏 の 部 屋 に 各 国 か ら1名 ず つ 代 表 が 招 かれ ま して 、

Whiskyを ご馳 走 に な りな が ら非 公 式 に国 際 的 な組 織

を作 る こ とに よ って 、 こ うい う会 議 を開 催 す る こ とは

ど うだ ろ うか と提 案 が あ りま した 。

 ヨー ロ ッパ の 人 々 は い ず れ も賛 成 しま したが 、私 は

反 対 して お きま した。 本 日こ こに お られ る久 野 さん も

反 対 して お られ た よ うで す 。 しか し多 数 の 意 見 に よ っ

て 推 進 す る こ と にな り、そ の結 果 す で にProf. Lehman

か ら手 紙 が 来 ま した。

 そ れ に よ る と、FederationとCentral Committee

をつ く る こ とに つ い て 、各 国 の 意 見 を ま とめ て7月 中

に返 事 が 欲 しい との こ とで す 。 も し大 多 数 が 賛 成 な ら

ば 、1967年 に は会 議 を開 く こ と に予 定 した い 、との趣

旨 です 。 返 事 を出 さね ば な りま せ ん 。

質問 反対の理由は、何か義務でもできますか。

和田 できます。できれば、大 した額ではないが費用を

  負担 しなくてはな りません。 さらに、会合の都

  度誰か一人は出ねばならず、できれば同一人で

  ありたいものですが、無理でしょう。

  国際的な会合はヨー ロッパで開かれると思わね

  ばな りません。旅費が大変です。それにヨー ロ

  ッパの諸国では、国語がいずれ も違 うのですか

  らどうしてもその辺が議論の中心になって、 日

  本語はやはり議論の外におかれることにな りま

  しよう。

  さらにこの動きを注 目します と、言語学者がそ

  の研究に計算機 を利 用 しよ うとい ういわゆる

  computational hnguisticsの 人々が中心になっ

  ています。わが国でいえば計量国語学会に相当

  するものです。理工科系の人はすでにあるIFIP
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  の3年 ご とに 開 か れ るCongressの 中でMTの た

  め の場 を もっ て い ま す。

  ま た 仮 に反 対 して も、 設 立 され るで し ょ う。 加

  入 して な く と も67年 の 会 議 に は 参加 す る こ とは

  も ち ろ ん で き る と 思 い ます 。 久 野 さん も理 由 を

  一 つ 、

久 野 ア メ リカ の連 中 は肩 書 き を欲 しが って い る。また

  ヨー ロ ソバ に 行 く理 由 を求 め て い ま す 。 委 員 会

  ば か り沢 山 作 っ て い て 、 意 味 が な い。

座 談 会

 出席者和田弘、坂井利之、久野瞭、野崎昭弘、

    長尾真、小笠原林樹、伊藤正安、

    ベーツホツファー

 司会 中野道夫

3.4.1.M.1.T.

中野 は じめ に 、 と く に 印 象 に残 っ た こ と を伺 い た い

  の です が

和 田 ア メ リカ で い まMTを 一 生 懸 命 や って い る と こ

  ろ で は 、 テ キ サ ス 大 学 だ け です 、 た い て い の も

  の は も うあ き らめ て 、N.S.F.か ら金 を も らっ て 、

  好 きな こ とを して い る と見 ま した 。 た だ 日本 人

  が ぼ や ぼ や して い る と 、 ア メ リカ 人 の方 が 日本

  語 の 機 械 翻 訳 を先 に や っ て し ま うの で は な い か

  とい う心 配 は あ ります 。

長 尾M.1.T.はYngveが 彼 のdepth hypothesisが 日本

  語 で ど うな っ て い るか と興 味 を も っ て 尋 ね て い

  た。 彼 の部 屋 に は 、マ ル テ ィア クセ スの ス テ ー シ

  ョン が あ って 、 こ こで彼 がつ くったCOMITを 呼

  び 出 して 日本 語 の ジ ェ ネ レー シ ョン の 実 験 を し

  て くれ た。 田町 さん 、 山 田 さん 、彼 は こ こで 日本

  語 をや った の は 初 め てだ とい っ てい た が 、や は り

  プ ログ ラ ミン グシ ス テ ムは 完備 して い る。 だ か ら、

  言 語 学 者 は言 語 の こ とを 専心 して 考 えれ ば よい 。

  っ ま り計 算 機 とか プ ロ グ ラ ミン グ を使 う方 に 関

  して は 、非 常 に 自由 に使 える。 そ うい う環 境 に あ

  る とい うこ と はや は り良 い こ とです ね。

中野 マ ル テ ィア クセ ス とい う と、実 際使 う人 は ど うす

  るの です か 、inputは 何 で す か?

野 崎 簡 単 にい った ら 、 オ ン ライ ンの フ レク ソです 。

和 田 長 尾 さん 、あ な た もそ れ に似 た よ うな こ と をお や

  りに な っ て い る よ うだ け れ ど も 、能 率 に つ い て

  く らべ て 頂 け る と...

長 尾 そ れ は 比 較 に な らな い です ね 。 彼 等 の場 合 だ と、

  現 に 黒板 に 書 い た も の を 、 そ の 場 で ポ ン ポ ン と

  ル ー ル に 打 ち込 め ば 、す ぐ何 百 と い うよ うな セ

  ンテ ンス が パ ッパ ッ とで て く るわ け で す。

小 笠 原 そ の 出 て く るセ ンテ ン スは 立 派 な もの です か。

長 尾MTを や っ て い るの で は な くて 、文法 の検 定 で す

  よ。 ゼ ネ レー トされ た 文 章 は 全 部 われ われ が 見

  て 、 文 章 の 意 味 を 持 っ て い な けれ ば ま だ 作 られ

  た 文 法 が 完 全 で な い とい うこ とで す 。

中野 ゼ ネ レー トして み れ ば 、 文 法 の ど こがお か しか 、

  す ぐわ か るわ けで す ね 。

花 もあるきたい、みます。わた くしで

も わたくしで も わた くしは花でも

食べ ます。み ます。あるきます。犬が花

でも花をわた くしはみたい。

わたくしが たべたい。たべたい。花は

私で も犬 もたべたい。犬 も犬がわた くし

で も犬はわた く しは わた くしはでも

みます 。 わ た く しで もあ る きたい。

犬がたべたい。etc

小 笠 原M.1.T.は い わ ゆ るchomsky言 語学 が 中心 に な

  っ て い る と思 うの で す が 、 彼 の 文 法 は や は りそ

  こ で 使 わ れ て い る か?そ れ と 、 チ ョム ス キ ー は

  MTに 関 心 を持 っ て い る の です か。

和 田 使 っ てい る人 は 多 い で し ょ う。 しか し、チ ョム ス

  キー 自身 は 、MTに つ い て の 関 心 は 、今 は全 然 も

  っ て い な い 。 興 味 は も っ て い る が 、 とっ くに や

  め た。
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3.4.2.彼 我 の差

中野 ハー ドウェアの面が うらやましいとい う声があ

  ったでしょう。

野崎 ハー ド、ソフ ト、データ伝送も含めて、要するに

  計算機については差が大きいですね。

和田 そ うだ。彼等はとにかく、機械翻訳をや りたい時

  はいつでも機械 をつかっている。 日本人は何か

  頭が良さそうな顔をして、キョロキョロしてい

  るけれども、機械をいじりもしないのが多い。

坂井MTの 見学に行く前に、アメリカ帰りのMTの 専

  門家でない人がいっていたことに、1950年 代の

  初めに、アメリカで非常にさかんだったことを、

  今 日日本でヤイヤイやっている。 ところがアメ

  リカ自体は、エンジニアが機械にかけた、これ

  は面白いとやってみたものは、言語学的にみて

  何の翻訳にもなっていなかった。それで今度は

  言語学者がそれはいけないというので、非常に

  もとの方へ もどりすぎているのではないか と、

  すなわち、学問の研究とい うのは確かにオ ッシ

  レーシ ョンはあるけれ ども、少 しその反動が大

  きすぎるのではないかとい うような印象をもっ

  たわけです。 もう一つは、アメリカは機械と送

  付とソフ トウェアが進んでいて、確かに環境は

  十分なのだけれ ども、とくに新 しいものが出た

  とい うのではなしに、日本でやっていても別に

  今か らでも遅 くはない。わた くし自身はそ うい

  う反省のもとで、初めから機械を使ってやって

  いるけれども、機械を使ったMTも 、日本では

  やっていける余地は十分あると感 じて帰ったわ

  けです。わた しの感 じでは、ラン ドにしろ、テ

  キサスにしろ、辞書なんかだとやはり何万とい

  う単語を入れている、久野さんの文法にしろ、

  われわれがいっているよ うなものより、相 当ち

  密な内容をもったもんをもっている。それでい

  ろいろ議論をしているわけで、だからいろいろ

  な面もわかってきている。抽象的なことだけで

  ないということはあ りますね。 もちろん周囲環

  境は日本にくらべて恵まれている。考えように

  よっては、ああい う環境があれば、われわれで

  もある程度お もしろいことができるのではない

  かとい う気がする。そ ういうことです。

野崎 少 し長い目でみた話だと、アメ リカの方が計算機

  そのものばか りでな く、計算機にっいての教育

  が普及 していることの差を感 じました。ほんと

  によいMTを 長期的な見透しで実現しようとし

  たら、だいたい大学における教育から考えない

  と結局進まないん じゃないかな。

中野 皆さん、だいたい量的な人員、設備、環境、それ

  は確かに良いが、質的には 日本 と比べてどうい

  うことはないと。

坂井 パーソナ リテ ィーがないという感 じはわた くし

  はした。

和田 それをい うと危ないんだよ。一面の真理だが、坂

  井さんがさっきいわれたことですが、アメリカ

  は 「アツモノにこりてナマスを吹 く」とい う感

  じがする。要するにMTを していないのだから、

  MTが そんなに進歩 しない。アメリカがCLを や

  っているから、日本もすべきだとは思わない。

  やは りMTを 頑張れば良い と思います。

田町 小生の印象ではアメリカは計算機は進んでいる。

  Vbcabularyも ある。しかしMTやMTに 関係の

  あるCLの 面では特にこれはと思 うものにお 目

  にかか らなかったこと、率直にいうと、す ぐれ

  たアイデアでとられたデータがない。あるいは

  データはあってもどうしてよいかわからないと

  いうのが現状で、特に意味に関 しては役に立ち

  そうな具体論もデータもないようだとい うこと

  _な どです。 これは日本に比べて劣っていると

  いうのではあ りませんが、その点役に立っデー

  タをとることが必要で、数の上だけで"日本はよ

  ほど頑張らなければ"とい うのは当たらないと思

  います。

3.4.3.セ ミナ ー の 印 象
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中 野 今 度 は セ ミナ ー の 印 象 をお きか せ くだ さ い。

和 田 先 に 申 しあ げ た とお りで 、セ ミナ ー で ア メ リカ 人

  は 良 い 話 を しませ ん で した 。 自分 達 の 方 が 経 験

  者 の よ うな 顔 を して い た。 日本 人 が どの く らい

  の レベ ル の 話 を す る か 、 ま あ 聞 い て み て や ろ う

  とい うこ とだ っ た。 日本 は1年 間 に た い して進

  歩 して な い が 、彼 等 が 思 っ て い た よ りや っ て い

  た とい う印 象 を受 け た の で は な い か な。

坂 井 わ た しは レゾ リュー シ ョン ・コ ミテ ィ にい って 、

  項 目 と して ど うい うこ とを うた うか を 協 議 した

  の で す け れ ど も、 そ の 始 め 日か らハ ッ キ リ した

  こ とは 、 俺 の と こ ろ に も人 物 交 流 の チ ャ ン ス を

  与 え ろ と い う こ と で 、 これ が 文 章 に も強 く出 た

  こ とで す 。 と こ ろ で 日本 人 を どの 程 度 欲 しが っ

  て い るか とい うと 、 自分 らが 支 払 うも の に 対 し

  て 有 利 で あれ ば よ い とい うこ とで 、 よ い言 葉 で

  い え ば 、cooperationで や りた い こ とが 、ハ ッ キ

  リで て い た 、 も う一 つ は テ キサ ス の 話 でペ ン ダ

  ク ラ フ トが非 常 に大 き な 組 織 を つ か っ てや っ て

  い る と、 それ に 対 して ガ ー ヴ ィ ン が 非 常 に 違 っ

  た 反 対 の 意 見 を出 して い る。 ア メ リカ の 中 に も

  い わ ゆ る フ ラ ン ス 流 の 考 え 方 が分 かれ て い た。

中野 カ ン フ ァ レン ス の方 で は 、 日本 の講 演 に対 して 、

  良 い 質 問 は 出 ま した か。

長 尾 そ の 時 は30分 の も ち時 間 を ほ とん ど使 った の で 、

  そ の 時 は 出 な か っ た 。 しか し、 た とえ ば ラ ン ド

  の ハ ー バ ー と い う人 な ど は 、 自分 の と非 常 に よ

  く似 て い る と い っ て い ま した。 ドイ ツ の ボ ン の

  MTの 研 究 所 の ホ ッペ が"ア メ リカ人 は意 味 の こ

  とに つ い て は ほ とん ど関 心 を も っ て い な い と、

  あれ は け しか らん こ とで あ る"と い っ て ま した。

  彼 等 も私 達 と非 常 に よ う似 た 考 え を も って や っ

  て い るの だ そ うで す 。

3.4.4.ト ラ ンス フォ ー メー シ ョナ ル グ ラマ ー

   の評 価

小笠原 久野 さんは トランスフォーメイショナル グラ

  マ ー の そ の 位 置 とい うの は ど うい うふ うにお 考

  えで す か 。

久 野 や は りフ レー ズ ・ス トラク チ ャ ・グ ラ マー の時 代

  は 過 ぎ て 、 どの グル ー プ も そ れ で は も う十 分 で

  は な い とい うこ とが 分 か っ て 来 た 。 型 は い ろ い

  ろ 違 うが 、な ん らか の か た ちでChomsky流 の ト

  ラ ンス フォ ー メ イ シ ョン を組 み 入 れ て い る。

和 田Chomskyの グ ラマ ー は 、 日本 語 に直 接 適 用 で き

  な い か ら、 っ ま らな い 、 チ ョム ス キ ー の 本 の 付

  録 に 英 語 に つ い て だ。

野 崎 あ る付録 を 例 に 挙 げ る の は 拙 い で しょ う。

和 田 そ れ は 知 っ て い る。シ ン タ ク テ ック ス トラ クチ ャ

  の 初 め の 方 に書 い て あ る マ セ マ テ ィ カ ル な 所 は

  い い と思 う。 あ そ こな ら 日本 語 に ア プ ライ で き

  る。

長 尾 トラ ンス フ ォー メ イ シ ョナ ル グ ラマ ー は 非 常 に

  有 益 で す ネ 。 い ろ い ろ な こ とを 説 明 す るの に 、

  だ けれ ど もそ の...ど うい うふ うに一 般 的 な レベ

  ル で利 用 で き る か と い う こ とに な る と非 常 に む

  ず か しい と思 う。

  皆 は トラ ン ス フ ォ ー メイ シ ョン グ ラ マ ー の 云 々

  と か い うい ろん な こ と を 意 識 して い っ て る けれ

  ど も実 際 上 そ れ を 有 益 に使 った 人 は 未 だ に な い

  の で は な い か。 否 定 を とる とか い う く らい の こ

  とで ネ 。 一 見 よ くて 皆 とび つ い た け れ ど も 、 に

  っ ち も さ っ ち もい か な くな った とい う危 険 性 を

  い つ も考 え るべ き だ とい い た い。

久 野Chomskyが い い だ した か ら、 トラ ンス フォ ー メ

  イ シ ョン を い うの で は な くて 、要 す る に言 語 に

  そ うい う面 が あ る の で 、 そ れ を使 わ な い と、 い

  ろ い ろ な 面 を 描 き 出 せ な い 。 結 局 説 明 が 不足 に

  な るわ け で す よ。

3.4.5.IFIPで のMT

長 尾IFIPのMTが 少 な い よ うです けれ ど も、 あれ が

  何 故 そ ん な っ ま らん の が集 ま っ た か 不 思 議 で す

  ね 。
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中 野 そ れ は 日本 だ け で す か 。 全 体 で す か?

長 尾 全 体 で す ね 。

小 笠原 そ れ は 、 そ の 前 にMTCLの 方 に そ ち らの 人 達

  が 主力 をお い た とい うこ とで す か?

久 野MTの 良 いペ ー パ ー が な い の で す。

和 田 あ ま りや っ て な い の に、 ど う して あ るの だ。

中 野 そ れ が 世 界 的 傾 向 で す か?

野崎MTと い う意 味 を せ ま く とれ ば 、良 いペ ー パ ー は

  そ うは ない ん じゃ な い です か?

久 野 一 度 フ レー ム ワー ク を出 した ら、 そ れ か ら1年

  後 に 文 法 が これ だ け よ くな った っ て 書 い て も し

  ょ うが ない で し ょ う。

中 野 お しま い に しま しょ う。あ りが と う ご ざい ま した。

3.5私 事 です が

 1965年4月 といえば、私が電気試験所に入所 し、

電子計算機部情報処理特別研究室に配属 された年です。

その時の電子計算機部長が和田弘氏でした。

 私は、1960年3月 に大学の通信工学科を卒業し、4

月から東京大学生産技術研究所、第3部(電 気工学)

に入所 しま した。研究所では、東大のカ ッパー、ラム

ダーのロケッ ト打ち上げが行われていま した。弾道を

描いて飛ぶ ロケットです。

 1961年9月 か ら、1年 間の予定で、フルブライ ト交

換留学生 として、この時に前出の丹羽保次郎先生に推

薦状を書いて頂きました。米国、プリンス トン大学大

学院電気工学科に留学 しました。ここで、ある日、大

学にソ連の宇宙飛行士、チ トフ氏が講演に来て、これ

を拝聴 しました。また、大学院では、プログラムの講

義を受けました。

 その影響を受け、将来を考え、ロケ ットの仕事とソ

フ トウェアの仕事について、検討 しま した。 ロケッ ト

といえば、軍事 目的、計算機を利用 した平和目的はな

いかと調査をすすめ、私の英語のカを使えぱ、機械翻

訳の仕事ができるのではないかと考えま した。

 帰国後、調査 し、電気試験所で研究が行われている

ことを知 り、公務員試験を受け、1965年 から機械翻訳

の仕事に従事することができました。

 当時、研究室には、「やまと」が置かれて、電気洗濯

機のような磁気 ドラムが回っていました。 しかし、友

達に研究室の名前を話す と、情報処理とは、下水処理

とか汚水処理みたいな研究か、計算機で言語を研究す

るのだと答えると、外務省の下請けで、暗号解読の研

究をするのかと質問され、当時の日本人の情報処理に

たいする認識はこんな程度でした。

 ただ、昨年、「はやぶさの宇宙か らの帰還」のニュー

スが流れたときには、ロケットの使い道について、浅

学であったなあという残念な気持ちにもなりました。

参 考 文 献
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  126128.
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4.0概 要

 機械翻訳の研究で、最 も衝撃的な出来事は、1960

年代に発表されたALPACレ ポー トの発表で した。今

回はこの内容について、報告 したいと思います。

4.1ALPACレ ポ ー トの 発 表

 米 国 National Research Council, National

Academy of Sciences of Division of Behavioral

Sciencesに 設 置 され たALPAC(Automatic Language

Processing Advisory Committee)が 、1966年 米 国政

府 に お い て 翻 訳 を機 械 化 す る 目的 で 推進 され て い た機

械 翻 訳 開 発 へ の研 究 費援 助 の継 続 に 関 して 審 議 した結

果 に よ る勧 告 で あ る。1)

 ALPACレ ポー トは 、米 国政 府 機 関 に お け る翻 訳 お

よび機 械 翻 訳 に 関 して 広範 囲 な 調 査 ・検 討 を行 いそ の

結 果 を15個 の 項 目に ま とめ て い る。 さ らに 、各 項 目

に関 す る詳 細 な 考 察 お よび デ ー タを19個 の 項 目に ま

とめ て 付 録 と して 付加 して い る。

4.2ALPACレ ポー トの詳細

 このレポー トについて、 日本電子工業振興協会機械

翻訳システム調査専門委員会が1989年 度に行った調

査に基づいた報告書が出ている。2)

 この報告書によると、

a)人 間翻訳(Human Translation)

〈主張〉

 翻訳者の選択、環境の整備、翻訳の方法の工夫によ

り、翻訳作業の効率向上が図れる。

〈概要〉

 人間が行っている翻訳作業について分析す ると、次

の点が指摘できる。

1)人 が翻訳する場合、よい翻訳をするには、① 目標言

 語についての十分な(good)知 識、②翻訳対象につ

 いての理解能 力、③ 原言語 について の適 当な

  (adequate)知 識、を有する人がおこなうのがよい。

2)人 が翻訳する場合、よい翻訳を得るには、よい辞書

 と参 考 文 献 が 必 要 で あ る。

3)人 が 翻 訳 す る 場 合 、 ツ ー ル と して は 、 口述 録 音 機

  (dictating machine)や タイ プ ライ ター を使 うが 、

 これ らで は 、図 、式 な どを挿 入 した 最 終稿 が 出力 で

 きず 、 更 に別 の 工 程 が 必要 で あ る。 それ で も費 用 は

 翻 訳 に一番 か か る。

4)Rapid dictated翻 訳(意 味 を つか ん で 同 時通 訳 的 に

 目標 言 語 で 表現 す る)とfull翻 訳 との 比較 実 験 に お

 いて 、前者 は 品質 が ほ ぼ 同 程度 で時 間的 に は114で

 済む 。

b)翻 訳 者 の 雇 用 形 態(野pes of Translator

  Employment)

〈主張〉

 翻訳者の雇用形態は、当時存在 した形態のどちらも、

一長一短で雇用者側が満足できるものではない。

〈概要〉

 翻訳者の雇用形態は、IN・HOUSE(社 内でかかえる

正社員翻訳者)とCONTRACT(フ リーランサー)、

の2種 類である。

1)IN・HOUSE(正 社員翻訳者)

翻訳側からみた利点:

 正社員として保証されている。

雇用側からみた利点 ・欠点

利点:

 ① 必要時にその場で翻訳して貰える

 ② 依頼者/翻 訳者間のよ りよい協力体制

 ③ 必要時に迅速なサービスが受けられる

 ④ 保持が容易

欠点:

 ⑤ コス トがかかる

 ⑥ ワークロー ド調整が時に困難

 ⑦ 全ての分野に精通 した翻訳家を揃えることはで

   きないので、一貫 した良い翻訳は得 られにくい

2)CONTRACT(フ リーランス翻訳者)

翻訳側からみた利点:

 自由に仕事を選ぶことができる。
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 希少言語で広い分野がカバーできれば収入も高い。

発注側からみた利点 ・欠点

利点:

 ① その場ですぐ翻訳を依頼できない

 ② 機密保持が困難

c)科 学 言 語 と し て の 英 語(English as the

  Language of Science)

〈主張〉

 英語母国語者にとって翻訳の需要はそれほど大きく

ない。

〈概要〉

 英語で書かれた学術論文が圧倒的に多いため、アメ

リカを始めとする英語圏科学者が母国語以外の言語で

書かれた論文を読んだ り翻訳 した りする必要性は他の

母国語より低い。

d)科 学者 が ロシ ア語 を学 習す るため に必 要 な

  時 間(Time Required fbr Scientists to

  learn English)

<主 張>

 ALPACの 関心事は、ソ連の科学技術文献を効率よ

く理解 し、翻訳することにある。 ロシア語翻訳を頻繁

に行う者は、元の文書を読めるようにするほうが簡単

で経済的である。政府職員向けには既にロシア語科学

文献を読むための教育コースがあるので、これを活用

すべきである。

<概 要>

 ALPACは 、ある場合には、ロシア語翻訳をよく利

用する者が文書を原語のまま読めるように学習 した方

がより簡単で経済的であると確信する。ある論文は、

科学者が2時 間クラスを8な いし16回 受講する問に、

関心のあるロシア語文献を判別できるようになる、と

指摘 している。数式、図表、グラフから必要事項を抜

き出すことができる場合 もある。また、関心のある文

献について口頭の部分訳で十分な場合 もある。このよ

うに、科学技術系の読者が専門の外国語文献を利用す

るために、わずかの外国語の知識 しか必要としないこ

とは、一般に認められていることである。

 事実、いくつかのよく知られた研究によって、科学

者は200時 間以内に専門分野のロシア語資料を読むた

めの知識を得 られることが指摘 されている。また、そ

の程度の知識を持ち合わせている科学技術者は増え続

けている。

 ロシア語テキス トを読むための政府職員養成のため

の施設が既に存在 しているが、これまで大々的に利用

されることはなかった。国防言語研究所の西海岸分室

では、この目的のために2種 類(6週 間 ・10週 間)の

教育 コースとテキス トを開発 した。ALPACは 既に、

国防言語研究所より生徒の登録を歓迎する旨の連絡を

受けている。

e)米 国 政 府 に お け る 翻 訳 の 現 状(Translation

  in the United States Government)

〈主 張>

 JPRS (Joint Publications Research Service)に よ

る人 間 翻 訳 と空軍 の機 械 翻 訳 シ ス テ ム を 比較 す る と、

コス ト、所 要 時 間 、翻 訳 の 質 の いず れ に お い て も前者

が 優 れ て い る。 ま た 、JPRSは 翻訳 者 を 十 分 に確 保 し

て お り、翻 訳 の増 加 に も十 分対 処 で き る。 従 っ て 、 政

府機 関 にお け る翻 訳 の た め に機 械 翻 訳 シ ス テ ム の利 用

を拡 大 す る こ とは不 要 で あ る。

〈概 要 〉

 米 国 政 府 にお け る翻 訳 は 、① 業 者 へ の発 注 、② 部 内

で の 翻 訳 、 ③JPRS(共 同刊 行 物 調 査 事 業)の 利 用 な

ど種 々 の 方 法 で 行 わ れ て い る。 ④ 一 部 の機 関 で は 、

Public Law 480(Agricultural made Development

and Assistance Act農 産 物 通 商 開 発 援 助 法)の 見 返 り

資金 に よ る翻 訳 を利 用 して い る。 ま た 、 主 と して 空 軍

で 、⑤ 機 械 翻 訳 シ ステ ム(後 編 集 付 き)の 利 用 が 行 わ

れ て い る 。 さ ら に 、 ⑥NSF(National Science

Foundation)の 援 助 に よる雑 誌 の翻 訳 も行 われ て い る。

0米 国政府 における翻訳者の数(Number of
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  Government Translators)

〈概要〉

 政府内部の翻訳者の正確な数は不明。

 政府内での職制分類の 「翻訳者」の地位が低いため

職種 として 「翻訳者」が敬遠 されている。

g)翻 訳 の た め の 予 算(Amount of Spent for

  監anslation)

〈主 張 〉

 政 府 が 翻 訳 に使 って い る金 額 は非 常 に 少 な い。

〈概 要 〉

 翻 訳 を安 全 にす るた め に用 い られ て い るい ろ い ろ な

方 法 を考 え る と、軍 関 係 が 翻 訳 に さ ま ざま な 異 な っ た

代 価(1,000語 あ た り9ド ル ～66ド ル)を 支 払 っ て い

る こ とは驚 くべ き こ と で は な い。

 最 初 の会 合 で 、翻 訳 にか か る金 額 の 見積 も りが あれ

ば役 に立 つ で あ ろ う とい うこ とに な っ た。 以 下 が そ の

見積 も りで あ る。

 政 府 機 関 が翻 訳 に使 っ た金 額 は 、(1963～65会 計年

度 で 、13.07百 万 ドル)

 これ か らわ か る よ うに 、政 府 の研 究 、 開発 を援 助 し

て い る 多 くの事 業 と比 べ る と、政 府 が翻 訳 に使 っ て い

る金 額 は非 常 に少 な い。

 商 業的 翻訳 は 、 ア メ リカ翻 訳 協会 の理 事 に よれ ば 、

約750万 ドル で あ る。

 他 に政 府 以 外 の イ ンハ ウス の 翻訳 者 に よ る もの が約

200万 ドル と見 られ る。 従 っ て 翻訳 に使 わ れ る金 額 の

見積 も りは 、合 計 で約2,200万 ドル とい うと こ ろで あ

ろ う。

h)翻 訳 者 あ るい は翻訳 の供 給 量 は不 足 して い

  るか(Is There a Shortage of Translator

  or「Dranslations?)

〈主張〉

 翻訳者あるいは翻訳の供給量は不足 していない。 し

たがって、機械翻訳の研究が必要であるとい う議論に

は結びつかない。

<概 要>

 ALPAC委 員 会 は、翻 訳 者 あ るい は 翻 訳 の 供 給 量 は 、

多 言 語 か ら英 語 へ の 翻 訳 で 見 る限 り、 不足 して いな い

とい う結 論 に達 した 。 これ は以 下 のデ ー タ に よ る。

1)翻 訳者 へ の報 酬 は1,000語 あた り6ド ル とい う安 い

 金 額 で あ る こ と、お よび 翻訳 者 た ちへ の イ ン タ ビュ

 ー の結 果 。

2)JPRS (Joint Pubhcations Research Service)は 、

 約4,000人 の 翻 訳者 と契 約 して い るが 、月 平均 で は

 わ ず か300人 た らず が仕 事 を して い るに す ぎ な い。

3)NSF(National Science Foundation)で 翻 訳 して い

 る雑誌 の種 類 と量。

 1964年 度 で は30種 類 の 雑 誌 を 、一 誌 あた りた っ た

200コ ピー 配布 した だ け で あ った 。 ま た 、米 国 議 会 の

下 院 に設 け られ た委 員 会 に よ り、 主 に政 府 系 の45機

関 に 対 す る調 査 が行 わ れ た 。 回 答 の あ った25件 の う

ち 、翻 訳者 は不 足 して い な い と して い るの は7件 で、

不 足 して い る と して い るの は9件 で あ った。 しか し、

そ の9件 も原 因 は 翻 訳 者 の待 遇 が 良 くな いせ い だ とい

う意 見 が 大 部 分 で あ った 。

D翻 訳 さ れ た 文 書 へ の ア ク セ ス(・::

  Possil)le Excess of Translation)

〈主 張 〉

 現 在 、 翻 訳 は 、 ユ ー ザ ー の 声 に 関係 な く行 わ れ て お

り、 ユ ー ザ ー の 実 際 に 必 要 とす る 文献 の翻 訳 に 、 支 障

を きた して い る。 これ に対 す る解 決 策 と して は 、 現 在

の と こ ろ、 ユ ー ザ ー の 要 求 す る 文献 を如 何 に素 早 く、

高 品 質 で 、経 済 的 に 、供 給 す る か を検 討 すべ きで あ る。

〈概 要 〉

 委 員 会 の 見 解 と して 、翻 訳 の不 足 の 心配 はな か っ た

が 、 翻 訳 の 過 多 の 可 能 性 の心 配 は 、確 か に存 在 した と

述 べ て い る。 ハ ッキ リ と した読 者 の存 在 しない 文 献 を

翻 訳 す るの は、 無 駄 で あ る ば か りで な く、翻 訳 や情 報

の 流 れ を詰 ま らせ る。 片 端 か ら翻 訳 を行 うのは 、確 実

に観 覧 され る文 献 に 限 り、更 に翻 訳 を追 加 す る 場合 は 、

特 に要 求 の あ った 場 合 に 限 る べ き で あ る。 ユ ー ザ ー の
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声 として、機械的に翻訳を行 うよりも、実際にユーザ

ーの要求のある追加の翻訳を急いで欲 しいと云 う声も

あった。

 また、機械的に翻訳を行った場合、原稿の質や、新

しさから、必ず しも、その有用度が高いとは言えない。

具体的には、ソ連の雑誌から取った論文を翻訳 した場

合、アメリカの雑誌に採用できるものが、3分 の1以

下になる場合 もあった。

 更に、この不要な翻訳量の多さより、本当に必要と

読者が思い、要求している論文は、かな りの時間を経

過 しないと、翻訳が手に入 らないのが現状である。

 これに対する対策として、

1)文 献の要求のみの翻訳の作成

2)あ る分野全体の現状の報告の作成

3)個 々のユーザーの要求に敏速に対応する仕組み作り

といった対応策を挙げる者もいるが、委員会 としては、

1)全 ての技術論文を翻訳するのは価値がないが、

2)ど の文献が字際に必要かを予測 しようとしても無駄

 であるので、

 現在は、要求される文献を如何に素早 く、高品質で、

経済的に供給す るかに集中するべきであるとい うのが、

委員会の結論である。

j)翻 訳 に 関 す る 重 要 な 問 題 点(The Crucial

  Problems of Translation)

〈概 要>

1)品 質

 ・翻 訳 の 品 質 は 、requesterの 要求 に 十 分 耐 え うる

  もの で な けれ ば な らな い が 、多 くの場 合 十 分 な 品

  質 の 翻 訳 が な され て い な い。

 ・翻 訳 の 品質 の評 価 実験

 ・評 価 尺 度intelligibility informativeness

 ・人 間訳 す べ て が 、機 械 訳 よ り優 れ て い た 。

 ・概 して 、機 械 訳 は 、最 も 良 い訳 か ら最 も悪 い訳 ま

  で の評 価 点 の ほ ぼ 中間 に位 置 して い た。

 ・翻 訳 の品質 と コス トの関係 は、精 密 に は分 か らない。

2)速 度

 ・翻 訳 のlag timeは ま だ 改 良 の 余 地 が あ るが 、現

  状 は以 下 の よ うに な って い る。

 ・平均 的 な 文 書 に 対 す るlag time

  FTDのAutomatic Language Translator 109日

  [AN/GSQ-16(XW-2)1

  外 部 の サー ビス 会 社(JPRS)65日

 ・lag timeの 中に は 、 当然 、翻 訳 そ の もの だ けで な

  く、ポ ス トエ デ ィ ッ トや 出 版 等 にか か る 日数 も含

  ま れ て い る が 、FTDの 機 械 翻 訳 に は さ らに マ シ

  ー ンに か け るた めの 時 間 が か か っ て い る。

3)コ ス ト

 ・機 械 翻 訳 は 、高 品質 を 要 求 され る外 交 文 書 や 文 学

  の 翻 訳 に は 向 か な い が 、科 学 文 献 等 の 翻 訳 を支 援

  で き るで あ ろ う。

 ・政 府 が どの よ うな 翻 訳 形 態 を採 用 す るか は 、結 局

  は コス トに よ る。

 ・翻 訳 コ ス トの 算 出 が 示 され て い る。

 ・米 国 に お い て は 、露 英 翻 訳 が 中 心 で あ り、 この 先

  もそ れ が 変 わ る見 通 しは な い。

 ・露 語 の 文献 を 現状 の頻 度 で 用 い るな ら ば、人 材 の

  露 語 教 育 に 力 を入 れ た方 が 良 い。

k)機 械 翻 訳 の 現 状(The present State of

  Machine Translation)

〈主張〉

 機械翻訳は、後編集なしでは役に立たず、後編集を

すると人手による翻訳より非経済的になる。

 〈概要>

1)翻 訳が非常に限られている。

 簡単でかっ選別された文章の初期の機械翻訳(10年

前のジョージタウン ーIBMの 実験)は 励ましになった

が、～般科学技術文献の機械翻訳(宇 宙生物学に関す

るロシア語記事の4つ の異なるMTシ ステムの翻訳例)

は落胆的である。

2)品 質が悪 く、後編集なしでは役に立たない。

 科学技術文献の生の機械出力は、ほぼ判読できるが、
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時々誤解をまねき、また間違い もある。そして、読む

のが遅く苦痛になる。

 FDT機 械翻訳システムと人間が翻訳 した、物理学及

び地学のロシア語文書の読む速さ、正確 さ、理解度の

比較で、MTの 生出力は10～29%劣 り、後編集 された

出力でも3～23%劣 っていた。

 問題の多くは、構文と語順の不自然さにある。

3)後 編集をすると人手による翻訳より非経済的になる。

 現在の機械翻訳は後編集な しでは役に立たず、後編

集をすると人手による翻訳より非経済的 となる。

4)機 械翻訳のレベルを高めるには機械が 「理解」する

 ことが必要であるが、技術的な見通がない。

5)機 械翻訳は現在それほど必要でないので、そのよう

 な研究の必要性を感 じない。

1)Mannheimお よ びLuxembourgに お け る

  機 械 援 助 の 翻 訳 (Machine-Aided

  Translation  at Mannheim  and

  Luxembourg)

〈主 張 〉

 専 門用 語 集 な どの 翻 訳 支 援 シ ステ ム は翻 訳 の生 産 性

向上 に役 立 っ てい る。 一 方 、後 編 集 の コス トな どの評

価 は で き なか った が 、後 編 集 付 の機 械 翻 訳 の 質 は 通 常

の人 間翻 訳 よ りも質 が 悪 い とい う結 果 に な っ た。

〈概 要 〉

 当 面 は完 全 な 自動 翻 訳 の 実現 が難 しい こ とか ら、 翻

訳 支 援 シ ステ ムへ の 関心 が 高 ま っ て い る。 こ こで は 翻

訳 支 援 シ ステ ム に 関係 す る事 項 を紹 介 して い る。

1)翻 訳 支 援 シス テ ム 例

 The Federal Armed Forces Translation Agency

(MANNHEIM, GERMANY)で の 実験 で は 、適 切 な

専 門 用語 集 を用 い る こ とに よ り翻 訳 の 生 産性 が 向 上 す

る こ とが 示 され た。

 英 語 の 技術 文 献 を ドイ ツ 語 に 翻 訳 す るの に 、 以 下 の

2っ の 方 法 、

① 一 般 の辞 書 、参 考 文 献 を 参 照 した り専 門家 の意 見 を

 聞 い た り して 翻 訳 をす る従 来 の方 法

② テキス トに出現する専門用語集(対 訳付きで出現頂に

  リス トされたもの)だ けを参照 して翻訳をする方法

 を比較してお り、後者の方が5割 以上も効率が良く、

翻訳 ミスが3分 の1に なっている。

2)後 編 集

 通 常 の(人 に よ る)翻 訳 と、機 械 翻 訳 の 出 力 を後 編

集 す る 方法 との 比較 実 験 を行 って い る(ロ シ ア がか ら

英 語 へ 翻訳/被 験 者23名)。

 後編 集 の難 し さや コス トに つ い て は結 論 を 出せ な か

っ た と して い る が 、 実 験 結 果 は 以 下の よ うに な る。

① 後 編集 の難 しさに 関 して は 意 見 が 分 かれ た。 興 味 の

 あ る点 は、翻 訳 速 度 の 速 い 翻 訳者 の 方が 、後 編集 は

 難 しい と感 じて い る点 で あ る。

② 翻 訳 者 の3分 の1は 、後 編 集 す るた め に原 文が 必 要

 で あ る と し、他 の 翻 訳者 の 多 くは どち ら とも云 え な

 い と して い る。

③ 機 械翻 訳 の 後編 集 は 、翻 訳 速 度 が 速 い翻 訳者 に とっ

 て は妨 げ とな り、翻 訳 速度 が遅 い 翻 訳者 に とって は

 手 助 け にな る傾 向 が あ る。

④ 通 常 の翻 訳 の 速 度 と後編 集 の 速 度 は 、平 均 して ほ ぼ

 同 じで あ る。

⑤ 翻 訳者 に と って 後編 集 作 業 は退 屈 だ が、 翻訳 の 際 に

 役 立 っ てい る こ と もあ る よ うだ(特 に専 門用 語 に 関

  して)。

⑥ 翻 訳者 は修正 を容 易 に行 え る環 境 が必要 と感 じてい る。

3)ポ ス トエデ ィ ッ ト付 き機 械 翻 訳 と通常 翻 訳の 品 質 比

 較

 JPRS (Joint Publications Research Service) と

FTD(Foreign Technology Division Translations)に

よ る翻 訳 の 質 の 比 較(FTDの 翻 訳 は 後編 集 付 きの機 械

翻 訳)し た結 果 、JPRSの 翻 訳 の 方 がFTDの もの よ り

も質 が 良か った 。

m)自 然 言 語 処 理 と計 算 言 語 学(Automatic

  Language     Processing     and

  Computational Linguistics)
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〈主張〉

 機械翻訳の開発に資金を投資したが成果が出ない。

これは機械翻訳の基礎技術である言語学が未熟である

ことが原因である。そこで言語学者用に、言語データ

の整備、言語理論検証用のコンピュータ支援ツールを

開発することが重要である。

〈概要〉

 政府は過去10年 間に200万 ドルを機械翻訳の研究

に投資した。これは1年 間に政府が翻訳に支払 う金額

よりも多かった。

 一方政府援助は少なかったけど、コンピュータ産業

界はこの間マシーンの開発に重点をおき、電子化出版

技術 も発展 させた。これは、マーケッ トが明白なため

であった。

 機械翻訳の研究は、コンピュータハー ドウェアの進

展にはあまり寄与しなかったが、コンピュータソフ ト

ウェアには多大な影響をあたえた。何にもまして重要

な機械翻訳研究の成果は、言語学に与えた影響である。

 計算言語学を研究すれば、自然言語の研究に革命を

与えるであろう。現在、理論をデータと付きあわせる

ためには計算機のサポー トを要求している言語学者が

急増 している。一世代まえに一生かかっていた作業は

今では数週間できる。 この言語学の革命は、単に機械

翻訳や解析技術の研究によるものではないが、これな

くしては考えられなかった。

 コンピュータは言語学者に多くの挑戦をっきっけた

が、この挑戦に立ち向かうことにより、多くの分野に

重要な貢献をもたらすことができるだろう。例えば、

1)外 国語を教えた り、

2)言 語の本質を教えた り、

3)令 や交信に自然言語を使った り、

4)特 殊 目的の人工言語を使ったり、

5)人 間の言語能力、思考等の心理学実験をしたり、

6)翻 訳 とか検索の支援にコンピュータを利用した り、

 に貢献できる。

 これらのための言語学の研究には、コンピュータが

不可欠である。 しか し、コンピュータが言語データを

容易に扱える一般的な方法はまだ開発 されていない。

従って今後重点的に行い、サポー トしていかなければ

ならない研究分野は、

1)言 語データを扱 うための基礎研究

2)言 語学者の言語理論を記述 し、それを検証するため

 のコンピュータ利用法

の2点 である。

・プ ロ グラ ミン グ言 語 と言 語 学 との関係

〈主張〉

 プログラミングは言語学にとって実際的なモデルで

あ り、言語学はプログラミング言語の設計に理論的な

方策を与えてお り、将来 も互いの影響が予想 される。

<概 要>

1)言 語学からプログラミングへ

①FORTRAN以 前

 プログラミングは機械語で行われており、言語学の

影響を受ける余地はなかった。

②FORTRAN ALGOL(1960)

 言語学か ら文法 と構文を借 りて設計された。

③ALGOL60～ALPAC発 表当時

 数理言語学理論 とその記法および技法を借 りている。

 プログラミング言語の設計は、数理言語学のために

以前より理論的な手続きでお こなわれ るようになった。

2)プ ログラミングから言語学への影響

 プログラミングは、言語学に"実際的な"モデルを提

供 し、言語理論に対 し計算に関す る課題(表 現の効率

性や計算速度)を 与える。

3)プ ログラミングと言語学の将来への影響

 あるプログラミングは、言語で書かれたプログラミ

ングの実行は何を意味するか、というプログラミング

言語の意味論に注目が集まるだろ う。また、自然言語

理論における意味論の研究か らの数理言語学的モデル

への影響も生じよう。それは、プログラミングに影響

を与えることになる。

・機械 翻 訳 と言語 学

く主張〉
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 コンピュータの出現により、大量データによる言語

理論の検証が可能になった。機械翻訳による検証は、

従来の言語理論が不十分であることを指摘 した。 しか

し、コンピュータを得たことにより、今後、言語学の

大きな進歩が期待できる。

<概 要>

 ALPACレ ポー ト提出の10年 前にはほとん どの言語

学者は、「syntaxと は語順、活用、機能語、イン トネ

ーション、句読法のような表層構造だけを考察するも

のである」と考えていた。コンピュータの出現により、

大量データを使って従来の理論を検証することができ

るようになり、それまでに得られていた文法で構文解

析実験を行った。 これにより、多くの言語学者は初期

の構文に対す る考え方が不十分であることに気がつい

た。

 このように、コンピュータは理論を確認する上で不

可欠なものである。言語学の最近の多くの変化は、理

論的進歩 とともにコンピュータによる実証実験による

ところが大きい。まさに、「コンピュータは自然言語の

解析の水準を変ええることができる」と云えよう。事

実、以前より多くの言語学者がコンピュータの支援を

求めている。

 機械翻訳は上記2つ の側面を持つものである。一つ

は、言語学的研究の側面であり、一つは研究によって

得られた方法を実験によって検証する側面である。 こ

の検証により機械翻訳はいろいろな否定的結果を持っ

たが、このことが従来の理論の不十分さを言語学者に

指摘 した。

n)翻 訳 改 善 へ の 旅 程 (Avenues to

  Improvement of Translation)

〈主張〉

 有益な機械翻訳を実現するには、まだ長期的な研究

開発を必要とする。機械の助けは、人間翻訳にも、マ

シンエイデ ッドの翻訳にも重要な要素である。翻訳作

業そのものだけでなく、文書処理、印刷等の、付随的

業務にも改善の余地があり、それらの研究開発も重要

で あ る。 目標 とす る品 質 に よ り、 翻 訳 作 業 の 内 容 も、

コス トも大 幅 に 変 わ る。研 究 開発 投 資 の方 針 と して は 、

現 実 的 で 、 比 較 的 短 期 的 な 目標 に 対 して 、 引 き締 め た

投 資 を す べ きで あ る と考 え る。

〈概 要 〉

 一般 の 科 学 技 術 文 献 に つ い て の マ シ ンエ イ デ ッ ドな

翻 訳 は で き るが 、有 用 な機 械 翻訳 は実 現 され て い な い。

 機 械 翻 訳 が 貢 献 した の は 、 第 一 に 言 語 学 に対 して で

あ り、 次 い で コ ン ピ ュー タ ・プ ロ グ ラム に 対 して で あ

る。 翻 訳 は 重 要 で あ るが 、 そ の需 要 は 、 小 規模 な が ら

有 能 な 人 々 の 活 動 に よっ て満 た され て い る。 しか し、

翻 訳 の 業 務 には 改 善 の 余 地 が あ り、 そ れ に 向 け て の 活

動 を提 唱 す る。 翻 訳 の 品 質 が 重 要 で あ り、 目標 とす る

品 質 に よ りコス トは 大 幅 に 変 動 す る。 した が っ て 、 正

確 さ と品 質 に つ い て の 客観 的 な評 価 を 達成 す る こ とが

重 要 で あ る。

 機 械 の 助 けは 、 人 間 翻 訳 に も、 マ シ ンエ イデ ッ ドの

翻 訳 に も重 要 な 要 素 で あ る。FTD(USAF Foreign

Technology Division)の デ ー タ に よ る と 、製作 費(最

終 原 稿 の 複 製 や 製 本 の 費 用)が 非 常 に 大 きい。 翻 訳 ジ

ャー ナ ル にお け る遅 れ は 、 翻 訳 よ りも製 作 の 方 に起 因

して い る よ うだ 。

 マ シ ンエ イ デ ッ ドの 翻 訳 は よ り良 く、 早 く、 安 い 翻

訳 へ の 重 要 な一 つ の 道 か も して な い 。 人 間 の 助 け と し

て 何 が 最 も 良い で あ ろ うか?一 専 門 用 語 の選 択 、単 語

の 辞 書 引 き 、 あ るい は 租 訳 にお い て か 、 どの よ うに し

て 、多 段 階 の工 程 の 遅 れ を無 くす こ とが で き るの か?

ど の よ うに して製 作 費 を切 り下 げ られ るの か?

 マ シ ンエ イデ ッ ドの 翻 訳 に とって 自動 文 字 認 識 が 重

要 だ と云 われ る が、FTDの デ ー タ では そ の 効 果 は 僅 か

で あ り、情 報 検 索 や 郵 便 業 務 な ど、 そ の 技 術 が も っ と

も有 効 な分 野 にお い て、 そ の 研 究 開 発 は 、支 持 され れ

ば よ い。

 翻 訳 の 改 善 の た め の研 究 開発 に 、 い か ほ どの 投 資 を

す べ き か?う ま く運 ん で い る比 較 的 小 さな ビジネ ス に 、

法 外 な投 資 をす る理 由 は な い。 重 要 で 、現 実的 で 、 比

較 的短 期 的 な 目標 に対 して 、 引 き締 め た投 資 をす べ き
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であると考える。

o)勧 告(Recommendations)

〈主張〉

 第一に計算言語学を自然科学の分野の一つ と見倣 し、

科学的に研究すべきである。

 第二に翻訳業務の改善を抜本的に行 うべきである。

 (直接言及 していないが、工学的アプローチでの機

械翻訳の研究には資金援助はしない。)

〈概要〉

 本委員会は以下に述べる二つの異なった領域に資金

を投入することを勧告する。まず第一に言語学の一分

野としての計算言語学である。これは、機械の支援を

受けるか受けないにかかわらず翻訳の実験を含め、パ

ージング、文の生成、構造、意味論、統計、計量的言

語データの研究である。言語学は自然科学と見倣すべ

きであり、実用的な翻訳にたいしてすぐ目に見えるよ

うな貢献をするものと判断してはいけない。また具体

的な提案事項は現代の言語学的研究の成果を正 しく見

極められ、しかも科学的な価値観に従ってこれを評価

できるような人材によって検討 されることが重要であ

る。

 もう一つの領域は翻訳業務の改善である。その研究

対象として以下のようなものが挙げられる。

1)翻 訳を評価するための実用的な方法

2)人 手による翻訳作業の能率アップを図る手段

3)様 々の方法による翻訳の品質とコス トの評価

4)一 度も目を通されることのないような不要な翻訳を

 阻止することを目的とした翻訳の利用実態調査

5)雑 誌と個別の文書の両方の翻訳対象として、全翻訳

 過程における遅延の研究と、その改善策の研究

6)様 々な種類の機械支援翻訳の相対的な速度 とコス ト

 の評価

7)翻 訳の実施過程および編集過程の機械化促進

8)翻 訳過程全般に関する研究

9)今 、主に機械翻訳中の自動辞書引きのために用意さ

 れている用語集の改良作成を含め、翻訳者のための

 適切な手引き書の作成

 上記の研究はすべて容認できる品質の程度の仕様化、

および翻訳の迅速化、低価格化を目指すべきである。

4.3お わ り に

 この 勧 告 を受 けて 、1960年 代 後 半 か ら、1970年 代

に か け て 、 我 が 国 で は 、政 府 が 「機 械 翻 訳 」 に 関す る

プ ロ ジ ェ ク トに 予 算 をつ け る こ と は な か っ た。 それ に

つ い て は 、 次 号 に。

参考文献
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5.0概 要

 1966年 に 米 国 か らALPACレ ポ ー トが 勧 告 され 、全

世 界 に 衝 撃 を あ た え た こ とは 、前 回 に報 告 した が 、 今

回 は 、 そ の 後 の状 況 に つ い て報 告 した い と思 い ま す。

5.1MTか らCLIへ

 情 報 処 理 学 会 で は 、1961年11月 に機 械 翻 訳研 究 会

の 第1回 が開 催 され た 。原 則 と して 、 奇 数 月 に 一 回 開

催 され た 。1962年1月 か ら、研 究 会 が研 究 委員 会 と

して 、 委 員 会 制 で発 足 す る こ とに な っ た。

 そ して 、1967年 度 か ら 、機 械 翻 訳 研 究 委 員 会 は 、

Computational Linguistics研 究 委 員 会 、通 称 「CL研

究 委 員 会 」 に 改称 され た。

 そ の 結 果 と思 われ る が 、1967年 度 以 降 の 、この 委 員

会 等 で 発 表 され た 論 文 を私 が調 査 した範 囲 で は 、1976

年 度 ま で の、 ほ ぼ10年 間 で 、機 械 翻 訳 とい う言 葉 が

用 い られ た タイ トル は 、 全 タ イ トル75件 の 中 で 、 以

下 の4篇 に過 ぎ な い。

・1967 .3.18、「ロ シア 語 科 学 論 文 タイ トル の 自動 翻 訳 」、

 岡本 哲 也

・1967 .7.15、 「Phrase Structure Languageの 機 械 翻

 訳 へ の応 用 」、 田町 常夫

・1967 .12、 「電 子 計 算 機 に よ る和 文英 訳 」、坂 井 利 之

他

・1970 .5.16、「機 械 翻 訳 のた めの 基 礎 的 プ ロ ジ ェ ク ト」、

 野 崎 昭 弘

 そ の他 の タイ トル に は 、日本 語 の 分 析 、英 語 の分 析 、

辞 書 に つ い て 、か な漢 字 変 換 、文 字 発 生 装 置 、漢 字 の

符 号 化 、 記 号 処理 、 意 味 処 理 、KWIC、 質 問 応 答 とい

った 言 語 の 分析 とシ ス テ ム化 とい っ たCL研 究 が 主 流

とな った こ とが分 か る。

5.2学 会 で の 発 表 状 況

 1966年 以 降 、1980年 まで の 約15年 間 に 、 学 会誌

「情 報 処 理 」1>に掲 載 され た 機 械 翻 訳 に関 す る論 文 は 、

次 の6篇 だ が 、 この 中 で、 研 究 発 表 と して の 論 文 は 、

1)、3)、5)の3件 だ け だ。 それ も、お そ ら く、ALPAC

レ ポ ー トが 、 発 表 さ れ る 前 か ら研 究 な さ れ て き た も の

の 報 告 と考 え ら れ る 。 ま た 、 他 の 論 文 も 言 語 処 理 、 自

然 言 語 、 と い っ た 言 葉 が 中 心 とな っ て い る 。 機 械 翻 訳

を 中 心 に した 研 究 あ る い は 、 プ ロ ジ ェ ク トは 、 皆 無 に

等 し い と言 え る 。

1)「機 械 翻 訳 の 一 模 型 」、西 村 恕 彦 、Vo1.8, No.2,1967.3,

 No.6.

2)「最 近 の 言 語 処 理 研 究 に つ い て 」、坂 井 利 之 、長 尾 真 、

 Vo1.10, No.1,1969.1.

3)「電 子 計 算 機 に よ る 和 文 英 訳 」、坂 井 利 之 、杉 田 繁 治 、

 渡 辺 明 正 、Vol.10, No.6,1969.11.

4)「 自 然 言 語 の 機 械 処 理 」、 栗 原 俊 彦 、Vo1.14, No.4,

 1973.4.

5)「 専 門 分 野 を 対 象 と し た 日英 機 械 翻 訳 に つ い て 」、 首

 藤 公 昭 、Vo1.14, No.9,1973.9.

6)解 説 「機 械 翻 訳 」、 長 尾 真 、Vo1.20, No.10,1979.10.

 これ に対 して 、 日本 語 処 理 、漢 字 処 理 に関 す る論 文

は 、毎 年 の よ うに発 表 され 、電 子 計 算 機 の ハ ー ドウ ェ

ア の高 速 化 、 コ ンパ ク ト化 に とも な い 、 ソフ トウェ ア

の 充 実 とあ い ま って 、 日本 語 特 有 の処 理 技 術 が 発 表 さ

れ て き た。

1)「漢 字 の陰 極 線 管 表 示 方 式 」、仲 摩 雅 年他 、VbL9, No.6,

 1968.11.

2)「デ ー タ 自動圧 縮 編 集機 能 を もつKWIC索 引 シ ス テ

 ム 」、植 村 俊 亮 、Vo1.9, No.6.1968.11.

3)「 文 字 列 の 配 列 順 序 に つ い て の 問 題 」、 西 村 恕 彦 、

 Vo.10, No.1,1969.1.

4)「漢 字情 報 処 理 特 集 に つ い て 」、石 田晴 久 、浦城 恒 雄 、

 Vo1.10, No.5,1969.9.

5)寄 書 「漢 字 テ レタ イ プ ライ タの 使 用 経 験 」、 西 村 恕

 彦 、Vol.11, No.2,1970.2.

6)「和 文 入力 に 関す る 一考 察 」、保 原 信 、山 本稔 、Vbl.11,

 No.2,1970.2.

7)「計 算機 意 味論 の 実験 」、西 村 恕 彦 、岩 坪 秀 一 、Vol.11,

 No.3,1970.3.

8)報 告 「計 算 機 に よ る標 準 文字 図形 の発 生」、Vol.12,
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 No.3,1971.3.

9)「 科 学 技 術 に お け る 情 報 検 索 の 諸 問 題 」、 中 井 浩 、

 Vo1.13, No.6,1972.6.

 天 野 真 家 、Vbl.21, No.8,1980.8.

17)解 説 「日本 語 文 字 発 生 方 式 」、野 村 仙 一 、小 池 博 之 、

 Vo1.21, Noll,1980.11.

 日本 語 特 有 の 処 理 シ ス テ ム と して 、 ハ ー ド、 ソ フ ト

の 両 面 で の 処 理 に 関 して は 、

1)「漢 字 か な 混 り文 変 換 シ ス テ ム 」、松 下 温 、山 崎 晴 明 、

 佐 藤 文 和 、Vol.15, No.1,1974.1.

2)資 料 「タ ッ チ 打 法 に よ る 漢 字 入 力 」、 川 上 晃 、 川 上

 義 、Vol.15, No.11,1974.11.

3)解 説 「姓 名 の カ ナ 漢 字 変 換 シ ス テ ム 」、 田 中 康 仁 、

 Vo1.16, No.3,1975.3.

4)解 説 「漢 字 プ リ ン タ ー の 縦 横 変 換 方 式 」、面 谷 和 生 、

 Vo1.16, No.5,1975.5.

5)解 説 「漢 字 情 報 処 理 に お け る 特 殊 漢 字 」、大 倉 信 治 、

 Vo1.16, No.6,1975.6.

6)解 説 「漢 字 処 理 シ ス テ ム の 一 例(FCL)」 、柿 沼 悌 司 、

 Vo1.16, No.8,1975.8.

7)解 説 「高 速 漢 字 プ リ ン タ シ ス テ ム に つ い て 」、 黒 崎

 悦 明 、Vol.16, No.9,1975.9.

8)解 説 「パ タ ー ン 合 成 に よ る 漢 字 入 出 力 装 置 」、 長 谷

 川 実 郎 、Vbl.16, No.9,1975.9.

9)解 説 「S5000漢 字 情 報 処 理 シ ス テ ム に お け る 文 字 コ

 ー ド」、 菊 池 利 徳 、Vo1.16, No.11,1975.11.

10)「 日 本 語 文 入 力 用 カ ナ 漢 字 変 換 シ ス テ ム の 試 作J、

 木 村 健 、遠 藤 安 彦 、小 橋 史 彦 、Vol.17, No.11,1976.11

11)「 カ ナ 漢 字 変 換 の 一 方 式 」、 牧 野 寛 、 勝 部 康 人 、 木

 澤 誠 、Vol.18, No.7,1977.7.

12)解 説 「漢 字 処 理 装 置 」、 長 谷 川 実 郎 、Vbl.10, No.4,

 1978.4.

13)「 国 語 辞 書 の 記 憶 と 日 本 語 文 の 自 動 分 割 」、長 尾 真

 他 、Vol.19, No.6,1978.6.

14)「 清 書 プ ロ グ ラ ム 」、 杉 原 厚 吉 、Vol.20, No.11,

 1979.11.

15)「 漢 字 姓 名 入 力 シ ス テ ム 」、野 寄 雅 人 他 、Vol.19, No.3,

 1978.3.

16)展 望 「日本 語 の ワー ド・プ ロ セ ッ シ ン グ 」、河 田 勉 、

 自然 言 語 処 理 を 中 心 に 、

1)「 自 然 言 語 処 理 の た め の プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語

 PLATON」 、長 尾 真 、辻 井 潤 一 、Vo1.15, No.9,1974.9.

2)「 速 記 反 訳 シ ス テ ム 」、 絹 川 博 之 他 、Vbl.16, No.6,

 1975.6.

3)談 話 室 「外 国 語 デ ー タ ・バ ン ク の 構 想 」、 披 田 野 陽

 ‐,Vo1.16, No.9,1975.9.

4)「 新 し い 記 号 処 理 概 念 に よ るSNOBOLイ ン タ プ リ

 タ 」、 三 上 和 敬 、豊 田 順 一 、 田 中 幸 吉 、Vol.16, No.6,

 1975.6.

5)「 ス ト リ ン グ 処 理 用 仮 想 計 算 機VCISと そ の 上 で の

 SNOBOL3の 実 現 、 国 立 勉 、 吉 田 雄 二 、 福 村 晃 夫 、

 Vo1.16, Noll,1975.11,

6)「 語 彙 の 一 分 割 法 の 提 案 一 意 味 及 び 文 脈 情 報 を 用 い

 た 日 本 語 文 の 解 析 一 名 詞 句 ・単 文 の 処 理 」、 長 尾 真 、

 辻 井 潤 一 、 田 中 一 敏 、Vbl.17, No.1,1976.1.

7)「 意 味 及 び 文 脈 情 報 を 用 い た 日 本 語 文 の 解 析 一 文 脈

 を 考 慮 し た 処 理 」、 長 尾 真 、 辻 井 潤 一 、 田 中 一 敏 、

 Vo1.17, No.1,1976.1.

8)「 日本 語 文 献 に お け る 重 要 語 の 自動 抽 出 」、 長 尾 真 、

 水 谷 幹 男 、 池 田 浩 之 、Vol.17, No.2,1976.2.

9)報 告 「第6回 計 算 言 語 学 国 際 会 議 に 出 席 し て 」、 長

 尾 真 、 辻 井 潤 一 、Vbl.17,No.11,1976,11.

10)「 自 然 言 語 処 理 プ ロ グ ラ ム 」、 長 尾 真 、 辻 井 潤 一 、

 Vo1.18, No.1,1977.1.

11)「 日 本 語 情 報 処 理 の 過 去 ・現 在 ・将 来 」、 長 尾 真 、

 Vo1.19, No.2,1978.2.

12)「 日 本 語 情 報 処 理 特 集 号 の 編 集 に あ た っ て 」、 長 尾

 真 、 田 中 穂 積 、Vo1.20, No.10,1979.10.

13)「 情 報 科 学 と 自 然 言 語 」、 長 尾 真 、Vo1.20, No.3,

 1979.3.

14)「 べ た 書 き 文 の 分 か ち 書 き と仮 名 漢 字 変 換 」、 牧 野

 寛 、 木 澤 誠 、Vol.20, No.4,1979.7.
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15)「英 語 論 文 の 清 書 に お け る英 単語 の 自動 文 節 に 関 す

 る統 計 的 方 法 、朝 倉 秀 三 、Vo1.21, No.1,1980.1.

16)「 日本 語 文 構 造 解 析 に よ る 自動 イ ン デ ク シ ン グ 方

 式 」、絹 川 博 之 、 木村 睦 子 、Vo1.21, No.3,1980.5.

17)「 推 論 過 程 をFuzzy化 した 自然 言 語 シ ステ ム」、三

 重 野博 司 、 戸 内 順 一 、Vo1.21, No.6,1980.11.

 さ らに 、言 語 理 論 か ら人 工知 能 へ の 問題 と して 、

1)講 座 「言 語 理 論 の最 近 の 話 題 1」、 笠 井 琢 美 他 、

 Vo1.15, No.1,1974.1.

2)講 演 「人 工 知 能研 究 に つ い て の 二 三 の 問 題 」、 西 野

 博 二 、Vbl.15, No.6,1974.6.

5.3国 立 国会 図 書館 での文 献

 国立国会図書館のインターネ ットによるキーワー ド

検索2)によると、

 「機械翻訳」のキーワー ドで得られた500件 の中か

ら、1980年 までの文献を抽出すると、以下の40の 文

献が得られた。この文献の著者を調べてみると、九州

大学関係者が15名 、京都大学が6名 、電気試験所が5

名と26件 の発表がなされている。すなわち、 日本で

は、これ らの機関が中心に機械翻訳の研究が進められ

てきたことが分かる。

1)「言 語 の機 械 翻 訳一1・2-」 、栗 原 俊 彦 他 、電 気 通 信

 学 会 雑 誌 、46(11),1963.11.

2)「日米 科 学 協 力 委 員 会 の機 械 翻訳 セ ミナ ー に つ い て 」、

 渡辺 修 、 計 量 国語 学会 、1964.06.

3)「 機 械 翻 訳 の 現 況 」、野崎 昭 弘 、情 報 処 理 月 例 資料:

 4), 1965.

4)「機 械 翻 訳 の 意 味 」、大 坪 一 夫 、言 語 学 論 叢 、1965.05.

5)「 機 械 翻 訳 の 日本 語 に因 ん で 」、井 上 増 次郎 、海 星 女

 子 学 院 大 学1短 期 大 学 紀 要(通 一号4)、1965.12.

6)「 言 語 」、 大 河 内 一 男 、服 部 四郎 、他 、東 京 大 学 公 開

 講座 、1966.

7)「 機 械 翻 訳 にお け る品 詞 分 類 と法 則 抽 出」、 清 野 武 、

 電 気 通信 学 会 雑 誌 、50(2)、1967.02.

8)「Astudy on mechanical translation from English

 into Japanese」 、 杉 田繁 治 、 博 士 論 文 、1968.

9)「 機 械 翻 訳 の 現 状 」、 田 町 常 夫 、 エ レク トロニ ク ス

 13-05, 1968.05.

10)「 機 械 翻 訳 にお け る諸 文 法 に つ い て一Chomskyの

 文 法論 を 中心 に して」、 小 熊 均 、都 留 文 科 大 学研 究

 紀 要 、1968.06.

11)「 機 械 翻 訳 シ ステ ム につ い て の 予 測 」、西 村 恕 彦 、

 電 気試 験 所 彙報 、1968.10.

12)「 機 械 翻 訳 の た めの 英 和 文 法 の研 究 」、西 村 恕 彦 、

 電 気 試 験 所 研 究報 告 、1969.01.

13)「D・treeモ デル に よ る機 械 翻 訳 の アル ゴ リズ ム と

 諸 問題 につ い て」、 石 原 好 宏 、 九州 大 学 工 学 集 報 、

 1969.08.

14)「英 語 文 の 単語 お よび 熟 語 に含 まれ る構 文情 報 の 機

 械 翻訳 に つ い て 」、 石 原 好 宏 他 、1969.10.

15)「 ソ連 の機 械 翻訳 研 究 」、石 綿 敏 雄,計 量 国語 学 会 、

 1969.12.

16)「 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 開 発 」、 西村 恕彦 、電 気 試 験

 所 研 究 報 告 、1970.01.

17)「 機 械 翻訳 プ ログ ラ ム の 作 成 」、西 村 恕 彦 、電 子 技

 術 総合 研 究 所研 究報 告 、1971.03.

18)「 日英 機 械 翻訳 一1-」 、 栗 原 俊 彦 、 九州 大学 工学 部

 集 報 、44(4)、1971.08.

19)「日英機 械 翻 訳 に つ い て一2一 述 部 の 処理 につ いて の

 考 察 」、 首藤 公 昭 、福 岡 大 学 工学 集 報 、1972.03.

20)「日英機 械 翻 訳 につ い て一3一単 語 の 意 味 分類 と意 味

 的 基 本 構 文 」、 首 藤 公 昭 、 福 岡 大 学 工 学 集 報 、

 1972.08.

21)「 トラ ン ジス タ回 路 に 関 す る分 野 に お け る 日英機 械

 翻 訳 一1-」、栗 原 俊 彦 、 九 州 大 学 工 学集 報 、1972.10.

22)「機 械 翻 訳 シス テ ム の 研 究 」、西 村 恕彦 、博 士論 文 、

 1973.

23)「 機 械 翻 訳 に つ い て の 一 考 察」、 奥 村 宣 嘉 、英 米 文

 学 語 学 研 究1関 西学 院 編 、(通 号2)、1973.

24)「 日常 言 語 の機 械 翻 訳(英 文)」、猪 俣 靖 、北 九州 工

 業 専 門 学 校 研 究 報 告 、1973.01.
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25)「機 械 翻 訳 の 研 究 」、渡 部 満 彦 、言語 生 活 、1973.02.

26)「 日英 機 械 翻 訳 につ い て一4-P-P関 係 お よび 修 飾

 構 造 の意 味 処 理 」、 首藤 公 昭 、福 岡 大 学 工 学集 報 、

 1973.02.

27)「日英 機 械 翻訳 につ い て一5一連 語 の 処 理 お よび 翻 訳

 アル ゴ リズ ム 」、 首 藤 公 昭 、 福 岡 大 学 工 学 集 報 、

 1973.05.

28)「D・treeモ デ ル に 基 づ く英 日機 械 翻 訳 の た め の 言

 語 分 析 に つ い て 」、石 原 好 宏 他 、 電 子 通 信 学 会論 文

 誌 、D,1974.07.

29)「 日 英 機 械 翻 訳 に つ い て一6一 述 部 処 理 シ ス テ ム

 PPSIに つ い て 」、 首藤 公 昭 、福 岡 大 学 工 学 集 報 、

 1976.03.

30)「 日英 機 械 翻 訳 の た め の 述 部 処 理 シス テ ム」、 首藤

 公 昭 、鶴 丸 弘 昭 、吉 田将 、電 子 通 信 学 会 論 文 誌 、D、

 1977.10.

31)「 機 械 翻 訳 お よ び 機 械 援 助 翻 訳(抄 訳)」 、

 WJ.Hutchins著 、中 井 浩 抄 訳 、情 報 管 理 、1979.03.

32)「 機 械 翻 訳(日 本 語 情 報 処 理 〈特 集 〉)、長 尾 真 、情

 報 処 理 、1979.10.

33)「機 械 翻 訳 を理 解 す る た め の 基礎 用 語 」、辻 井潤 一 、

 エ レ ク トロニ クス 、1979.12.

34)「機 械 翻 訳 シ ステ ム に 関す る基 礎 的研 究 」、長 尾 真 、

 京都 大学 、1980.

35)「 気 象 情 報 理 解 シ ス テ ム(ISBAR)に よ る 日英 機

 械 翻 訳 」、 田町 常 夫 、 九 州 大 学 、1980.

36)「意 味 表 現 を仲 介 とす る科 学 技術 文 献 機 械 翻 訳 シ ス

 テ ム に 関す る研 究 」、 堂 下 修 司、 京 都 大 学 、1980.

37)「 機 械 翻 訳 と機 械 援 助 翻 訳 」、石 綿 敏 雄 、

現 代 の 図 書 館 18(3)、1980.09.

38)「 機 械 翻 訳 論 の 試 み 」、 石 原 好宏 、 山 口大 学 工 学 部

 研 究 報 告 、31(1)、1980,10.

39)「着 実 に 進 展 して い る機 械 翻 訳(コ ン ピュ ー タ言語

 学(特 集)、 長尾 真 、 科 学 朝 日、1980.10.

40)「80年 代 の機 械 翻 訳 シ ステ ム(計 算 機 は ど こま で

 言 語 を理 解 で き る か)」、 辻 井 潤 一 、 自然1中 央 公 論

 社二、 1980.10.

 以 上 の よ うな調 査 か ら、ALPACレ ポ ー ト前 後 にわ

た っ て 、 こ の 当時 、我 が 国 で は 、 計 算機 技 術 の 進 歩 と

とも に 、 これ を基 に 、 自然 言語 処理 の技 術 が 、 進 展 し

て き た こ とが分 か る。

 そ して 、 トラ ン ジ ス タ の進 歩 と と もに 、 開 発 の 中 心

が次 に述 べ る よ うな 日本 語 ワー プ の 開発 に 向 か っ た。

5.4日 本 語 ワ ー ドプ ロ セ ッ サJW・103)

 1978年 に 東 芝 に よっ て 開 発 され た。初 の 日本語 ワー

ドプ ロセ ッサ 、1978年9月 に発 表 。出 荷 開 始 は、1979

年2月 、 当 時 、 コン ピュ ー タで 取 り扱 え る 日本 語 の 文

字 は 、特 殊 な機 器 を用 い る 一部 シ ス テ ム を 除 き、 カ タ

カナ が 当 た り前 で あ っ た。 一方 、欧 米 で は 、 タイ プ ラ

イ ター か ら進 化 した ワ ー ドプ ロセ ッサ が広 く普及 して

お り、 日本 語 で利 用 で き る ワー ドプ ロセ ッサ が 望 ま れ

てい た 。

 東 芝 で は 、総 合 研 究 所 で森 健 一 らに よ っ て基 礎 研 究

を重 ね た 文 節 指 定 入 力 に よ る か な漢 字 変 換 を 、 ミニ コ

ンTOSBAC-40Lを 母 体 に した事 務 机 サ イ ズ のハ ー ド

ウ ェア に 搭 載 し、日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサJW-10と し

て 発 売 した 。 文 節 指 定 入 力 とは 、文 章 の 読 み を 文節 ご

とに 区 切 って 入 力 す る方 法 で 、た と えば 、「漢 字 を簡 単

に 入 力 す る」 とい う文 章 を 入 力 す る場 合 、 「か ん じを

か ん た ん に に ゅ う りょ くす る」 の よ うに3つ の 文 節

に 区 切 っ て 入 力 す る。JW・10の 入 力 方 法 には 、文 節 指

定 入 力 の ほ か に 、 漢 字 指 定 入 力 が あ った 。 漢 字 指 定 入

力 は 、 漢 字 部 分 を 指 定 して 入 力 す る方 法 で 、 先 の 例 の

場 合 に は 、 「【か ん じ】 を 【か ん た ん 】 に 【に ゅ う り ょ

く】す る 」 の よ うに 入 力 す る。 か な 漢 字 変 換 技 術 の 開

発 に あ た っ て の 最 大 の 課 題 は 、 同 音 異 義 語 の 選 択 で あ

っ た。 結 局 、 文 章 の 前 後 関係 、使 用頻 度 な ど を利 用 し

た方 式 と した。 か な 漢 字 変 換 で使 用 す る 辞 書 に は 、 最

大80,000語 ま で 登録 が 可 能 で 、使 用 者別 に 頻 度 管 理

を行 っ て い た。 標 準 登録 語 と して 辞 書 に 登 録 す る こ と

が で き たが 、 そ の語 数 は 、普 通 単語 が10,000語 、 固

有 名 詞 が8,000語 で あ っ た。JW-10が 発 表 され た 時 の

新 聞 で は 、か な 漢 字 変 換 の 実 用 性 を、「例 えば...ウ ラ
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ニ ワニ ニ ワ トリ→ 裏 庭 に鶏 」とい う表 現 を 用 い て い た。

   JW・10   JW・10モ デル2 JW-5

発 売 1979年2月 1980年7月  1981年1月

価 格630万 円 ～  340万 円 ～  260万 円～

 東 芝 の 研 究 開 発 チ ー ム を率 い て い た森 健 一 氏 の 談 話

と して4)、

 当初 、 手 書 きの 書 類 を読 み 取 る装 置 を作 ろ うと して

いた が 、 役 人 か ら、 「欧 米 の 役 所 の 生 産 性 が 高 い の は 、

タイ プ ライ ター を使 っ て文 書 を 作 っ て い るか らだ 」 と

指 摘 され 、手 書 きの 書 類 を作 ら な く て済 む よ うに 、「ワ

ー プ ロ」 の 開 発 を 目指 した
。

 そ の コ ンセ プ トは 、

・手 書 き よ りも早 く 日本 語 の 文 章 が で き る

・欧 米 の タイ プ ライ ター の よ うに ど こで も持 って い け

 るポ ー タ ビ リテ ィー

・文書 フ ァイ ル に 、電 話 線 を通 じて どこ か らで も ア ク

 セ ス で き る

 ここで問題なのは、「かな」あるいはローマ字で入力

して漢字に直す時に日本語に多い同音異義語が問題で

す。入力したい単語を、1回 目の変換でどれだけ出せ

るか、つまり第一変換率をどれだけ高くできるかがカ

ギです。実験 した結果、手書きより早くしようと思っ

たら、第一変換率が95%以 上にならなければ駄 目だと

い うことが分かった。

5.5ALPACと 私 の研 究

5.5.1学 生 か ら東 京 大学 生産 技術 研究 所へ

 1959年 に大学4年 生になり、卒業研究の指導を電

電公社、武蔵野通信研究所の半導体研究部の川口室長

の指導を受け、「トランジスタの高周波特性」の研究を

行なった。卒業後、就職を川 口氏の推薦で、東京大学

生産技術研究所、第三部、野村民也教授の研究室で働

くことになり、1960年4月 に大学卒業後は、ここで

働かせていただくことになった。野村先生は、当時 「東

大のロケット」 と呼ばれていたロケットのテ レメータ

リングの専門家で した。 この後、渡米するまでの1年

半の間、研究室の先輩の助手の下で、 トランジスタ回

路の設計を行なった。

 東大での研究内容は、自動雷検出装置の製作で、落

雷の際のインパルス電流を24時 間監視 し、磁気テー

プに自動記録する装置で、トランジスタ300個 からな

る回路の作成を先輩のもとで、お手伝いする仕事でし

た。当時、半導体製品は、米国が リー ドしていて、 ト

ランジスタ回路の設計を進めるには、米国の大学院に

進んでみたいとい う願望が心の中に膨 らんできました。

そこで、大学4年 の とき、「フルブライ交換留学生」

と、プリンス トン大学へ奨学生の申請を行ない、幸い

にもプリンス トン大学大学院電気工学科に奨学生とし

て合格 した。

 六本木での研究が半年を迎えたとき、留学のときが

来た。

5.5.2フ ル ブ ラ イ ト交 換 留 学 生 と し て 、プ リ ン

   ス トン 大 学 へ

 こ こか らは 、 私 の 人 生 を決 め た 出会 い で す。 ア メ リ

カ で 迎 えた 春 の 初 め 、 ロ シア で3番 目の宇 宙 飛 行 士 で

あ るチ トフ氏 が 大 学 の 講 演 会 に来 ま した。 そ の 講 演 を

聴 いて 、 私 の 心 を悩 ませ る こ とに な りま した。 当時 、

私 は東 大 の ロケ ッ ト打 ち上 げ の 一 員で した 。 まだ 、 日

本 では 、 弾 道 を描 く ロケ ッ トを 追尾 し、 そ こか ら情 報

を得 る レベ ル で 、人 工衛 星 、 ま して有 人 宇 宙 船 の 打 ち

上 げな ど、 何 十 年 後 しか 実 現 で き な い レベ ル だ と思 っ

て い ま した 。 そ こ で 、 こ の私 の 留 学 の経 験 を生 か した

仕 事 は な い も の か と、考 え ま した。

 こ の大 学 に は 、す で に 、 デ ジ タル ・コ ン ピ ュー タが

設 置 され 、 そ の プ ログ ラ ム の 書 き方 を授 業 で習 い ま し

た。 「今 の 日本 に は な い が 、必 ず 、デ ジタル ・コ ン ピュ

ー タ の 時代 が来 る は ず だ 」。この コ ン ピュー タ を応 用 し

た研 究 は な い もの か と 日々 考 え、 コン ピュー タ を利 用

して 、言 葉 を翻 訳 す る研 究 は ど うな の か。 自分 は 日本

語 と英語 な ら少 しは で き る 、 そ こで 、 日英 翻訳 を コ ン

ピュ ー タ で行 な え な い の か 。 この こ とにつ い て い ろ い
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う と調 べ 、 日本 で 、 そ の 研 究 が 始 ま って い る 、そ の 目

的 の コ ン ピ ュー タが 電 気 試 験 所 で、 トラ ン ジ ス タ を使

って 試 作 され て い る こ とが 分 か った 。 日本 に帰 っ て 、

これ を私 の 仕 事 に しよ う!

5.5.3公 務員 試験 か ら電 気試 験 所へ

 1962年10月 、留学を終えて、帰国後、公務員試験

を受け、合格、電気試験所の面接 を経て、1965年4

月、夢にまで見た電気試験所に入所できました。研修

期間の3ヶ 月を終え、通産省工業技術院電気試験所電

子計算機部情報処理特別研究室に配属されました。

 私が入所 したとき、電子計算機部長が和田弘氏、研

究室長が蓼沼良一氏、研究室には西村恕彦氏が在室さ

れていて、すでに英語から日本語へ翻訳する計算機「や

まと」が研究室に置かれていました。これは、世界で

最初に作られた翻訳をするための電子計算機でした。

この装置は、 トランジスタ3,000個 を使い、箪笥のよ

うな大きさで、ブラウン管にそのプログラムの状態が

ビッ トで表示されるもので した。辞書を記憶するため

の ドラムは、当時の電気洗濯機位の大きさで した。こ

れで、4Kビ ッ トの記憶容量です。今では、想像 もつ

きません。正確ではあ りませんが、恐 らく、400語 位

の英和辞書が蓄積されていたと思われます。この計算

機が 「やまと」と銘々されたのは、「Ilove you.」

と入力すると、「ワレ ナンジヲ アイス。」と 「大和

言葉」で出てくるような翻訳機だか らです。この翻訳

機の操作を学びま した。

 しか し、この当時の日本人の常識は、ある日、友達と

会い、一杯や りながら、今度入所 した研究室の名前を教

えたら、情報処理とは、下水処理みたいなもの、それは、

ソフ トウェアの研究だというと、それって、アンダウェ

アのような下着のことか、言語処理特別研究室とは、暗

号解読のような研究をやるところかと質問を返されて、

往生 した記憶があります。今では、想像することもでき

ない時代での、研究のスター トで した。

 そして、機械翻訳の原理が理解でき始めた矢先に、

ALPACレ ポー トが1966年 に出されたわけです。そ し

て、次の年から、電気試験所の予算項 目か ら機械翻訳

とい う言葉は消えて しまいま した。

 そ して、その後の10年 間は、カナ漢字変換、KWIC、

辞書の蓄積、検索、COBOLと いったプログラミング

といった自然言語処理の基礎研究 と以下に記す ような

詰将棋や点字といった応用研究を行なった。

5.5.4「 将棋 ゲー ム の指 し手 の理 解 モデ ル とオ

   ン ライ ン処 理 につ いて 」5)

 とい う論文をプログラム ・シンポジュームで発表 し

た。

 このゲームを考えつくまでの経過を述べてみ よう。

日本語の計算機による処理を考えているとき、言語と

将棋の比較の話を思い出 した。確か次のような比較が

述べられていたと思 う。

 形態論一駒の動き(駒 の働 き)

 統辞論一駒組、戦法

 意味論一詰める(必 死、詰めの手順、終盤の技法)

 音韻論一手順の分析、統合による形態論への導入

 そ こで 思 い 出 され るの が 、 ス イ スの 言 語 学 者 ソ シ ュ

ー ル(F
.De Saussure)の 一 般 言 語 学 論 義(Cours de

Linguistique Generale,1916)の 中 で語 られ て い る言

葉 「想 像 し うるす べ て の 比 較 の うちで 、最 も適 切 な の

は 、言 語 の営 と将 棋 の勝 負 との そ れ で あ る」(小 林 英 夫

訳)で あ る。 も ちろ ん こ こで の 将 棋 と はチ ェ ス を指 し

て い る。

 自然 言語 に お け る意 味 の 定 義 と比 較 して 、少 な く と

も処 理 結 果(ゲ ー ム 終 了 時;詰 み)評 価 は 明 確 で あ る

とい う点 に 興 味 が ひ かれ た の と同 時 に 、チ ェ ス に 比 べ

て 将棋 につ い て の プ ログ ラム化 は2、3の 報 告 を 除 い

て 、そ の 明 確 な手 法 の報 告 が な され て い な い。さ らに 、

TSS画 像 端 末 に よ る 日本 語(漢 字)の 表 示 が 容 易 に 行

え 、concurrent file処 理 が 可 能 な シス テ ムが 利 用 で き

る とい うこ とか ら、 人 間 が学 習す るた めの 将 棋QAシ

ス テ ム を試 作 してみ よ う と思 い 立 っ た の が 、 こ の プ ロ

グ ラ ム 開発 の動 機 で あ る。
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・画 像 の制 御

 TSS画 像 端 末 に よ り 局 面 を 表 示 す る に は 、

TOSBAC5600 FORTRAN-Yを ホ ス ト言 語 と して

TSS環 境 下 で働 くPLOT 10と 言 うグ ラ フ ィ ッ ク ・ソ

フ トウェ ア を用 い て い る。 駒 を 表示 す る 漢字 パ タ ー ン

は直 線 で 分 割 され た最 大62個 の座 標 で 表 わ され て い

る。1文 字 は 文字 パ ター ンの フ ァイ ル(3,000種 の 文

字)か ら漢 字 番 号 で 索 引 し、PLOT・10に よ り表 示 す る。

なお 、玉 方 の駒 は漢 字 パ タ ー ン を座 標 変換 した もの を

用 い て い る。

-

写

 
 

購

・

罰

切
.

瞭

-

海

 
 

鰍

 

3
,

 

漁

 

駕
、

 
 

謙

 

署

 

噺

津

 
 

醸

罰

難

窪

.

拶

 
 

.亀

後

手

持

駒

                 先

歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 手

 角       飛   持

香 桂 銀 金 烹 金 銀 桂 香 ・ 駒

第1図 初期局面の表示例

5.5.5仮 名 点字 自動 代筆 システ ム6)

 視覚障害者が言葉を理解するには、耳を介するか、

点字を通 してである。現在視覚障害者が本を読むには、

直接、人(健 常者)に 読んでもらうか、またはこれを

録音 した磁気テープを利用するという方法 と点字書 ・

点訳書を読むといった方法がある。点字 とテープは、

その足 らざるところをあい補い、視覚障害者の読書に

おいて、欠 くことのできない役割を果たしている。

 訓練 された視覚障害者は、点字を放送のアナウンサ

ーがニュースの原稿を読む以上の速度で点字を読める。

しかし、視覚障害者のために点字があっても、点字で

書かれた点字書は、非常に少なく、かつ高価である。

年間新 しく発行される通常の単行本は、2万 点を越え

る。新聞 ・雑誌を含めると、2倍 に達するとお もわれ

るが、点字書は200点 前後に過ぎない。これ以外は、

点訳奉仕者による点訳書で、手作 りで作 られるので、

1冊 だけである。点字書 も多くて300部 程度である。

これは視覚障害者の人口が25万 人、その うち視力が

完全にない者が10万 人、さらに点字を読める者が5

万人といった少ない面もあるが、出版される点字書は、

原本である普通図書に比べ、数倍から数十倍の価格に

もなる。この原因は,発 行部数が少ないこと、一冊の

分量が多くなり、高価 となるといった悪循環によるも

のである。たとえば、夏 目漱石の 「坊ちゃん」の文庫

本が点字では全2巻 に、また三省堂の国語辞典が全32

巻にもなる。

 点字と普通文字の世界を結ぶ過程に、計算機を導入

することにより、正確で、高能率、経済的な処理体系、

点字情報処理の実用化が待たれている。とくに、自動

代筆と自動点訳のシステム開発が求められている。

 視覚障害者が、直接点字タイプライターを打鍵する

ことにより、点字紙上に点字モニタが得 られると同時

に、穿孔された8単 位の紙テープが得られる。これを

計算機への入力とし、プログラムにより普通文字へ変

換 し,出 力する方法を自動代筆と呼ぶ。

 点字の世界でも、普通文字の世界と同様に日本と欧

米 とでは,そ の表記法が異なっており、日本語は漢字 ・

平仮名 ・片仮名 といった多種の文字を使用 している。

しかし、先天的な視覚障害者に漢字を教えることは、

非常に困難であるため、日本独自のBrailleの6点 点

字に、仮名を当てはめた仮名点字表記法が一般に用い

られている。既報の 「Braille符号と漢字の変換処理」

において、長谷川氏考案の漢字点字符号系を用いる自

動代筆システムについて述べているが、汎用性の面か

ら、本システムは、仮名点字と普通文字の漢字仮名混

じり文に変換するシステムである。

 ここで採用 した仮名点字体系は、できる限 り日本点

字表記法ならびに 「点字毎 日」の表記法に準ずるが,

54年 度に改定の表記法及び表記法 と矛盾する点は修
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正 を加 えた もの で あ る。

 「点 字 毎 日」 の3部 に 当た る約10万 字 を標 本 と し

て 入 力 し,on-lineのTSS端 末 上 に処 理 結 果 を 出力 す

る シ ステ ム を開 発 した。 な お 、 入 力 を効 率 的 に 行 うた

め に 、汎 用 の 複 合 用 語 に 対 す る速 記 処 理 機 能 が 付 加 さ

れ てい る。

 計 算 機 に よ り、 仮 名 点 字 文 を普 通 文(漢 字 か な 混 じ

り文)に 変 換 す る 自動 代 筆 シ ス テ ムで は 、 仮 名 か ら漢

字 へ の 変 換 で の 同 音 異 義 語 の 処 理 で あ る。

 本 シ ステ ム で は 、約8,000語 の 自立語 と200語 ほ ど

の 付 属 語 の 辞 書 を用 い 、 そ の 接 続 情 報 に よ り解 析 を行

い 、同音 異 字 の 選 択 を 行 っ た 。標 本 と して 「点 字 毎 日」

約10万 字 を用 い て 、 変 換 実 験 を行 い、90%以 上 の 変

換 率 が 得 られ た。 た だ しテ キ ス トは,文 節 レベ ル の 分

か ち書 きが な され て い る。 さ らに 、 詳 細 に 分 野 別 の 変

換 辞 書 を付加 す る こ とに よ り,95%程 度 の 実 用 的 な シ

ス テ ムの 開 発 目標 が 得 られ た。

 1966年 頃 に な る と、日本 で も、商 用 の 電 子 計 算 機 が

発 売 され ま した。 そ こで 、研 究 室 で は 、 この 商 用 の 計

算 機 を用 い て 、機 械 翻 訳 の シ ス テ ム の 開 発 を始 め ま し

た 。 プ ロ グ ラ ミ ング 言 語 と して 、COBOLを 用 い 、 英

語 か ら 日本 語 へ 、 入 力 文 と し て 、Bell Telephone

Journalと い う技 術 文 書 を 翻 訳 す るシ ス テ ム の 開 発 を

5年 程 か け 、5名 程 の研 究者 で 進 め 、 新 しい機 械 翻 訳

シ ス テ ム 「や ま と 」 をNEAC2200の 計 算 機 上 で

COBOLに よる 英 日翻 訳 シ ス テ ム の 開 発 を す す め 、 こ

れ が 完成 した の は 、1968年 で した。

参 考 文 献
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4)産 学 官 連 携 ジ ャ ー ナ ル 、 科 学 技 術 振 興 機 構 、
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5)第18回 プ ログ ラ ミン グ シ ン ポ ジ ウム 、1977.1.

6)第16回 情 報 科 学 技 術 研 究 集 会 発 表 論 文 集 、
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5.5.6研 究室 で の機 械翻 訳 システ ムの 開発

 つぎに、日本でのコンピュータの発展 とともに、情

報処理の時代がやってきました。英語で書かれた論文

や技術レポー トが増加する一方で、これを日本語に翻

訳する技術翻訳家の数が圧倒的に不足する時代を迎え

ました。

 そこで、科学技術庁が、国家プロジェク トとして、

1982年 から、いわゆる 「Muプ ロジェクト」がスター

トするわけですが、これは、次回に述べたいと思います。
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6.0概 要

 今 回 は 、 日本 で 初 め て 、機 械 翻 訳 の 国 家 プ ロ ジ ェ ク

トと して 、1982年 度 か ら90年 度 に か け て 、科 学 技 術

庁 の 科 学 技術 振 興 調 整 費 で 行 わ れ た 、「日英 科 学 技 術 文

献 の 速 報 シス テ ム に 関 す る研 究 」 に つ い て 、 文 献1)と

文 献2)を も とに 、報 告 します 。

6.1は じめに

 言語の機械翻訳は長年の夢であった し、現在もそう

である。言語は人間の頭脳活動の最も具体的な表れで

あり、言語活動は人間の頭脳活動のメカニズムが解明

されない限 り、十分に解明されるところにはならない

だろう。 したがって、言語の機械翻訳 という問題に直

接取 り組むことは無謀であるということができる。 し

かし1950年 代の終わ りごろから始められた機械翻訳

の研究は、途中紆余曲折はあったものの、多くのこと

を明らかにしてきていた。 したがって、これを総合化

してしっかりしたシステムを作れば、ある程度使える

システムが作れるだろうという期待をここ十年間くら

い前から持っていたのである。 しかしそれを具体的に

示すためには、いくつかの条件が必要であった。それ

は、強力な計算機処理能力を使えること、かな りの人

数の研究者による数年間の集中した研究開発作業が必

要なこと、そのための研究費と研究体制をどうするか

とい う問題であり、これは1大 学の1研 究室ではでき

るものではなかった。

 一方、機械翻訳に対する社会的要請は、ここ数年非

常に大きくなってきてお り、また、日本の科学技術活

動の実態を諸外国に知らせることが、国としても必要

となってきた。幸いにも国はこのような状況をよく認

識 し、科学技術会議は科学技術振興調整費の一部を用

いて昭和57会 計年度(1982年 度)か ら3年 間(そ の

後予算などの都合で4年 間に修正された)にわたって、

「日本科学技術文献速報システムに関する研究」(通

称:MUプ ロジェク ト)を発足 させることを決定した。

6.2科 技庁の研究の背景 と成果

 科学技術の高度化に伴い、研究者がより創造的かつ

効率的な研究活動を進めていく上で、膨大な量の最新

の科学技術情報を随時利用することが不可欠となって

きた。このような科学技術情報のうち外国語で書かれ

た文献(海 外科学技術文献)が 全体の70%を 占めてお

り、これらの文献を利用する際には翻訳の需要が非常

に強 く、文献量の増大によりこれ ら文献の翻訳の機械

化が求められている。

 また、わが国の科学技術の発展に伴い、またこれ ら

が国際的にも認められてきたことから、わが国の科学

技術文献の海外への提供が強 く求められてきているが、

言語の障害により十分にこれに対応できない状況であ

る。

 これ らの問題を解決するために、近年進歩の著しい

情報技術を利用 した日英科学技術文献の速報システム

の実現が望まれている。

 このため、科学技術庁は科学技術会議の方針に沿っ

て昭和57年 ～60年 度の4年 間にわた り、科学技術振

興調整費により、「日英科学技術文献の速報システムに

関する研究」を実施 しました。本研究は、諸外国との

科学技術文献交流促進の必要性に鑑み、それ ら文献(抄

録)の 翻訳を効率的に行 うために、科学技術用語辞書

データベースを用いて科学技術文献を翻訳するための

構文パターン方式による日英(英 日)言 語処理 ソフ ト

ウェアの開発、科学技術分野の専門用語を収集、整理

し、コンピュータで利用可能な形に編集 した 日英科学

技術用語辞書データベースの開発、そ して、これらを

統合 して利用する翻訳システムの開発、を目標に進め

られました。

 そのうち、構文パターン変換方式による日英(英 日)

言語処理 ソフ トウェアの開発においては、強力な機械

翻訳用 ソフ トウェアシステムGRADEを 開発 し、これ

によって日英 ・英 日翻訳文法を作成 し、また、形態素

解析 と形態素生成の各サブシステムを開発 しました。

日英科学技術用語辞書データベースの開発においては、

名詞辞書として7万 語の日英翻訳辞書、2万 語の英日

翻訳辞書、動詞辞書として5千 語に及ぶ翻訳辞書を作
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成 した。また、総合 システムの開発では言語処理シス

テムと翻訳辞書を統合して日英 ・英日翻訳を行 う総合

システムの開発を行った。

                 昭和62年3月

      科学技術庁科学技術振興局長 藤咲浩二

6.3研 究 の趣 旨

(1)科 学技術は、ますます高度なものとな り、その知

  識の質 ・量ともに加速度的に増大している。研究

  者がより創造的かつ広範な分野にわたる膨大な量

  の最新の科学技術情報を随時利用することが不可

  欠となっている。

(2)わ が国においては、科学技術文献サー ビスは、 日

  本科学技術情報センター、通商産業省工業技術院

  情報計算センター、農林水産省農林水産研究情報

  センター、大学等で行われているが、こうした機

  関では近年の科学技術の高度化、研究活動の活発

  化により取 り扱 う文献の数が極めて膨大なものと

  なっている。

  そして、外国語で書かれた文献(海 外科学技術文

  献)が 、全体の70%を 占めるという状況にある。

(3)従 来このような海外科学技術文献を国内で利用す

  る際には翻訳の需要は非常に強く、多 くの文献が

  翻訳され、利用されている。またこれ らの文献を

  データベース化する際には専門の翻訳技術者によ

  りアブス トラク ト等の翻訳を行ってきた。

  しか し、量の増大によりこうした作業の機械化、

  省力化が求められている。

(4)一 方、わが国の産業活動、科学技術活動が益々高

  度化 し、国際化するに伴い、わが国の科学技術情

  報は益々国際的に利用されつつあ り、科学技術情

  報活動の国際化が必須の問題 となってきている。

(5)と くに、近年わが国の高度な科学技術水準に注目

  した欧米先進国や、わが国が研究協力等で重要な

  役割を演じている発展途上国等から、わが国の科

  学技術文献の提供が強 く要請 されているが、言語

  が障壁 となって十分これに対応できない状況にあ

  り、対応策が求められている。

(6)こ うした問題を解決するために近年進歩の著 しい

  情報技術を活用した日英科学技術文献の速報シス

  テムの実現が望まれる。

  本研究は、現在実用化 されているコンピュータ技

  術を前提に構文パターン変換方式による速報シス

  テムを構築することにより最終的には、科学技術

  文献アブス トラク トの翻訳作業を支援することを

  ねらいとする。

6.4研 究概 要

 諸外国との科学技術文献交流促進の必要性に鑑み、

それ ら文献(抄 録)の 翻訳を効率的に行 うため

① 科学技術用語辞書データベースを用いて科学技術

  文献を翻訳するための構文パターン変換方式によ

  る日英(英 日も含む。以下同じ)言 語処理 ソフ ト

  ゥェアの開発。

② 科学技術分野の専門用語を収集、整理 し、コンピ

  ュータで利用可能な形に編集 した日英科学技術用

  語辞書データベースの開発。

③ これ らを統合 して利用しうる翻訳システムの開発、

  を行 う。

(1)言 語処理 システムの開発

① 構文バターン変換方式の開発

 既存のコンピュータ技術を前提に、科学技術文献を

言語処理する構文パターン変換方式の手法を開発する。

② 日英言語処理 ソフ トウェアの開発

 構文パターン変換方式の手法を利用 して、 日本語か

ら英語へ、また英語から日本語へ科学技術文献を言語

処理するためのソフ トウェアを開発する。

(2)日 一英科学技術用語辞書データベースの開発

① 日一英専門用語集の分析、対訳シソーラスの作成、

  既存文献か らの対訳語の抽出及びこれ らの辞書デ

  ータへの編成

 科学技術分野全般の 日一英専門用語集の分析、対訳
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シソーラスの作成及び既存文献からの対訳語抽出を行

い、これらのデータを日一英科学技術用語辞書作成の

ための入カデータに編成 し、データベース化する。

② 科学技術用語辞書作成 ・管理システムの開発

 日英科学技術用語辞書データベースの設計を行い、

当該辞書データベースを作成 ・管理するシステムを開

発する。

③ 翻訳のための動詞辞書の作成

 文章に現れる動詞、形容詞等の翻訳辞書を作成する。

(3)総 合システムの開発

① ファイル管理システム及び編集ソフ トウェアの開

  発

 ファイル管理、更新を行 うソフ トウェア及び入出力

時の編集を行 うソフ トウェアを開発する。

② 総合運用管理システムの開発

 以上を総合的にシステム化 した利用、運用のための

管理システムを開発する。

(4)研 究推進

 上記の研究の効率的推進のため研究実施計画、実施

状況等必要な事項について連絡調整を行 うとともに研

究結果の検討を行 う。

 この目的にそって、科学技術文献の日英翻訳システ

ム、英日翻訳システムの2つ のシステムを作ることに

なった。文献の分野としては種々検討の末、われわれ

システム開発者が理解 しやすい電気工学分野をとるこ

とにし、日本語文献としては日本科学技術情報センタ

ーの電気工学分野の文献速報のタイ トルおよび抄録文、

英語文献としては、INSPECの 同じ分野の抄録をとる

ことにした。研究開発 グループとしては、京都大学、

電子技術総合研究所(ETL)、 日本科学技術情報セン

ター (JICST)、

 工業技術院筑波情報計算センター(RIPS)の4者 が

協力 して研究開発することになった。研究開発の分担

は次のようである。京都大学は機械翻訳用ソフ トウェ

アの開発、解析、変換、生成の文法規則の開発、解析 ・

変換 ・生成の文法規則の開発 ・解析 ・変換 ・生成に用

いる辞書情報の種類の決定、各単語に対してそれ らの

情報を与える作業基準の作成、変換部分の辞書データ

の一部の作成などを担当した。ETLは 形態素解析、形

態素生成のソフ トウェアとその辞書の作成、解析のた

めの用言辞書の作成を担 当した。JICSTは 主として体

言辞書の作成を担当した。体言は一般用語のほかに大

量の電気工学分野の専門用語を含む。RIPSは 京都大

学が作る機械翻訳システムに入力部分、テキス ト出力

部分、対話的修正部分、辞書の保守に関するソフ トウ

ェアなどを付け加え、機械翻訳のための総合システム

を作ることになっている。

参 考 文 献

1)長 尾 真 、辻 井潤 一 、中村 順 一 、坂 本義 行 、鳥 海 剛 、

  佐 藤 雅 之 、 「科 学 技 術 庁 機 械 翻訳 プ ロ ジ ェ ク トの

  概 要 」、 「情 報 処 理 」、Vbl.26、 No.10,1985.

2)科 学 技術 庁 科 学 技 術 振 興局 、昭 和57年 度 ～60年

  度 科 学 技 術 振 興 調 整 費 「日英 科 学 技術 文 献速 報

  シス テ ム に 関 す る研 究 」。
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表1年 次 計 画

研究項 目

(1) 言語処理システムの開発

① 構文パターン変換方式の開発

② 日英言語処理ソフ トウェアの開発

(2)

0

0

OO

日一英科学技術用語辞書

日一英専門用語集の分析、対訳シ

ソーラスの作成、既存文献からの

対訳後の抽出及び これ らの辞書デ

ータの編成

科学技術用語辞書作成 ・管理シス

テムの開発

翻訳のための動詞辞書の作成

(3) 総合システムの開発

① ファイル管理システム及び編集 ソ

  フ トウェアの開発

② 総合運用管理システムの開発

(4) 研究推進

所 要 経 費(合計)

1982年 度

基本 ・詳細設計

基本 ・詳細設計

1983年 度 1984年 度

システム開発

システム開発

デ ー タの 収 集 ・分析 ・デ ー タベ ー ス化

基本 ・詳細設計 システム開発

デ ー タの 収 集 ・分析 ・デ ー タベ ー ス 化

基本 ・詳細設計 システム開発

基本 ・詳細設計 システム開発一
132百 万 円 163百 万 円 162百 万 円

1985年 度

性能試験

運用試験

161百 万 円
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表2 研究実施体制及び所要経費

(単位:千 円)

研究項 目

(1)言 語処理システム

  の開発

 ① 構文パ ターン変

  換方式の開発

 ② 日英言語処理ソフ

   トウェアの開発

(2)日 一英科学技術用

  語辞書データベー

  スの開発

 ① 日一英専門用語

  集の分析、対訳シ

   ソーラスの作成、

  既存文献か らの

   対訳語の抽 出及

   び これ らの辞書

   データへの編成

 ② 科学技術用語辞

   書作成 ・管理 シ

   ステムの開発

 ③ 翻訳のための動

   詞辞書の作成

(3)総 合システムの開発

 ① フアイル管理シス

   テム及び編集ソフ

   トウェアの開発

 ② 総合運用管理 シ

   ステムの開発

(4)研 究推進

合 計

担当機関

通商産業省工業技術

院電子技術総合研究

所(一部を京都大学に

委託)

通商産業省工業技術院

電子技術総合研究所

科学技術庁研究開発

局(日 本科学技術情

報センターに委託)

科学技術庁研究開発

局(日 本科学技術情

報センターに委託)

通商産業省工業技術

院電子技術総合研究

所

通商産業省工業技術

院計画課(情報計算セ

ンター)

通商産業省工業技術

院計画課(情報計算セ

ンター)

科学技術庁研究調整

局、振興局

1982年 度

78,934

38,267

×30,587)

40,667

46,761

4,377

38,544

3,840

4,960

1,920

3,040

1,023

131,678

1983年 度

57,513

46,748

(43,148

10,765

79,262

21,234

29,700

28,328

25,736

18,501

7,235

703

163,214

1984年 度

67,310

56,541

(48,901)

10,769

72,313

39,601

13,200

19,512

21,199

16,103

5,096

869

161,691

1985年 度

24,921

20,150

(19,139)

 4,771

111,061

64,917

5,280

40,864

23,628

10,704

12,924

..

160,502
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表3 研究推進委員会

委  員

o長 尾

相 沢

石 綿

猪 瀬

 内 山

柏 木

草 薙

坂 本

佐 藤

鳥 海

中 井

中 島

野 村

藤 原

淵 一

水 谷

村 田

渡 辺

  真

輝 昭

敏 男

  博

英 夫

  寛

  裕

義 行

征 夫

  剛

  浩

邦 雄

浩 郷

鎮 雄

  博

静 夫

賢

定 久

所 属

京都大学 工学部教授

NHK 放送技術研究所画像研究部主任研究員

茨城大学 教養部教授

東京大学 工学部教授

(財)日本特許情報機構 常務理事

通商産業省 工業技術院電子技術総合研究所電子計算機部長

筑波大学 文芸 ・言語学系教授

通商産業省 工業技術院電子技術総合研究所 ソフ トウェア部主任研究官

科学技術庁 振興局管理課情報室長

日本科学技術情報センター 参事

常盤大学 人間科学部 コミュニケーション学科教授

通商産業省 工業技術院計画課長

日本電信電話公社(株)基 礎研究所情報通信基礎研究部言語処理研究グループリーダー

千葉大学 理学部教授

(財)新世代 コンピュータ技術開発機構 常務理事 ・研究所長

東京女子大学 文理学部教授

情報処理振興事業協会 技術センター特別研究員

通商産業省 工業技術院計画課研究情報管理企画室運営班長

(注:oは 推 進 委 員 長 、1986年3月 現在)
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7.0概 要

 前 回 に続 き 、今 回 は 、「日英 科 学 技 術 文献 の速 報 シ ス

テ ム に 関す る研 究 」 に っ い て 、 文献1)と 文 献2)を も と

に 、そ の続 き を 報 告 しま す。

7.1シ ステ ム設 計 の考 え方

 かなり複雑な文にたいしても対応できるような機械

翻訳システムを非常な短期間に4っ の研究機関の協力

によって作 らねばならないということは非常な難問で

あった。現状の技術の統合によってシステムを実現す

るということが目標で、それ以上の研究的要素はなる

べ く持ち込まないとい うことが前提 とされたが、小さ

なモデルで少数の文を翻訳する研究のレベルとはまっ

たく異なったシステム開発であるから、未知の部分は

かなりあり、それらに対しても対処できるシステムで

なければならないなどのことからシステム設計の考え

方 として次のような方針をとった。

(1)未 知語や未知の構造の存在によって処理を途中で

  放棄することなく、不完全であっても、最後まで

  処理 を行 って翻訳結果を出すシステムであるこ

  と、これは翻訳文の後修正をする場合の大切な考

  え方である。

(2)研 究開発の発展途上において明らかになってくる

  であろ う未知の言語現象にも十分対処できるよ

  うに、機械翻訳用のソフ トウェアシステムは強力

  な表現機能をもつように設計する。 ソフ トウェア

  は解析 ・変換 ・生成のすべての段階で用いること

  ができ、種々の異なった性質の言語が扱えるよう

  に処理過程の制御がきめこまか くで きるシステ

  ムを作る。

(3)解 析 ・変換 ・生成、それぞれが膨大な規則になるた

  めに、多人数で平行に開発ができる必要がある。し

  たがって、部分文法 という考え方を導入 し、部分文

  法ごとに独立に開発できるようにする。こうするこ

  とによって、翻訳の誤り原因の発見なども早くなる

  ことによって、翻訳の誤り原因の発見なども早くな

  り、システム全体の管理がしやすくなる。

(4)将 来の多言語間機械翻訳の可能性を考えて、解析

  と変換。生成の3つ の段階を明確に分ける。それ

  らの段階をつなぐインターフェイスの構造をで

  きるだけ明らかにする。

(5)言 語は少数の基本的な規則によって説明されるも

  のではなく、膨大な例外によって成 り立っている

  ものである。 したがって、できるだけ広い言語現

  象に対 して適用できる規則を探す ことは当然で

  あるが、各単語に固有の言語現象が うまく扱える

  ようなメカニズムを作ることを考えた。

(6)辞 書情報 としては、現在の機械翻訳に直接必要な

  ものでなく、将来必要となるであろう情報をも入

  れた。できるだけ中立的で理想的な形のものを作

  ることが必要である。一方、大量の単語に対して

  正確な情報を与えるためには、複雑な辞書構造を

  とることはよくない。さらに単語固有の言語現象

  を十分に記述できることも必要である。このよう

  な矛盾する要求に対処する方策を考えた。

(7)言 語の解析の基本には格文法の考え方をとる。こ

  れは日本語の解析に特に適 しているだけでな く、

  英語その他の ヨーロッパ諸言語の解析にも広 く

  用いられ来つっある方法である。格文法をとるた

  めに各要素の設定と、各格要素にどのような名詞

  がはい りうるか記述するための意味素性の集合

  を決定 しなければならない。これは日本語のほか

  に英語、その他のヨーロッパ諸言語の特性を知っ

  て作る必要がある。

7.2ソ フ トウェア システ ム

 前章で述べた種々の言語記述に関する要請から、文

法記述のための ソフ トウェアシステムとしては、木構

造を木構造に変換する規則を採用することにした。木

構造の各ノー ドは任意の数の属性 ・属性値対をもつ こ

とができるようになっている。この部分に性 ・数 ・格

の一致、意味の整合性などを記述する。このよ うに複

雑な木構造を取 り扱い、 しかも文法規則、辞書構造と

ともに定形的な ものにはできないとい うことから、基
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本となるプログルラム言語としてLISPを 採用するこ

とに した。LISPの 採用については、 PL/1、 PASCAL

などの他の言語との比較検討を したが、今回の研究に

おいては翻訳速度 よりは言語現象を十分に記述できる

ことに重点を置いたこと、さらに短期間にこの ソフ ト

ウェアシステムを開発 しなければならないことなどの

要因からLISPの 採用を決定した。

 われわれの開発 したGRADE(Grammar Describer)

と名づけた文法記述言語の書き換え規則の部分は次の

ような構造を持っている。文法を表現する書き換え規

則としては、「左辺の木→右辺の木」とい う形に書かれ

る。 この規則の左辺の木は、翻訳のあらゆる中間段階

にある翻訳対象文の構造(こ の節ではこれを単にデー

タと呼ぶ。 これも一般には木構造をしている)と の間

でマッチングがとれるかどうか調べられ、データのあ

る部分でマッチングがとれたら、その部分が規則の右

辺の木構造に書き換えられる。

 木構造のマッチングにおいて次のような機能が存在

する。(1)属 性 ・属性値対がついていれば、それもマ

ッチングの対象となる。(2)変 数を木構造ノー ドに書

くことができる。(3)木 の枝の左右の順序が任意であ

ることを指定できる。(4)規 則の左辺の木のマッチン

グに関して複雑な条件が必要な場合には、それをLISP

プログラムで書くことができる。(5)こ の規則の部分

で単語辞書内に書かれている単語固有の規則を呼び出

し動作 させることができる。

 文法規則の数は、たとえば日本語の解析文法を考え

ても数100か ら1000近 くになるから、解析のあらゆ

る中間段階でこれ らすべての規則の適用可能性を調べ

るというは大変な手間になる。また、名詞句を解析す

るための規則、文の構造を決定するための規則などは

自ずから適用される時点が違っていて、言語学的に自

然な順序で解析を進めるがよい。 したがって、文法規

則すべてを一様に扱 うのではなく、異なった文法現象

に関する規則をそれぞれ別々に集めて、これらを部分

文法と名付けることに した。単純名詞句を解析する部

分文法、並列名詞句を解析する部分文法、埋め込み文

構造を決定する部分文法などである。そ して、1つ の

部分文法を1つ のノー ドに対応 させ、ノー ドを有向グ

ラフ構造につないで部分文法の適用順序を規定するこ

とにした。これを部分文法ネットワークと呼んでいる。

上記の名詞句、並列句、埋め込み文などの処理部分は、

実際はすべてこの部分文法ネッ トワークとなっている。

文法全体は部分文法の組み合わせから構成 される。

 そ こで、GRADEに はいくつかの書き換え規則をま

とめて1つ の部分文法をとる機能、その部分文法の実

行後、次に適用すべき部分文法を条件づき指定する機

能をもっている。さらに1つ の部分文法の中の書き換

え規則の適用の仕方を指定することもできる。すなわ

ち、書き換え規則をデータの左から適用 していくか、

右か ら適用 していくかの指定、さらにマ ッチングが成

功 して書き換えが行われたあと、さらに同一規則の適

用の可能性を調べてみるか、あるいは成功 した規則を

用いず、次の規則を試みるかという違いを指定できる。

書き換え規則の表現の仕方 と規則適用のモー ドとの間

には関係があって、うまくこれ らを調整すれば能率の

よい解析ができるのである。

 文の解析を行 うと通常非常に多くのあいまいさが生

じる。すなわち、1っ のデータに異なったい くっかの

構造を対応させることになる。われわれの場合には、

できる限 り広い範囲を一度にみて意味のあいまいさの

生 じることを防いでいるが、それでもあいまいな構造

は生 じる。文法規則を書くときに、ある構造 と別のあ

る構造が同じ部分に生 じた場合に、それ らは同じ句 と

して解釈されることを積極的に表現することができる

ようにPARAノ ー ドと称する特別なノー ドを作 り、シ

ステム側がその解釈を自動的に行 うようGRADEを 作

ってある。

 GRADEの 制御部は2っ の部分からなる。1っ は人

間にわかりやすい形で書かれた上記の書き換え規則を

パターンマッチングしやすい内部表現に変換する変換

部であり、もう1つ は内部表現に変換された書き換え

規則をデータに適用 して処理を進める実行部である。

これ らはすべてLISPで 書かれていて種々の支援プロ
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プラムも入れて1万 行をはるかに超える複雑なプログ

ラムとなっている。

 GRADEに は、この他に辞書システムとの結合をす

る部分がある。辞書データは膨大であるので現在のと

ころ大型計算機の標準ランダムアクセス ・ファイルシ

ステムを利用 して記憶 されている。 したがって、必要

な辞書データはファイルから読み出してLISP形 式で

主記憶の上に展開しGRADE文 法の使用に供するよう

になっている。

 GRADEに 付属した支援プログラムには種々のもの

がある。辞書データの誤 りをできるだけ少なくするため

に、パンチされた辞書データの誤りをデータの初期入力

のときにできるだけ発見するプログラムが作られてお

り、また、計算機内の辞書データの変更、追加などのた

めのプログラムなどが代表的なものである。4つの研究

機関が文法、辞書データ作成を分担 しているため、計算

機間のコー ド変換をはじめとして、お互いのインターフ

ェイスを うまくまとめるためのプログラムがいろいろ

必要で、こういったなんでもないところに予想以上の手

間がかかった。GRADEの 詳細は他にゆずる。

7.3辞 書情 報 とその シス テ ム化

 機械翻訳において辞書が大切なものであることはま

すます認識されてきつつある。われわれの場合には、

短期間の間に大量の辞書データを整備蓄積 しなければ

ならなかったために、いくつかの工夫を必要とした。

それは、辞書データをできるだけ一 目でわかる形の形

式で表 し、むだな情報の記入をせず、最小限度の記入

ですむようにすること、計算機のことを知 らない一般

の人でも記入ができることであり、 さらに多くの人に

平行に作業をしてもらうときにできるだけ質をそろえ

るために、辞書情報の記入のための作業手続きを詳 し

く書いたガイ ドラインを作成 したことにある。

 辞書は使用の上から入力文解析のための辞書、言語

間変換のための辞書、出力文生成のための辞書、およ

び形態素解析のための辞書、形態素生成のための辞書

の5つ に分けられる。 これ らの辞書の うち、言語間変

換の辞書の部分を除いて、他の1つ の中立的な形の辞

書として作ることができ、そこか ら使用 目的に応 じた

辞書を生成 して使用する。 したがって、単一言語の辞

書としては、この中立的な辞書を作ることにな り、辞

書管理、すなわち辞書データの追加、変更、削除など

はすべてこの中立的辞書において行 うことにしている。

 辞書は使用上から入力文解析のための辞書、言語間

変換のための辞書、出力文生成のための辞書、および

形態素解析のための辞書、形態素生成のための辞書の

5つ に分けられる。 これ らの辞書の うち、言語間変換

の辞書の部分を除いて、他は1つ の中立的な形の辞書

として作ることができ、そこから使用 目的に応 じた辞

書を生成 して使用する。 したがって、単一言語の辞書

としては、この中立的な辞書を作ることになり、辞書

管理、すなわち辞書データの追加、変更、削除などは

すべてこの中立的辞書において行 うことにしている。

 辞書データは現在約55,000語 計算機に入れてある

が、その内容は動詞約3,000語 、形容詞、形容動詞約

1,000語 、普通名詞および電気工学を主とする科学技

術用語約5万 語、連体詞、副詞その他の付属語約800

といったところである。動詞、名詞の主なものは翻訳

を対象 としたJICSTの 抄録の最初の3,000文 に現れる

ものをとり、それにJICSTで 別途抽出した11万 語の

用語辞書か ら選んで作成 した。

 辞書に記入すべき情報はどのような文法概念を用い

てどのような解析を行 うかということに依存すること

はやむをえないが、できるだけ中立的、一般的に作る

ことを心がけた。文法としては格文法をとることにし、

格の種類 として表1に 示すものを採用 した。ある動詞

の種々の格スロットにどのような名詞が入りうるかを

規定す る方法としては、意味素性としては図1-1、 図

1-2に 示すものを採った。これ らの意味素性のいくつ

かのもののAND,OR結 合によって、動詞の格スロッ

トに入 りうる名詞を規定する。

 辞書情報は記入フォーマソトをきめ、記入のための

作業基準書を作って多人数での作業が可能なよう工夫

をした。記入フォーマットは名詞、動詞、形容詞、副
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詞その他の品詞について作 られている。辞書は日本語

(解析、生成に供用)辞 書、日英変換のための辞書、

英語(解 析、生成)辞 書な どが用意 されているが、そ

の詳細は他にゆずる。

7.5翻 訳 結果 の評 価

 翻訳結果の訳文の質の評価法は、できるだけ主観的

な判断を避け、評価者個人による評価のバラツキを少

なくする必要がある。今回のプロジェク トでは、

7.4機 械 翻 訳 シ ス テ ム ・マ ンマ シ ンイ ンタ ー

  フェー スの作 成

 現在の機械翻訳システムは、今回のプロジェク トで

作成 したシステムを含めて、何 らかの形式で人間の援

助を必要とする。また、辞書等の翻訳に必要な言語デ

ータも、対象分野に応 じて適宜用意する必要があ り、

この点でも柔軟なマン ・マシンインターフェースを準

備する必要がある。 このようなことから、今回のプロ

ジェク トでは、機械翻訳システムを中核に持つ総合シ

ステムとして、次のようなシステムを開発 した。これ

を図2に 示す。

① テキス トの準備のためのエディタ(前編集エディタ)

② 入力テキス トと出カテキス トを相互に参照 しなが

  ら、出カテキス トを編集するためのエディタ(後

 編集エディタ)

③ 汎用辞書とユーザ用の個人辞書 とを分離 して管理

 する階層的な辞書管理システム

④ 辞書フォーマ ッ トの記述を直接編集する画面エデ

 ィタ

 特 に 、④ の辞 書 フ ァー マ ッ ト ・エ デ ィ タ は 、辞 書 作

成 者 が 辞 書 デ ー タ の 内部 的 な 管理 形 式 とは独 立 に 、辞

書 の 記 入 フ ォー マ ソ ト用 紙 の イ メ ー ジ を 直接 操 作 で き

る よ うに した もの で あ り、一 般 用 辞 書 ・ユ ー ザ の 個 人

辞 書 の 双 方 を編 集 す る こ とが で き る。

 また 、 こ の総 合 シ ステ ム は 、京 大 ・ETL・JICSTの

各研 究 組織 で 開 発 され た ソ フ トウェ ア 、及 び 言 語 デ ー

タ を相 互 に 結 合 し、 形 態 素 解 析 ・構 文 解 析 ・変 換 ・構

文 生成 ・形 態 素 生 成 を 、バ ッチ 運 用 ・TSS運 用 の 各 モ

ー ドで 実行 で き る よ うに した もの で あ り
、 翻 訳 シス テ

ム 開発 時 の 各種 テ ス トも可 能 な よ うに 工 夫 され て い る。

① 理解容易性:訳 文だけを読んだときの理解の容易 さ

② 忠実度:訳 文と原文 との意味のずれ

 とい う2つ の尺度を設け、各尺度 ともに訳文の修正

作業と関連づけること、評価法を詳細に規定 したマニ

ュアルを用意す ることにより、評価値が個人の主観に

依存する度合を極力低くすることとした。この評価法

は、本プロジェク トの翻訳結果の評価に用いただけで

なく、いくつかの他の翻訳システムにおいても採用さ

れるようになっている。

 理解容易性の基準を表2に 、忠実度の基準を表3に

しめした。

 日英翻訳システムの性能評価は、翻訳実験の進行と

ともに2回 に分けておこなわれ、それぞれ3,000文 と

10,000文 の翻訳結果が評価 された。10,000文 の翻訳

結果は(表4に 示す)、3,000文 の評価に比べ、未知語

(未登録語)が頻出するなどの理由から多少悪 くなって

いるが、いずれの場合も、理解容易性、忠実度 ともに

80%前 後が翻訳結果 として許容範囲に入っていると

判断され、両尺度ともに許容範囲となったのは60%を

超えている。

 この結果は、原文の前編集を全く行なわなかった場

合であ り、論文抄録文の原文 自体が長 く、複雑で理解

困難なことを考えると、前編集、後編集を前提 とする

現在の機械翻訳システムの性能 としては十分であると

考えられる。

 英日翻訳システムの性能評価も、日英の性能評価法

とほぼ同じ方式で行なわれ、翻訳結果3,000文 の評価

結果(表5に 示す)も ほぼ同 じであった。

 なお、日英翻訳システムの対象テキス トは、JICST

発行の論文抄録誌から、また、英 日翻訳システムのテ

キス トは、INSPEC抄 録誌か ら、いずれ も、無作為に
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採 られ、原文の前編集は全 く行なっていない。

 言語間についての機械翻訳用辞書のあるべき姿を言

語理論的、計算言語理論的に研究する必要がある。

7.6研 究の波 及 効果及 び 問題 点

7.6.1研 究 の位 置付 け及 び波 及 効果

 本研究が開始 されるまで、機械翻訳の研究は小規模

で限定されたモデルがいくつかの大学や研究所で行な

われていた程度であった。

 外国においては、少数の商用システムがあったが、

いずれも1960年 代の考え方の基づいた古い形式のも

ので十分な能力をもつ とは言いがたいものであった。

研究 としてはカナダで英仏機械翻訳システムの研究が

行なわれていたが行き詰まりを見せていた。一方 ヨー

ロッパ共同体ではEUROTRA計 画 という多言語間機

械翻訳の研究がようや く開始されようとしていた。

 いずれにしても日本語とヨーロッパ諸言語、特に英

語 との間の機械翻訳は全く行なわれていなかった。一

方欧米からは日本の目覚 しい科学技術の進展の基礎を

なす科学技術情報の入手が盛んに要求 されるようにな

り、日英機械翻訳システムの開発が国として必要であ

るとされた。

 このよ うな 日本語と英語 との間の機械翻訳 システム

の開発の必要性は特に電子計算機関係の企業で必要と

感 じられて来ていたが、従来の技術開発 とは異な り、

言葉とい う複雑なものをどのよ うに処理 していったら

よいかについて明確な方針がたたないとい う状況にあ

った。

 このような状況の中で、本研究が果た した役割 りは

次のように要約される。

(1)科 学技術文献の抄録の日英、英 日機械翻訳によっ

  て文献内容の情報の伝達の可能性を明らかに し

  た。

(2)こ の機械翻訳システムを科学技術文献抄録のデー

  タベースに接続することによって、翻訳機能を持

  ったデータベースサー ビスの可能性を示 した。

(3)日 本が国 として文献速報のための機械翻訳 システ

  ムの研究開発 を開始 し具体的成果 をあげつっあ

  るということは、ヨーロッパ共同体、カナダ政府

  等における機械翻訳システム開発に大きな刺激

  をあたえた。

(4)本 研究は世界各国の計算言語業界に影響を与え、

  最近各国でこの方向の研究が活発におこなわれ

  るようになって来た。これは計算言語学国際会議

  論文集、い くつかの学術雑誌にも現れてきている。

  米国カーネギーメロン大学にも機械翻訳研究所

  が最近作 られた。

 〔参 考 〕

 JICSTで は 、科 学 技 術 振 興 調 整 費 に よ る研 究 の成 果

を活 用 し、 実 用 機 械 翻 訳 シス テ ム を開 発 す る計 画 で あ

る。

 これ は 、JICSTの オ ン ライ ン情 報 シ ステ ム(JOIS)

で 、1986年10月 よ り国 内 外 にサ ー ビスす る 予 定 の

JICST英 文 デ ー タベ ー ス(日 本 文 献 の 抄 録 、キ ー ワー

ド等 を英 文 化 した デ ー タベ ー ス)作 成 を支 援 す るた め

の 日英 翻 訳 シ ステ ム と、 同 じくJOISで サ ー ビス して

い る外 国 の デ ー タベ ー スの 和 訳 の ため の 英 日翻 訳 シス

テ ム よ り成 る。

 開 発 期 間 は 、 日英 翻 訳 シ ステ ムが1986年 度 よ り3

年 間 、 英 日翻 訳 シ ステ ム が1988年 度 よ り2年 間 の 予

定 で あ る。 開発 完 了時 の 辞 書 の語 数 は 日英 、 英 日翻 訳

シ ステ ムそ れ ぞ れ30万 語 の 見 込 み で あ る。

 なお 、JICST英 文 デー タベ ー ス は現 在 手 作 業 で 英 訳

し、か つ 当 面 タ イ トル のみ の英 訳 が主 で あ るの で 、 少

しで も早 く機 械 翻訳 シ ス テ ム を 開発 し、抄 録 文 まで 含

め た英 文 デ ー タベ ー ス を 作成 す る こ とが 望 まれ る。

7.6.2社 会、経 済に対す る貢献 の状況及 び可能性

 本研究は文献抄録のもつ情報の機械翻訳を通 じての

速報システムの可能性を示すためのシステムを作 り、

その可能性を実証す ることにあったため、現在の段階

では学問世界、企業等における製品化等に対 して貢献
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はしたが、社会一般、経済界に対 して具体的に貢献す

るところまで行っていない。

 しかし、この研究を通 じて自然言語処理技術がこれ

からの情報社会の中核的技術であり、その中でも機械

翻訳システムは日本語ワー ドプロセ ッサの次に来るべ

き大型商品であり、この技術を用いた人間と機械との

対話システムの作成もすみやかに開発すべきものであ

ることが広 く認識 されて来てお り、そのうちに 「言語

産業」と称すべき産業分野が形成されてゆくものと期

待されるようになって来た。

7.6.3.今 後 の 問題 点

(1)言 語は膨大な例外の集積であるとでも言 うべきも

  のであるから、文法、辞書の不断の改良、精密化

  が不可欠であ り、またこれを行な うことによって、

  質の改善 された翻訳結果 を得 ることが期待 され

  ている。

(2)本 研究で開発 したシステムはあくまでも機械翻訳

  の実用への可能性を示すためのプロ トタイプシ

  ステムであったから、実用システムとして用いる

  ためにはそれなりの改良を行い、システムの作り

  直しをする必要がある。

(3)本 研究で開発 したシステムは科学技術論文の抄録

  を対象 としているため、そこにはほとんど現れな

  い疑問文、命令文、感嘆文などの翻訳のための文

  法、さらに一般の文章の翻訳のための辞書データ

  の蓄積など、使用目的に応 じた改良 ・拡充を行 う

  必要がある。

(4)上 記(3)と同様な観点か ら、現在対象 としている電

  気工学関係のテキス トから、さらにその他の科学

  技術分野の文章が翻訳できるよう、専門用語辞書

  の充実を行なう必要がある。

(5)日 英 ・英 日翻訳システムにおける解析文法、生成

  文法、変換文法、変換辞書はそれぞれ独立である

  が、これが両システムで共通に使えるかどうか、

  研究を行な う必要がある。

(6)代 名詞の指すものの推定、省略句の推定、さらに

文脈処理、文章理解の方法など機械翻訳のための

基礎研究を今後強力に進める必要がある。単一言

語、多言語間についての機械翻訳用辞書のあるべ

き姿を言語理論的、計算言語理論的に研究する必

要がある。

参 考 文 献

 1)長 尾 真 、辻 井 潤 一 、中村 順 一 、坂 本 義 行 、鳥 海 剛 、

  佐 藤 雅 之 、 「科 学 技 術 庁 機 械 翻 訳 プ ロ ジ ェ ク トの

  概 要 」、 「情 報 処 理 」、Vbl.26、 No.10,1985.

2)学 技 術 庁 科 学 技 術 振 興 局 、昭 和57年 度 ～60年 度

  科 学 技 術 振 興 調 整 費 「日英 科 学 技 術 文 献 速 報 シ ス

  テ ム に関 す る研 究 」。
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表1 日本語格ラベルー覧表

(1)主 体

(2)対 象

(3)受 け手

(4>与 え手

(5)相 手1

(6)相 手2

(7)時

(8)時 ・始 点

(9)時 ・終 点

(10)時 間

(11)場 所

(12)場 所 ・始 点

(13)場 所 ・終 点

(14)場 所 ・経 過

(15)始 状 態

(16)終 状態

(17)属 性

(18)原 因 ・理 由

(19)手 段 ・道 具

(20)材 料

(21)構 成 要 素

(22)方 式

(23)条 件

(24)目 的

(25)そ≦と害り

(26)内 容 規 定

(27)範 囲既 定

(28)提 題

(29)観 点

(30)比 較

(31)随 伴

(32)度 合

(33)陳 述

SUBject

OBJect

RECipient

ORIgn

PARtner

OPPonent

TIMe

Time・From

Ti皿e-TO

DURation

SPAce

Space-From

Space-TO

Space-Through

SOUrce

GOAI

ATTribute

CAUse

TOOI

MATerial

COMponent

MANner

CONdition

PURpose

ROLe

ConTent

., :.

TOPic

VIEwpoint

COmpaRison

Accompaniment

DEGree

PREdicative

一 が

一 を

一 に 与 え る

一 か ら受 け る
,奪 う

一 と協 議 す る、 異 な る 、 一 に 関連 す る

一 か ら保 護 す る
,独立 す る

1980年 に

5月 か ら

来年まで

5分 間加熱する

一 に位 置 す る
、 一 で発 生す る

一 か ら帰 る

一 へ 送 る、 一 に到 達 す る

一 を通 る
、 上 空 へ飛 ぶ

5.5%か ら6%へ 引 き上 げ る

英語から日本語に翻訳す る

適 応 性 に富 む 、 欠 け る、 乏 しい

事 故 で 死 ぬ 、 一 か ら分 か る

イ オ ン法 で 、 ドリル で

ペ ー ス トで 作 る

一か ら成 る
、 一 で構 成 す る

並 列 に 、10m!secで

焦点深度で決まる

一 に適 す る
、備 え る 、必 要 な

議 長 に選 ぶ 、 一 と して用 い る

一 と呼 ぶ 、述 べ る 、み なす

一 に つ い て
、 一 に 関 して

一 よ り大 き い 、 一 に 劣 る 、 一 を 上 回 る

立 場 か ら、 一 の 点 で

一 よ り大 きい 、 一 に 劣 る 、 一 を 上 回 る

一 と と も に
、 一 に 伴 っ て

5%増 加 す る、3キ ロや せ る

一で あ る

注)英 語名中、大文字の部分(3字)を 略称とする。
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表2 理解容易性の基準

1

2

3

4

5

文意は明瞭で疑 う余地はない。文法、用語用法、文体ともに適切で、なんら修正の必要はない

文意は明瞭で理解できるが、文法、用語用法、文体上に多少の問題が見られ、1に は至らない。ただ し、

こうした欠陥を改善するにあたっては出力文だけ見て外人評価者単独で修正を施すことができ、日本人評

価者の援助を必要としない。

全体的文意は把握できるが、文法、用語用法上の問題のために細部理解に自信が持てない。こうした問題

を取り除き、さらに文体面の改善を施そ うとすると、修正方法がひとつに定まらず、入力文の意味すると

ころを日本人評価者に確認 しなければならない。

文法、用語用法上の問題が多いので、相当な思考の後わずかに文意を仮定できるか、もしくはほとんど把

握できない。こうした問題を解決 して文体を改良するよう手を加えるより、新たに翻訳をや り直 した方が

時間も早く、質も向上すると思われる。

ま っ た く理 解 で き な い。 どん な に熟 考 、検 討 して も文 意 を と る こ とは 不 可 能 で あ る。

表3 忠実度性の基準

0

1

2

3

4

5

6

入力文の構造は出力文に忠実に再現 されていて、外人がみても明瞭で、修正する必要がない。

入力文の構造は出力文に忠実に再現されていて、また外人にも明瞭に理解できるが、多少の修正は必要で

ある。ただし、その修正は与えられた修正文だけにもとづき、外人が単独で行える。

入力文の構造は出力文に忠実に再現されているが、語の置き換えを必要とする。

入力文の構造は出力文にほぼ忠実に再現されているが、句と句の関係、時制、数、態、副詞の位置などに

誤 りがある。また、単語が重複 して出力されているなどの誤りがある。

入力文の構造は出力文にあまりよく再現されていない。句の要素の欠落、節 と節、節 と句、あるいは節内

の関係に誤 りがある。

入力文の構造は出力文に良く再現されていない。節や句の欠落があるが、一応文 として成立している。

入力文の構造はまったく出力文に再現 されていない。主語や述部の欠落があるため、文 として成立してい

ない。ただし、表題のような名詞句にあっては、その主名詞(日 本語で最後に位置す る名詞)、 またはこ

れを直接修飾する節 ・句の動詞的要素が欠落 している。
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表4 日英翻訳文 の評価結果(10,000文)

理解

容易性

1

2

3

4

5

合計

割合

忠実度

0

2058

52

36

2

1

2149

18.9

1

79

:.

111

3

0

1056

9.3

2

.:

667

 ..

94

34

2101

18.5

3

376

503

: ・

181

38

193?

17.0

4

303

336

1012

394

118

2163

19.0

5

144

200

346

140

49

..

7.7

6

63

99

407

248

227

1044

9.2

不備

8

5

22

9

2

46

0.4

合計

3649

2725

3461

1071

469

11375

割合

32.1

24.0

30.4

9.7

4.1

表5 英 日翻訳文 の評価結果(3,000文)

理解

容易性

1

2

3

4

5

合計

割合

忠実度

0

592

10

6

1

1

612

21.1

1

59

285

4

0

0

.・

12.0

2

85

53

437

144

38

757

26.1

3

47

54

106

59

17

183

6.3

4

54

52

144

121

44

415

14.3

5

8

4

11

20

4

47

1.6

6

12

8

47

119

236

424

14.6

不備

1

0

1

2

4

8

0.2

合計

860

466

756

466

346

2894

割合

29.7

16.1

26.1

16.1

11.9
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國
国 ・地 域 ・機 関 ・組 織

 (Nations & Organizations)

OV

生 物

(ANIMATE OBJECT)

m

os

OS

OP

非 生物

(INANIMATE OBJECT)

ox

ON

m

IO

OA

OI

知 的 抽 象 物

(INTELECTUAL OBJECT)

OY

IT

IC

EO

IS

IG

IX

部 分

(PnRrs)

EF

AO

EL

属 性

(ATTRIBUTE)

EX

m

AR

AF

PO

AC

AT

AP

現 象

(PHENOMENON)

AX

PN

PP

PE

PB

PS

PC

PX

人(FIUMANS)

動物(ANIYA[,S)

植 物(PLANfS)

そ の他(01HERS)

自然 物(NATURAL SUBJECTS)

部 品 及 び 材 料(PAET&MATERIALS)

生製 物(ARTIFC IAL SUBSTANCES)

施 設(INSTITUTIONS)

そ の他(011fERS)

理 論 ・法 則 ・学 問(T【 田ORIES, RULES)

知 的 抽 象 的道 具(ABSTRACT TOOLS)

知 的 抽 象 的材 料(ABSTRACT 61ATERIA[S)

知 的 抽 象 的生 製 物(ABsTRAcT PRoDucrs)

そ の 他(〔)'[HERS)

部 品 ・要 素(PART&ELEMENTS)

物 の 器 官 及 び 構 成 要 素(ORG州S&COMPOENTS)

そ の 他(()11iERS)

属性 名(ATRIBUTE NAMES)

関係(RELATION)

形 態(SHAPES)

状 態(CON[〕ITIONS)

構 成(STRUCTURES&CONSTRUCTIONS)

特 徴(NATURES&PROPERTIES)

そ の他(()11iERS)

自然 現象(NATURAL PHENOMENA)

物 象(PHYSICAL PHENOMENA)

力 ・エネ ル ギ ー(POWER&ENERGIES)

生 理 的現 象(PHISIOLOGICAL PENOMENA)

社 会 的 現 象(SOCIAL PHENO團ENA)

制 度 ・慣 習(SYSTEMS&CUST(M[S)

そ の 他(01NERS)

図1・1名 詞 意 味 マ ー カ ー 体 系 表(1)
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SO

心 情

(SENSE & FEELING)

SP

DO

SI

SX

行 動

(ACTING)

DA

MO

DM

DX

測 度

(MEASUREMENTS)

MN

D

MS

MU

MX

感 覚 ・反応(FEEL ING&REA(:T IONS)

認 知 ・思 考(RECOGNITION&THINE(INGS)

そ の他(OTHERS)

行 為(ACTS)

動 き(MOTIONS)

そ の他(㏄HERS)

数(㎜RICS)

数 量名(NAMES OF㎜RALS)

基 準 ・標 準(STANDARDS)

単 位(UNITS)

そ の他(OTHERS)

国
 場 所 ・空 間

 (SPACES & TOPOGRAPHY)

TT

時 間

(TIME)

TP

TD

TA

TX

時 点(Tn妃POINTS)

時 間 間 隔(TIDE DURATION)

所 用 時 間(TIME ATRIBUTES)

そ の他(㏄HERS)

画
 全体のその他((πHERS)
 この他 、特定の語につける意味スロットとして以下のものがある

WW

WT

WD

WS

WR

WM

WP

WA

WC

WL

WK

WV

WO

wx

TIME

DURAT ION

CAUSE

RESULT

MANNER

PURPOSE

APPOSITION

CONDITION

PARALLEL

RELATION

DERIVATION

EXPRESSION

OTHERS

図1・2 名詞意 味マーカー体 系表(2)
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8.0概 要

 今 回 は 、 日本 を 中心 に、1987年 度 ～1994年 度(8

年 間)に わ た っ て、ア ジア 各 国 と協 力 して行 われ た 「近

隣 諸 国 間 の 機 械 翻 訳 シ ステ ムに 関 す る研 究 協 力」 にっ

い て 、報 告書1).`1)に基 づ い て 、そ の概 要 を報 告 します 。

8.1は じめに

 この研究は、財団法人国際情報協力センターの共同

研究として行われました。

8.2研 究の 目的

 機械翻訳 システムに関す る研究協力事業は、最新

の情報処理システムを近隣諸国と共同研 究開発する

こと、この共同研究開発から派生する母国語情報処

理技術の基盤を確立すること及びその他 さまざまな

技術交流や文化交流を促進することを目的 として実

施された。

 技術面では、日本、中国、イン ドネシア、マ レー

シア及びタイのアジア5力 国を対象 として、これ ら

の どの国の言語に も翻訳で きる方式の研究開発 を

行 うことを、経済面では、情報処理分野の文献を実

用的 な速 さで及 び正確 さで翻訳を行 うことを目標

とした。

8.3研 究 の 概 要

① 名 称:Multi-lingual Machine Translation(MMT)

 Project

② 対 象 国:中 国 、 イ ン ド ネ シ ア 、 マ レ ー シ ア 及 び

 タ イ

③ 期 間:1987年 度 ～1994年 度(8年 間)

 1995年 度 、1996年 度(2年 間)フ ォ ロー ア ップ

④ 予算:162百 万 円(87年 度)

    332百 万 円(88年 度)

    639百 万 円(89年 度)

    880百 万 円(90年 度)

    902百 万 円(91年 度)

    981百 万 円(92年 度)

累計

  累計

⑤ 内容:

981百 万 円(93年 度)

948百 万 円(94年 度)

   5,825百 万 円

16百 万 円(95年 度)

16百 万 円(96年 度)

   5,857百 万 円

中 間 言 語 方 式 に よ り 、 日本 、 中 国 、 イ ン ドネ シ

ア 、マ レー シ ア 及 び タ イ の ア ジ ア5力 国 間 の 言

語 を 対 象 と し て 、こ れ らの ど の 国 の 言 語 に も 翻

訳 で き る 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 研 究 開 発 を 行 う

こ と。

8.4実 施 体 制

① 通商産業省からの委託を受けて、国際情報化協力セ

 ンターが実施。

② 日本語側では、電子技術総合研究所、(株)日 本電

 子化辞書研究所(EDR),(財)情 報処理相互運用

 技術協会(INTAP)、 関連企業(沖 電気工業、シャ

 ープ、東芝、日本電気、 日立製作所、富士通、三

 菱電機)、 学術経験者等の協力参加。

③ 共同研究の相手方:中 国計算機軟件與技術服務総

 公 司(CS&S)、 イン ドネ シア技術評価応 用庁

  (BPPT),マ レーシア教育省(MOE)、 タイ国立

 コンピュータ技術センター(NECTEC)等 。(マ

 レーシアについては、1995年 にマ レーシア国立

 翻訳研究所(ITNM)に 移管、さらにマ レーシア

 工科大学に移管)

8.5内 容及 び成 果

 このプロジェク トでは、5力 国語間の機械翻訳シス

テムにおいて 「中間言語方式」を採用 した。研究開発

の内容及び成果として、中間言語の仕様を作成、作成

した仕様に基づく機械翻訳システムの開発及び電子化

辞書 ・コーパスの作成、開発 したシステムによる機械

翻訳の実証実験等が挙げられる。
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(1)中 間言語の仕様の作成

 対象とする5力 国で表現 された文章を独 自の表現形

式で表すための仕様(規 則、記述方法等)を 作成 した。

当初の仕様は、何度も見直しが行われ、改善が図られ

た。

(2)シ ステ ム 開発

 作 成 さ れ た 中 間 言 語 の 仕 様 を ベ ー ス に して 、機 械

翻 訳 シ ス テ ム が 開 発 され た 。 この シ ス テ ム は 、 入 出

力 シ ス テ ム 、 翻 訳 支 援 シ ス テ ム 、 文 解 析 シ ス テ ム 、

文 生 成 シ ス テ ム 、 電 子 化 辞 書 シ ス テ ム 、 文 章 フ ァ イ

ル 管 理 シ ス テ ム 、 ネ ッ トワー ク シ ス テ ム 等 か ら構 成

され た 。

(3)電 子化辞書及びコーパス作成

 機械翻訳システムを実際に稼働 させるためには電子

化辞書が不可欠で、対象とした各国語について、基本

語および専門用語の電子化辞書を作成 した。また、実

証実験の対象データとして、各国語で記述された3000

の例文(コ ーパス)を 作成 した。

(4)実 証実験

 開発された機械翻訳システム及び作成された電子化

辞書を使用 して、作成 したコーパスを対象に各国語間

での翻訳の実証実験を行った。最終的に、目標とした

少なくとも50%の 翻訳率をクリアした。

8.6経 過

 1987年 度 か ら1994年 度 まで の8年 を か け て 、機 械

翻 訳 シ ス テ ム の 研 究 開 発 を進 め た 。1995年 度 及 び

1996年 度 に は 、8年 間 の 共 同研 究 の 成 果 を も とに 、 フ

ォ ロー ア ップ 事業 を 実施 した。

(1)機 械翻訳システムの基礎研究(1987,88年 度)

 最初の2年 間で、機械翻訳システムを構成するいく

つかのシステムと要素の基本仕様を設計 し、試作 した。

約5000語 の辞書と数十の例文を作成 し、文法規則の

仕様を設計した。また、限定された翻訳例文を使って、

機械翻訳システムの処理能力を確認 した。

(2)機 械翻訳システムの研究開発(1989～92年 度)

 次の4年 間で、基本語辞書約5万 語 、情報処理

関連の専門語2万5千 語及び約3000の 例文を作

成 し、文解析や 文生成 を制御す る文法規則 を試作

した。 また、追加 した翻訳例文 と任意の 自然 文を

使って、機械 翻訳 システムの翻 訳処理能力を確認

した。

(3)機械翻訳システムの評価 と改良(1993、94年 度)

 最後の2年 間で、(2)段 階 までに試作 され た機

械翻訳システムを使 って、翻訳処理能力実験 を繰

り返 し、辞書、文法規則お よびシステ ム全体 を改

善 した。

(4)機械翻訳のフォローアップ事業(1995,96年 度)

 8年 間の共同研究の成果をもとに、研究に参加 した

各国において、辞書 ・文法の改良 ・追加 ・機械翻訳シ

ステム実用化に向けた追加研究を独 自に実施できるよ

うに支援 した。

8.7各 国 の研 究機 関の状 況

(1)中 国

 CS&Sは 、本プロジェク トにより大きく発展 した。

また、本プロジェク トに参加 した清華大学等の大学に

おける言語情報処理に関する研究能力も向上した。

 その後、CS&Sは 、独自に中一英、中一日の機械翻

訳システムを開発 した。

(2)イ ン ドネ シ ア

 BPPTは 、 この 分 野 で はゼ ロか らの 出発 で 、 大 き く

成 長 、発 展 した。開 発 した 機 械 翻 訳 シ ステ ム を維 持 し、

イ ン ター ネ ッ トに よ る電 子 化 辞 書 、翻 訳 サ ー ビ ス を行

った 。また 、独 自に1997年 か ら2002年 ま でへ の 自然

言 語 処 理 に関 す る研 究 計 画 を策 定 し、 実施 した 。
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(3)マ レー シ ア

 ITNTは 、機 械 翻 訳 シ ステ ムの 研 究 か ら撤 退 し、 マ

レー シ ア工 科 大 学 へ 引 き継 い だ 。INTNの 実施 して い

た マ レー シ ア語 の ス ペ ル チ ェ ッカー の 開発 、電 子 化 辞

書 の 生 産 は 、残 念 な が ら 中止 とな っ た。

2)CICCの ホ ー ム ペ ー ジ よ り、国 際 共 同研 究 開発 、 「近

 隣 諸 国 間 の 機 械 翻 訳 シ ス テ ム に 関 す る 研 究 協 力

  (M'1')、http:〃www.ci㏄.orjp/japanese/kyoudou/mt.

 html

(4)タ イ

 NECTECは 、1997年 初 め に設 立10周 年 の記 念 行

事 を 行 っ た が 、 本 事 業 と と も に 発 展 した 。 独 自 に

CD・ROMに よ る電 子 化 辞 書 を開 発 ・製 品 化(タ イ 語

全 般 、 タ イ語 用 例 、 タイ 語 同義 語 ・反 義 語 、 タイ 語 一

英 語 、 英 語一 タイ 語)し 、 そ の 改 訂 版 を製 作 した 。

8.8フ ォ ロー ア ップ活 動

 CICCと しては、これまでの10年 間の研究開発の実

績、培われた人的ネッ トワーク等を活用 して、関係国

との間で、機械翻訳に関する情報交換等を独自に実施

した。具体的には、①研究者、研究機関リス トの作成 ・

提供、②電子メールやインターネ ット電子会議による

情報交換、③各国 リポー ト等のホームページによる情

報提供、④本プロジェクトに関する小冊子の作成等を

行 った。

 また、機械翻訳に関する新 しいプロジェク トの可能

性を検討するなど、関係機関との連携を図った。

8.9背 景

 当時、通商産業省は、アジアにおけるコンピュータ

産業およびAI技 術の発展を支援するために、ワーク

スステーションタイプの計算機を日本の各メーカーか

ら、各国に提供 し、各国がその計算機上にソフ トウェ

アを開発する技術を習得するために、機械翻訳ができ

る環境を構築することを支援するといった目的があっ

た という話を、私は耳にしたことがある。

参 考 文 献
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9.0概 要

 今回は、特許庁を中心に行われた総合調査にっいて、

昭和60年 度～63年 度(1985～89)に 行われた特許関

連の情報に関する 「日英自動翻訳システムに関する総

合的調査」について、報告書1)に 基づいて、その概要

を報告 します。

9.1は じめに

 この研究は、財団法人 未来工学研究所に設置 され

ましたプロジェク トを中心に調査が行われました。

プロジェク トのメンバー

【自動翻訳システム調査研究委員会】

 委員長 草薙 裕

     筑波大学/文 芸 ・言語学系

委員

             教授

坂本 義行

工業技術院/電 子技術総合研究所

      主任研究官

野村 浩郷

九州工業大学/情 報工学部 教授

荻野 綱男

筑波大学/文 芸 ・言語学系 講師

嶋田 祐輔(財)日 本特許情報機構/

        システム部 部長

福田 光男

(株)特 許デイタセンター/技 術情報部 部長

内田 裕士

(㈱富士通研究所/ソ フトウェア部 部長f耀

[未来工学研究所】

     西澤 利夫 技術政策研究グループ 主任

          研究員(主 幹)

     八ッ橋 武明 研究企画室 主任研究員

     小泉 則彰 技術政策研究グループ 主任

           研究員

     前間 孝則 第1研 究部門 主任研究員

     太田 究三郎 第一研究部門 研究員

     清水 房子  第一研究部門 研究員

[研究協力]

佐和田芳郎 京都大学/教 育学部 助手

9.2調 査研 究 の 目的

 特許情報の国際的流通の必要性が論じられる中、我

が国では公開特許の一部について英文抄録を作成 し、

海外の要求に応えていくうえで作業量とコス トの問題

が看過できなくなってきている。翻訳業務における要

員確保を容易にし、人件費その他のコス トの上昇を緩

和するために、早期に対策を講 じる必要がある。また、

特許情報 とともに、我が国の実用新案についてもその

技術内容の紹介への要望も高まってきており、何らか

の対応が早急に必要になっている。

 一方、近年、機械翻訳システムの開発が進展 し、

実用に耐 える能力を示すよ うになってきた。 この よ

うな情勢のもと、昭和60年 度以来、特許庁では公開

特許抄録の翻訳実験、導入波及効果の分析、日本語

ガイ ドラインの策定や コス ト評価等、特許分野への

機械翻訳システム導入について、課題の抽出 ・整理 ・

対処方策の検討 をすすめてきた。これ らの成果を受

けて、昭和63年 度には実用新案書誌データの機械翻

訳に焦点を置 き、特許 ・実用新案情報の機械翻訳の

実システムの課題 と展望を検討 した。

9.3調 査研 究 の方法

 本調査では公開特許抄録の翻訳実験、波及効果の分

析、 日本語ガイ ドラインの策定やコス ト評価を行い、

特許分野への機械翻訳システム導入について、その課

題の抽出 ・整理 ・対処方策の検討をすすめてきた。 し

か し、機械翻訳システムのための専門用語辞書の問題

は未解決のまま残されてお り、後編集コス トとの関係

で辞書構築の範囲を明らかにすることがテーマのひと

つになっている。一方、特許庁の政策課題として、「実

用新案書誌」の翻訳がクローズ ・アップされている。

そこで、機械翻訳の導入が最も近いと思われる実用新

案書誌について、辞書の問題に留意 しつつ、機械翻訳

導入の展望と課題について詳細に検討することに した。
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① 自動翻訳用辞書整備におけるターミノロジーの検討

 複合語が容易に創出されることは 日本語の特徴で

 ある。これは概念の創発にとって有利な条件であ

 るが、語彙管理上は問題がある。 このため、辞書

 管理の観点から未登録語の抽出実験を行い、登録

 について検討する。

② 実用新案書誌デー タ等の 自動翻訳 の実証調査

  1)機 械翻訳実験:実 際の運用における機械翻

  訳の問題点を洗い出すため、実用新案書誌の翻

  訳実験 を行 う。また複合語を中心 とする語彙登

  録が どこまで必要か、またコス ト的に許 され る

  かを、後編集作業 との関係で分析する。

  2)ワ ー クステーシ ョン翻訳試行:コ ンピュー

  タ技術 の高度化に伴い、機械翻訳のシステムの

  ワークステー ション搭載 可能になっている。そ

  こで、昭和61年 度 の翻訳実験で用いた特許抄

  録によ り、ワー クステーシ ョン上の翻訳 システ

  ムの性能確認 を行 う。

③ 特許 自動翻訳システムの基本構想と将来展望

 過去3か 年の調査 と本年度の実用新案書誌データ翻

訳実験の結果を踏まえて、特許情報分野への自動翻訳

システムの導入のあるべき姿、その課題について総合

的に検討する。

委託元

特許庁

委託先

(財)未来工学研究所

自動翻訳システム

調査研究委員会

参加メーカー

(富士通職 の

図1. 調査研究体制図

9.4特 許 自動翻訳 システムの将来構想

9.4.1知 的所 有権 をめ ぐる国際動 向 と機械 翻訳

(1)国 際動向と特許行政の課題

 最近、日本の技術水準向上と国際的な技術交流 ・協力

の高まりの中で、海外諸国に日本の技術情報を要望する

声が高まっている。しかし、言語上の障害が我が国の国

際的技術交流を大きく妨げている。特許の分野では公開

広報抄録の7割 が英語に翻訳されているのみであり、

経済摩擦の進行のもとで、このままでは今後、国際交流

上さらに大きい問題が惹起される可能性が強い。

 他方、近年の情報処理技術の発展には目覚ま しいも

のがあり、日本語 ・英語間の機械翻訳については、実

用システムが開発 ・市販 される段階に到達 している。

さらに、その高度化には多様な挑戦がなされており、

相当な困難が予想 されるものの、機械翻訳の有効性は

今後徐々に増大するものと思われ る。このような背景

のもとに、特許庁では特許情報分野への日英機械翻訳

の導入の可能性を考慮 し、そのためのシステム評価と

導入方法の検討を開始するに至っている。

 ここで、現行特許制度の直面す る大きな課題 として

次の2点 を指摘することができる。まず第1に 近年の

出願件数の増加である。現在のペースで出願が増大 し、

それにっれて審査請求件数が増えていくと、迅速 ・的

確な権利設定が不可能になる。現在、特許庁では、約

900名 の審査官によって、特許、実用新案あわせて年

間50万 件の出願処理を行ってお り、処理に要する期

間は平均2.5年 である。 しか し、特許庁では処理する

期間がさらに長期化するものと予測 している。

 特許制度の第2の 大きな課題は、国際間の特許摩擦

への対応である。1980年 代以降、世界経済の回復 と、

それにも拘わらず改善の進まない雇用情勢や構造不況

産業の増大、貿易不均衡などを背景に各国で保護主義

的風潮が高まり、貿易摩擦、経済摩擦が激化 している。

一方
、1970年 代年代後半以降、先端技術開発が急速な

進展をみせ、世界経済におけるそのウェイ トの増大が

激 しい国際競争を引き起こすようになっており、ここ

に工業所有権に関する国際的摩擦、いわゆる特許摩擦

が顕在化 してきた。
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 このような情勢に鑑み、特許庁ではいくつ もの総合

的施策を展開 しつつある。まず第1は いわゆるペーパ

ーレス計画の推進である。ペーパーレスシステムは、

特許庁への全出願書類ならびに審査に必要な資料をす

べてコンピュータファイル化 し、また、事務処理、審

査 ・審判、広報発行等の各事務 システムを統合して効

率的な運用を図るものである。ペーパー レスシステム

により特許庁各部署での審査 ・審判の高度化 ・効率化

は言 うまでもなく、社会的な情報インフラ整備や出願

企業の情報通信システム装備を前提に、出願者の特許

情報管理技術、ひいては国際的企業競争力の向上が可

能となる。

 総合的施策の第2は 各国の特許制度が有機的に機能

する国際的枠組みの樹立である。このため、特許庁で

は国際間の特許制度及び運用の調和や開発途上国の特

許整備協力に意をつくしてきた。 しかし、特許摩擦の

中には互いの国の特許制度 ・運用の相違の他、総合の

理解不足に基づ くものも多い。我が国は各国工業所有

権制度の調和を主張し、また 日米貿易委員会では、米

国国際貿易委員会(ITC)の 調査は日米の先端技術交

流を阻害 しかねないとの懸念を表明 してきてもいる。

 いわゆる日米欧の三極特許協力では各国間での共同

プロジェク トが推進 されている。 とくに、コンピュー

タシステムの開発等で成果が上がってお り、現在は次

のものが進行中である。

① 特許出願処理の研究

② 特許バックファイル交換

③ 電子データ交換の標準

④ 化学データの標準化

⑤ 自動化サーチ手法

⑥ 分類システムの相関関係

⑦ 特許サーチ結果の交換

⑧ 特許情報の交換

⑨ 特許情報普及のガイ ドライン

⑩ 特許運用の調和(ハ ーモナイゼーション)

⑪ 自動翻訳

 わが国にとって、特許制度の国際化の問題は、制度

の問題 と相互理解の不足 との二重の課題である。特に

後者については、わが国の特許情報の国際的流通の促

進が大きな課題になっている。その意味でも、1985

年の東京会合で 「自動翻訳」がプロジェク トとして採

択 されたことは特筆に値する。

 総合的施策 として、最後に以上の各施策を可能に し、

総合的な特許行政高度化を図るための特許法制度の全

般的見直 しがある。すでに特許庁は一般会計か ら特別

会計に移行 したほか、一定件数までの緊急審査の導入、

出願における複数発明記述の許可、(財)日 本特許情報

機構(JAPIO)の 発足や(財)工 業所有権協カセンタ

ー(IPCC)の 設立等、外郭団体の整備統合 もすすめ

られている。本件 「特許 自動翻訳システム導入」の推

進 も特許情報システムの整備 ・拡充の動きの一環とい

える。

(2)特 許 自動翻訳システムの展開

 特許 自動翻訳システムは広汎な展開を示す可能性が

ある。その第一は明細書全文翻訳への機械翻訳の適用

である。国際的な技術開発競争の激化に伴い、外国へ

の特許出願は今後ますます増大することが予想 される。

機械翻訳システムの辞書が英抄翻訳の実施を通して各

分野に充実 してゆけば、その利用は大いに考えられて

よい。権利設定を目的とする特許文の翻訳が、 リーズ

ナブルな程度の前編集 ・後編集で可能となるかどうか

がポイン トであろう。

 第2の 可能性 として、ペーパー レスシステムとの連

動を前提に、英文のフレキシブルテキス トデーターベ

ース(FDB)の 構築が考えられる。ペーパー レスシス

テム稼働下であらゆる出願書類が磁気媒体で提出され

るとすれば、それ 自体で日本語FDBと なるが、機械

翻訳により、さらにその英語版が生成されるわけであ

る。これが海外の特許審査における、あるいは海外の

出願人にとってのわが国の開発技術の公知性を高める

役割を果たす ことは明らかである。また外国出願に直

結しない以上、必ずしも厳密な翻訳でなくても良く、
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この点でも機械翻訳が適合する可能性がある。一方で、

キーワー ドの利用による技術解析手法も長足の進歩を

とげており、英文FDBの 外国との相互交換は世界的

な技術水準向上に資するものとなるであろう。

 第3の 可能性 として、機械翻訳の実施経験が、現在、

特許庁で研究されている出願の自動分類 ・自動解析シ

ステムの開発に貢献しうることがあげられる。機械翻

訳技術は高度な意味処理の取り組みの方向に向かって

いるが特許文への現行機械翻訳技術の適用から、特許

文特有の意味処理の課題が抽出される可能性がある。

 最後に、特許分野における大規模な機械翻訳採用が

機械翻訳技術全体の開発に貢献しうることを指摘 しな

ければならない。機械翻訳は一定の水準での実用化を

実現 しつっ、一方で大きな発展の余地を残 してもいる。

特許分野は、そのマーケットとしての巨大さゆえ、こ

の技術体系の成熟に大いに貢献 しうるが、逆に技術の

成熟によって特許分野が得るものも、そしてその社会

的波及効果も大きい。 ここでは、機械翻訳システムの

「技術としての可能性」をふまえつつ、社会的に可能

な投資の範囲を見極めていくことが重要であろう。

9.4.2特 許 総合 情 報 システ ム の将来像

(1)特 許情報システムの現状 と動向

 1990年10月 に予定されている特許庁ペーパーレス

システムの本格稼働に伴い、従来ペーパーベースで処理

されていた受付か ら審査までの一連の事務処理が合理

化 される.最終的には、電子出願システムの定着により、

受付 ・審査 ・公開といった一連の特許業務が基本的に全

面機械化される方向にあ り、情報管理 ・審査業務に関す

る業務の効率化が実現されるものと思われる。

 しか し、トータルな特許業務としては、まだいくつか

の課題が残 されている。たとえば審査業務の遂行上必要

となる各種分類コー ド付与業務、欧米諸国への情報公開

に関する業務については現状では手作業で行われてお

り、これらの効率化を目的とした機械化の検討が急務 と

なっている。欧米からの情報公開要求への対応にも、今

後さらに迅速化が求められることが予想 される。この点

で機械翻訳システムの果たす役割は大きい。

(2)AIシ ス テ ムの 機 能

 この よ うに 、特 許 庁 の トー タル シ ス テ ム と して は 、

受 付 、 審 査 業務 の シ ス テ ム化 以 外 に分 類 コー ド付 与 、

翻 訳 、 情 報 公 開等 を含 め た総 合 的 な シ ス テ ム の 果 た す

役 割 は 大 き い。

a.分 類コー ド自動付与システム

 個々の出願に対 して国際特許分類で定められた分類

コー ドを付与する業務は、受付 と審査業務の中間に位

置 しているが、現状では人手によって行われており、

今後の出願数の増加による負担の増大を考慮すると、

何らかの機械化処置が模索されるべきである。 しかし

本業務には専門的な知識 ・経験が必要であり、これを

カバーするシステムは、現在は存在 しない。

 しか しながら、概念に関する知識情報処理について

は日本電子化辞書研究所(EDR)は じめいくつかのプ

ロジェク トで基礎研究がすすんでお り、たとえばEDR

の 「概念辞書」にあたるものが全特許分野で構築され

るとすれば、自然言語処理とくに構文解析技術の適用

によって、人間の判断に近い分類システムが構築され

る可能性がある。

b.特 許 自動翻訳システム

 特許 自動翻訳システムは、磁気媒体化された特許文

書を入力として日英翻訳を行 うものであ り、ペーパー

レスシステムのサブシステムとして位置づけられ うる。

しかし、機械翻訳システムとしては、①後編集等を含

む運用体制の整備、②辞書等のシステム環境の整備 と

いった翻訳システム固有の運用条件が必要とな り、さ

らに③翻訳結果の管理、④情報公開機能(対 外的な情

報公開を支援する情報検索サー ビス等)に 関しても考

慮 していかなければならない。

 これ らの業務システムAI(Anti丘cial Intelligence)

的な要素が強く、ペーパー レスシステムとは基本的に

目的 ・守備範囲が異なっていると考えられるため、基
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幹 シ ス テ ム との デ ー タ連 携 を 密 に しつ つ も独 立 した シ

ス テ ム と して 構 築 す べ き で あ ろ う。 す な わ ち 、 バ ッ ク

エ ン ドシ ス テ ム と して の 特許AIシ ステ ム で あ る。

(3)特 許総合情報システムの トータルビジョン

 図2は 、特許総合情報システムにおけるAIシ ステ

ムの位置づけ、分類コー ド自動付与システムと機械翻

訳システムの機能関連を図示 したものである。機能ビ

ジョンは次のとお りである。

 まず、出願書類はペーパーレスシステムに電子的に

受け入れられる。ペーパーレスシステム上での一連の

審査過程と並行 して、特許抄録や実用新案書誌が作成

される。出願書類は 「分類コー ド自動付与システム」

によりコー ドが与えられ、抄録は機械翻訳される。こ

の際、機械翻訳と分類コー ド付与は、共通の自然言語

処理システムや専門用語辞書にサポー トされる。出願

書類と抄録類はデータベース化され、AIシ ステム内の

情報検索システムからの検索を行 う。その際、与えら

れた分類コー ドやキーワー ドが検索の重要な手がか り

となる。

(4)特 許総合情報システムの長期的スケジュール

 図3は 、特許総合情報システムの長期的スケジュー

ルを示したものである。仮に1989年 度を第0年 度 と

すれば、1995年 度ごろには機械翻訳システムを含む、

特許総合情報システムの本格稼働が期待 され る。

9.4.3将 来 へ の課題

 汎用コンピュータ向け機械翻訳システムは、商用化

されてわずか数年である。各メーカーで開発が本格化

したのは1980年 ごろと思われる。今後10年 を考える

と、システムの発展には相当のものが予想 される。10

年後、仮に現在 とは比較にならない高度な処理が可能

になっているとすれば、翻訳コス トの削減、前編集 ・

後編集 コス トの削減が大きく期待されよう。外国への

特許出願支援等におけるマーケットの拡大もありうる。

もちろん機械翻訳は商用システムとして稼働 しつつも

いまだ開発途上にあり、可動部分を活用 しつつ、社会

的に可能な投資がさらに続けられることが必要である。

 機械翻訳システムは、自然言語処理 という人工知能

技術の最先端に深い連関を持ってお り、わが国の、さ

らには全世界の技術開発の最先端の課題に挑戦するも

のである。 この観点からすれば、わが国の民間企業の

共同事業 として特許 自動翻訳に対応 したほうがよいと

も考えられる。また、辞書の構築についてもメーカー

の共同事業とし行ないうる可能性が大きい。

 機械翻訳システムの市場開拓や、その効用を最大限

に発揮 させるとの観点から、機械翻訳のための新たな

中核的組織を設立することや、あるいは既存の組織 ・

団体を活用すること、さらには民間企業に業務を委託

することなども考えられる、いずれの場合 も、その公

共的価値の巨大さ等の点から、国と民間との協力が必

要とされ よう。たとえば、特許抄録の日英自動翻訳シ

ステムが十分な辞書を伴って完成するとすれば、次の

ような各種の市場開拓が可能となる。

①

②

③

④

⑤

⑥

明細書全文の翻訳

英抄データベース、英文フルテキス トデータベ

ースの リリース

自動分類 ・自動解析システム開発

翻訳ノウハウを活用する外国出願コンサルティ

ング

特許関係以外の科学技術文献の日英翻訳

辞書サー ビス

 海外からの要望が高まっている実用新案書誌の翻訳

については、本調査によって明 らかなになったように、

現段階から十分に機械翻訳システムの実稼働に移るこ

とができよう。
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【特許庁】
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ペ ーパ ー レス システ ム

特許AIシ ステム

情
報
検
索

シ
ス
テ
ム

出願書類

意且

特許抄録

実用新案書誌

分類 コー ド

自動付与 シ

ステム

辞書

旦
機械翻訳

システム

自然言語処理: 構文解析機能等

英文

特許抄録

実用新案書誌

        国内外通信ネ ットワーク

図2 特許総合情報 システ ム概念 図
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システ ム 期

1.特 許 自動翻訳 システ ム

2.分 類 コー ド自動 付 与 シ ステ ム

0 1 2 3 4 5 6 7

図3 特許情報総合システム長期的スケジュール
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お わ りに

 本誌では、坂本義行先生からご寄稿いただいた 「機

械翻訳事始め」を、AAMTジ ャーナルNo.53(2013

年6月)以 来前号のNo,64(2017年3月)ま でお届

けしてきました。9回 に渡った連載が終了するのに際

し、今回の連載のきっかけを思い出 しました。それは

坂本先生より頂戴 した論文集でした。

 坂本先生がご自身の喜寿に向けてまとめられた論文

集 『掩究』(エンキュウ、学問を広く究めるの意)に は

先生のこれまでの研究が記 されていました。その論文

集を拝読すると、機械翻訳そ して自然言語処理の研究

の軌跡がまるで歴史年表をたどるように頭に広が りま

した。と同時に、この感動を是非他の研究者の方々と

共有できないか、 という思いに至り、先生に機械翻訳

の歴史に関する原稿を提案致 しました。坂本先生には

ご快諾いただけましたが、単発の記事で掲載できる範

囲はやは り限られてしまうとい う問題に突き当たって

いたところ、坂本先生の方からも連載記事としての扱

いをご提案いただき、読切記事か ら連載記事へと企画

変更する運びとなったのです。

 その後、東京オ リンピック ・パラリンピックの開催

が決まったことは皆様の記憶に新 しいと思いますが、

それに伴い、機械翻訳の研究も新たな展開を迎えてお

ります。

 新たな展開を迎える機械翻訳の現状の一端を確認す

べ く、連載記事の題名(邦 題:機 械翻訳事始め、英題:

History of Machine Translation)を 翻訳してみました。

利用 した機械翻訳は、対応言語がアファル語(Afar)

か らズールー語(Zulu)ま での140語 、そ して、その

精度や利便性など高い評価を受けているGoogle翻 訳

です。翻訳結果を見渡すと、邦題より英題の方が うま

く訳せているようでした。とはいえ、こちらが確認で

きる言語はほんの数語であり、翻訳に原語の表現が残

っていると翻訳失敗が分かるという程度ですが。どち

らの言葉も問題なく訳される日が楽 しみです。そして、

この機械翻訳 「事始め」から、1980年 代以降の機械翻

訳 「事」、そ して、未来への機械翻訳 「事納め」、つま

り、長尾先生が常 日頃おっしゃっている、バベルの塔

に象徴される言葉の壁を打破する日、に向けて編集活

動に遭進いた します。

AAMTジ ャーナル編集委員会委員 小谷克則
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